















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　お初にお目にかかる方が多いかと思います。

　みなさんはじめまして。

　わたくし、この本の著ちよ者しやの丹藤武敏たんどう・たけとしと申します。




　まず、この本について説明いたしましょう。

　本書はＴＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイとなっております。

　ここで、〝ＴＲＰＧ〟と『アリアンロッドＲＰＧ』、〝リプレイ〟と、立て続けに三つの単語が並ならんだので、困こん惑わくされた方もいるかも知れません。ひとつずつ説明させていただきます。




　ＴＰＲＧとは、〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟の略りやくです。

　ＲＰＧやロールプレイングゲームという言葉なら、聞いたことがあるのではないでしょうか。『ファイナルファンタジー』などのＴＶゲームや『ラグナロク』のようなオンラインゲームのジャンルのことです。画面の中の主人公となる人物を操そう作さして、登場人物と会話したり怪かい物ぶつと戦ったりと、冒ぼう険けんをして物語を楽しんでいくゲームのことです。

　それらのゲームと同じように、ＴＲＰＧはプレイヤーのひとりが自分のキャラクターを担たん当とうしてみんなで一いつ緒しよにゲームの中の世界で遊ぶというゲームです。

　ただし、先ほど挙げたＴＶゲームやオンラインゲームと違ちがうのは、ＴＲＰＧはコンピュータやゲーム機、インターネットを必ずしも必要としないという点です。その代わりに必要なのは、ルールブックと筆記用具、そしてダイス（サイコロのことです）を数すう個こ。

　一緒に遊ぶ人の中から、ひとりがゲームマスター（以下、ＧＭと略）と呼よばれる役を担当し、そのＧＭが展てん開かいするシナリオ……物語の中に、他のプレイヤーたちがキャラクターを登場させ、会話とダイスによる判はん定ていでストーリーを創つくっていく、そういう遊びです。




　さて、次は『アリアンロッドＲＰＧ』について解かい説せつしましょう。

『アリアンロッドＲＰＧ』は、そのＴＲＰＧというジャンルの中の一作品です。基き本ほんルールブックが二〇〇四年に富ふ士じ見み書しよ房ぼうから発売され、現げん在ざいも好こう調ちように展開しています。このＴＲＰＧは、西洋風のファンタジー世界エリンディルという大陸で、モンスターと戦ったりダンジョンを探たん索さくしたりというような冒険を楽しむゲームです。楽しく遊ぶためのデータやルールが、たくさん用意されています。

　実じつ際さいにどうやって遊ぶのかについては、本書を読んでいくうちに自然とわかってもらえるかと思います。




　最後にリプレイですが、これはゲームの遊び方や雰ふん囲い気きを伝えるために、実際にゲームをプレイして、それを読み物の形で書き起こしたものです。

『アリアンロッド』のリプレイはゲームデザイナーの菊きく池ちたけしをはじめ、多くの書き手によっていくつものシリーズが書かれています。

　現在エリンディルと別の大陸を舞ぶ台たいに『アリアンロッド・サガ』というシリーズも展開中です。興きよう味みがあれば、そちらにも手を伸のばしてみると、本書をさらに楽しむことができるかもしれません。

　もちろん、リプレイは読むだけでも十分楽しいのですが、別の楽しさもあります。

　それは、読むとＴＲＰＧをプレイしたくなるという楽しさです！

　この『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』は、初めて『アリアンロッド』に触ふれるという人でもゲームの様子がわかりやすく伝わるよう心こころ掛がけて書き、実際に遊ぶときに参考になることを目指したリプレイです。

　本書を読んでこのゲームが遊びたくなったら、是ぜ非ひ『アリアンロッド』を手にとってみてください。きっと、面白いゲームを体験することができるはず。




　ここから先は『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』の本ほん編ぺんとなっております。ページを捲めくれば、笑いと感動の物語があなたを待ち受けていることでしょう───。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆初心、忘わするべからず




「次のリプレイ、丹たん藤どうくんでいくから」

　そのように突とく然ぜん自分に告げたのは、ＴＲＰＧ製せい作さく会がい社しやＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．（ファー・イースト・アミューズメント・リサーチ）社の代だい表ひよう取とり締しまり役やく副ふく社しや長ちようにして、『アリアンロッドＲＰＧ』のデザイナーでもある菊きく池ちたけしだった。

　菊池たけしといえば、この自分がＴＲＰＧを遊びはじめた時から〝きくたけ〟の通つう称しようで、リプレイライターとして活かつ躍やくしてきた人物である。そのリプレイの冒ぼう頭とうでは、突然リプレイ収しゆう録ろくの話を振ふられて焦あせったり慌あわてたりする様子が面白おかしく書かれている。

　自分も他人事としてその様子を楽しんでいた。この会社に入社するまでは───。

「いや、本当にこういう話が唐とう突とつにやってくるんですねえ……」

　しみじみとそう思う。まさか、自分がそんな目に遭あうとは思いもしなかった。

「……何故なぜ、そこで遠い目をしている？」

「……あっ、いえ。思えば遠くにきたもんだと、そんな感かん慨がいに浸ひたっておりまして」

「わけのわからんことを……。ともかく丹藤くん、エリンディルを舞ぶ台たいとした『アリアンロッド』リプレイを書いてほしいんだよ」

　エリンディルというのは、『アリアンロッドＲＰＧ』の冒ぼう険けんの舞台として用意されている大陸の名である。ＰＣ（プレイヤーキャラクターの略りやく）は、神しん殿でんによって支し援えんされた冒ぼう険けん者しやとなって、遺い跡せきや洞どう窟くつといったダンジョン探たん索さくや、怪かい物ぶつ退たい治じといった冒険に挑ちよう戦せんする。

「それは待ってましたと言いたいところですが……」

「せっかくの新しん企き画かくなんだから、俺おれじゃなく新しい人にリプレイを書いて欲ほしいんだよね」

「お、俺が、菊池たけしに代わって筆を執とるなんてことが……」

「それと、はじめて『アリアンロッド』を知る読者にもわかりやすく、それでいて今までとは違ちがった趣しゆ向こうで書いてほしい」

「何なに気げにハードル高い。───でしたら、こんなアイデアがあるんですが……」

　プレッシャーに震ふるえつつも、ひらめいたアイデアを打ち明けてみた。

　菊池たけしは、ぽんと膝ひざを打った。

「それだよ丹藤くん！　その方向でお願いするよ！」

　かくして───。

　私、丹藤武敏たんどう・たけとしは『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』に臨のぞむことになったのである。




＊　　　＊　　　＊




　そしてそれから約二週間後───。

　場所は、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室。

　今回のリプレイを収録するため五人の男女が集まっていた。テーブルの上には、『アリアンロッドＲＰＧ』のルールブックをはじめ、その追加ルールやデータを掲けい載さいしたサプリメントやセッションで使うことになるダイスが並ならび、ジュースやお菓か子しも用意されている。

　ここで、ＧＭを務つとめるこの自分から自じ己こ紹しよう介かいさせていただく。




丹藤武敏たんどう・たけとし

　今回のＧＭ担たん当とうにして執しつ筆ぴつ者しや、つまり自分のこと。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員。ＴＲＰＧで遊ぶためのシナリオを投とう稿こうしたら、それがきっかけでいつの間にかフリーライターとして仕事をするようになり、現げん在ざいはＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社に所しよ属ぞく。

　そういう経けい緯いから、これまでにやってきた仕事はシナリオ執しつ筆ぴつが中心だ。これまでに発表されたシナリオは通算一四〇本を超こえる。我われながら、よくそんなに書いたものだと思う。

　生まれ故こ郷きようは日本海のど真ん中、新にい潟がた県けんは佐さ渡どが島しま。




丹藤（以下ＧＭ）：では皆みなさん、よろしくお願いしまーす！

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：えー、それでは『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』の収録をはじめます。

一同：わー！　ぱちぱちぱち。




　続いて、本日集まってもらったプレイヤーを紹介していこう。

　まずは、他のリプレイでも活躍しているプレイヤーから。

　これまでにリプレイを読んでいた方には、おなじみの名前かも知れない。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やく。そしてＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーでもある。今回はプレイヤーとして参加してくれるようお願いした。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズでは美形軍ぐん師しナヴァールを務つとめ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ　ブレイク』シリーズの執筆も手がける。そんなハードなスケジュールでも、ゲームを遊ぶことは忘わすれないすごい人。




田中信二たなか・しんじ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員としてＤＴＰからライティングまで幅はば広ひろく活かつ躍やくしている。

　ご存ぞんじない方に説明すると、田中さんは〝かわいそうな田中〟、略して〝かわたな〟という愛あい称しようで知られており、『アリアンロッド・リプレイ』のエイジをはじめ、多くのリプレイにプレイヤーとして参加している。首の後ろに押おすとかっこいいセリフを吐はくボタンがあるといわれている。

　個こ人じん的てきには、ヘンなキャラをやらせても、右に出る者はいないと思う（笑）。




藤井忍ふじい・しのぶ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の仕事を引き受けてもらっている女じよ性せいゲームライター。

『ダブルクロス・リプレイ』（菊池たけし著ちよ、富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊）の薬王寺祐希やこうじ・ゆうきのプレイヤーをはじめ、リプレイにも数多く出しゆつ演えんしている。

　また『ダブルクロス・リプレイ・ゆにばーさる　果て無きカーニバル』（富士見書房刊）や、ウェブマガジン『FBonline』で連れん載さい中（二〇〇九年六月現在）の『アルシャードガイア　リプレイ　君といるセカイ』の執筆も行なっている。

「はにゃ～」とか「はう～」など、多様な口くち癖ぐせを操あやつる（笑）。




ＧＭ：社長、かわたなさん、藤井さんは……、これまで何本かのリプレイにプレイヤーとして参加していますし、『アリアンロッド』もすでにプレイしてますよね？

藤井忍（以下藤井）：はい、ひととおりルールは知ってます～。

田中信二（以下かわたな）：はっ、右に同じく、

鈴吹太郎（以下鈴吹）：丹藤くん、キミのためにとっておきのプレイヤーにきてもらったぞ。〝『アリアンロッド』初心者でＴＲＰＧに興きよう味みがあって、真面目で面白いうえにスケジュールの調整もしやすいという奇き跡せきのようなプレイヤー〟だ！

妹尾絵美せのお・えみ（以下妹尾）：よろしくお願いします～。




妹尾絵美

　富士見書房の編へん集しゆう者しやで、ゲーム担当の部署に転てん属ぞくしたばかり。

　ＴＲＰＧの経けい験けんは、高校生の時に地元の友人同士で遊んだことがあり、最近は富士見書房の編へん集しゆう部ぶに入ってから遊んだ機会があるとのこと。『アリアンロッド』は、一回だけ遊んだことがあるという初心者。鈴吹太郎が富士見書房に打ち合わせにいったとき紹介され、その場で頼たのみ込こんで今回のリプレイへの参加が決定した。

　人気コミック『かりん』『おたくの娘さん』（発行：富士見書房）の編集を担当され、あとがき漫まん画がに編集のＳ尾さんとして登場している。

ＧＭ：妹尾さんは、リプレイ初参戦でしたね。

妹尾：はい。急きゆう遽きよ参加することが決定しまして。ちょっと緊きん張ちようしています。

藤井：大だい丈じよう夫ぶですよ。頼たよりになるベテランプレイヤーがいますから。かわたなさんとか。

かわたな：どんどん頼っちゃってください。……って、藤井さんもベテランでしょう？

藤井：やー、わたしはそんなでも。

ＧＭ：しかし、実じつ際さいに妹尾さんが疑ぎ問もんの声を上げていただけると、『アリアンロッド』初心者のプレイヤーに向けての解かい説せつになります。

鈴吹：そのために妹尾さんに来てもらってますので、遠えん慮りよせず何でも聞いてください。

妹尾：そうなんですかー。私は初心者代表ってことですね？

ＧＭ：そんなところだと思ってください。妹尾さんは『アリアンロッド』を一回だけ遊んでいるとお聞きしましたが？

妹尾：ええ、富士見の編集部で年に何回かＴＲＰＧを遊ぶことがあるんですよ。『アリアンロッド』は、その時に一回だけ。他にも『ソード・ワールド』とか『ダブルクロス』とかもプレイしました。あとは、リプレイを読みながら勉強中です。

鈴吹：さすがは富士見書房。自社製せい品ひんはちゃんと遊んでいる。

妹尾：といっても、私はダイスの振ふり方かたから教えてもらうようなレベルですけど（笑）。

ＧＭ：そこは百ひやく戦せん錬れん磨まのベテランプレイヤーがサポートしてくれますので、ご安心を。

鈴吹：いやー、富士見書房に打ち合わせに行ったときに新しく移うつってきた妹尾さんを紹介されてねー。いろいろ聞いたら、ＴＲＰＧ遊んだこともあるって話だったんだよ。

ＧＭ：なるほど。

鈴吹：実際、『アリアンロッド』は一回だけしかプレイしてない初心者だし、もちろんＴＲＰＧにも興味がある。当然、職しよく場ばは富士見書房だからＴＲＰＧに理り解かいがある。何より、真面目で面白い女性だ（笑）。だって俺、〝多分おいしい水です〟なんて言われたの初めてだもん（笑）。

ＧＭ：〝多分おいしい水〟!?　それは？

鈴吹：いや、富士見に打ち合わせにいったとき妹尾さんにミネラルウォーターをいただいだいたんだが、そのときに〝多分おいしい水〟って出してくれたんだよ（笑）。

妹尾：「粗そ茶ちやですが」みたいに「まずい水ですが」と出してしまいそうになったんですよ。なので、咄とつ嗟さに「おいしい水です」と言い直そうとしたんですが、それもなんだか図々しいので〝多分〟ってつけてしまったんだと（笑）。

ＧＭ：それは面白い！

鈴吹：だろ？　菊池さんもきっと悔くやしがると思う。自分のリプレイに出せばよかったと。

ＧＭ：目に浮うかぶようですね。……では、そろそろ今回予告に移りましょう。




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：それでは〝今回予告〟を読みます。妹尾さん、今回予告はわかります？

妹尾：ＴＶ番組の次回予告みたいなものですよね？

ＧＭ：そんな感じです。セッションの雰ふん囲い気きや展開を伝えて、ＧＭとプレイヤーのすり合わせをするためのものです。えー、それでは───。




「エリンディル大陸の中部、パリス同どう盟めいに属ぞくする都市国家〝水の都〟クラン＝ベル。

　ここに、〝クラン＝ベルの風雲児〟と呼よばれる男を父に持つ者がいた。

　冒険者として名を成し、商人としても財ざいを成した父の下、

　子こ供どもは、なに不自由することなく、すくすくと育った───」




かわたな：〝クラン＝ベルの風雲児〟？

ＧＭ：はっ、好機に応おうじて頭角を現あらわしてきた英えい雄ゆう的てき人物のことです。冒険者として稼かせいだ金を元手に商売に成功してひと財ざい産さん築いた、まことに絶ぜつ好こう調ちような人物です。

鈴吹：そりゃすごい。是ぜ非ひ、あやかりたい。

ＧＭ：それで、妹尾さんには、その子供をやってもらおうと思いまして。

妹尾：やー、ならお嬢じようさまとかどうでしょう？　お父さんは風雲児、いいじゃないですか。

藤井：でも、何か悪い予感が……。




「だが、ある日を境さかいに運命は急転した。

　父は行方知れずとなり、莫ばく大だいな借金が残された」




妹尾：ええええっ～!?　いきなりーっ!!（爆ばく笑しよう）

藤井：ほらぁ！　やっぱり！　きましたよ！　落ちぶれましたよっ！

妹尾：なんで嬉うれしそうなんですか、藤井さん（笑）。

鈴吹：順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生に思わぬ落おとし穴あなが。〝風雲児〟ってか〝不運児〟だな（笑）。

妹尾：父親の運を受うけ継つげず、娘むすめは不運児に（笑）。




「没ぼつ落らくした家を再さい興こうするには、なんといっても先立つものが必要となる。

　一いつ攫かく千せん金きんのチャンスを求め、モンスターコロシアムに賭かける！」




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

　第一話「はじめてのコロシアム」

　冒険の舞台がキミを待つ！




藤井：ちょっと前までお嬢さまだったのに、いきなり闘とう技ぎ場じよう送りに……（笑）。

妹尾：お金ないから、競馬で稼いじゃおうって感じなんですか？

ＧＭ：どちらかというと、皆みなさんは競走馬の方ですね。

かわたな：何という没落っぷり!?（笑）

妹尾：マジですかー。とても冒険の舞台が待ってるようには思えませんよ？

ＧＭ：ある意味、一発勝負に賭ける人生の大だい冒ぼう険けんが待っているともいえましょう。

妹尾：ああ、なるほどー！

藤井：……妹尾さん、ＧＭに騙だまされてますよ（笑）。

ＧＭ：てなわけで、今回はシナリオハンドアウトを用意しています。




　ここで、シナリオハンドアウトについて説明しよう。

　シナリオハンドアウトとは、キャラクター作成時にＧＭから配はい布ふされる設せつ定ていなどが書かき込こまれた用紙のことである。プレイヤーはこれを参考にしてキャラクター作成を行なう。

　また、シナリオで与あたえられる〝コネクション〟のキャラクターの名前が記き載さいされている。




　コネクションとは、ＰＣと直ちよく接せつ、間かん接せつ的てきに関係している人物や組そ織しきのことだ。コネと省しよう略りやくすることもある。ＰＣ同士でコネクションを取得するルールも存そん在ざいする（後述）。




ＰＣ①用ハンドアウト

コネクション：父親　　　関係：保ほ護ご者しや

　キミは〝クラン＝ベルの風雲児〟と呼ばれる男を父に持ち、今まで何不自由のない暮くらしをしていた。しかし、それはある日、突然終わりを告げてしまったのである。

　父が、遠方への貿ぼう易えきの帰路で消息を絶たったという知らせが入ってきた。




妹尾：お金持ちだから、叶かのう姉し妹まいみたいなゴージャスなのをイメージしちゃったんですが。

ＧＭ：……叶姉妹ですか？

鈴吹：しかし、一気に没落してゴージャスじゃなくなりますよ？

かわたな：いきなりどん底に落とされてますからね、ハンドアウトと今回予告で。

妹尾：じゃあ、貧びん乏ぼうだけど華か麗れいな感じなお嬢さまでどうでしょう？

ＧＭ：なんだかよくわかりませんが、それで（笑）。




ＰＣ②用ハンドアウト

コネクション：ＰＣ①　　　関係：姉妹（兄弟）

　キミは、ＰＣ①に仕えている。ＰＣ①とは、まるで血の繋つながった姉妹（兄弟）のように育てられた。そんなＰＣ①だが、父親が行方不明になったため窮きゆう地ちに陥おちいってしまった。キミは、ＰＣ①を放っておくことはできなかった。




藤井：こっちは、ＰＣ①お付きのメイドとか執しつ事じとかですか？

ＧＭ：そういった関係を予定していますが、変へん更こうしても構かまいませんよ。

妹尾：関係は姉妹……これって、実際に姉妹だったりしても面白そうですよねー。

藤井：ああっ、元もとお嬢じようさまの貧乏姉妹が一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばって行くみたいな？

かわたな：おお、それはビジュアル的にも面白そうですねー。

ＧＭ：（シナリオをチェックしながら）……まあ、それでも問題はないですよ。

藤井：本当にそれでいいなら……私、妹尾さんの妹やってもいいですか？

かわたな：それは是非、藤井さんがやった方がいい。

鈴吹：俺もそう思うな。きっと面白くなる！

ＧＭ：他のふたりにも異い存ぞんないようなので、決定ということで。

妹尾：うわー、妹ができましたー。姉としてあらためてお願いします、藤井さん！

藤井：というわけでお願いします、お姉さん（笑）。

ＧＭ：実際、オープニングちょこっと変えると対たい応おうできますので。

妹尾：姉妹かー、でも、姉といわれても姉らしくできるかどうか……双ふた子ごでもいいですか？歳としが一いつ緒しよだと、お姉さんらしくしなくてもよさそうですし（笑）。

藤井：双子ですか～。いいですね、是非そうしましょう！

ＧＭ：ナイスアイデアです。なんか双子のビジュアルも浮うかんできましたよ。

かわたな：どんな双子になるんですかね？

妹尾：私は、細かいことは気にしない大ざっぱな感じの姉でいこうと思います。本人の性せい格かくも、そんな感じと言われているんで（笑）。

藤井：じゃあ、私はおとなしめな妹をやってみようと思います。

ＧＭ：せっかく双子になったんですから、ＰＣの名前や年ねん齢れいとか、あらかじめ相談して揃そろえておきましょう。

妹尾：私は、一六歳さいの女の子にしようと思っていたんですが。

藤井：私もそのくらいにしようと思っていたんです。では、一六歳で決定ですね。

ＧＭ：じゃあ、あとは名前ですが。

藤井：私は、セレネにしようと思います。月の女神から取りました。

妹尾：なら、私は太陽っぽく、コロナとかフレアとかがいいですか？

藤井：あっ、いいかもしれない！

妹尾：じゃあ、フレアにします。コロナも捨すてがたいんですが。

ＧＭ：そういうときは、ファミリーネームで使うという手がありますよ。

妹尾：なるほど。フレア・コロナ……んー、なんか語ご呂ろ悪いですねー。

藤井：えーと、コロナコロナ……コローナ……、コロローナとか？

妹尾：あっ、コロローナはいいですね。それにしましょう！

藤井：セレネ・コロローナ……何かしっくり来る語感です（笑）。

鈴吹：コロローナ・シスターズか。うん、なんか語感がいい。

ＧＭ：それでは双子の名前が決まったところで、ＰＣ③のハンドアウトです。




ＰＣ③用ハンドアウト

コネクション：クラン＝ベルの風雲児　　　関係：友人

　キミは〝クラン＝ベルの風雲児〟の友人であり、彼かれが経けい営えいする商会の番頭を務めている。

　ある日、友は自分に何かあったら我わが子こを頼たのむと託たくした。

　それから程ほどなくして、予想もしない事じ態たいが起った。

「自分の身に何かあったら我が子を頼む」という彼の言葉が思い出された。




鈴吹：ＰＣ③は商会の番頭か。まあ、その商会もいきなり借金を抱かかえるというわけだが……。

ＧＭ：次はＰＣ④ですが……ちょっと変更しましょう（ハンドアウトを書き直す）。

妹尾：それってＰ①とＰＣ②が、双子になったからですか？

ＧＭ：そういうことです。ＰＣ①にコネを持つ予定だったんですが、両方にしました。




ＰＣ④用ハンドアウト

コネクション：ＰＣ①＆ＰＣ②　　　関係：任にん意い

　キミには夢ゆめがある。モンスターコロシアムを制せいする選手を育て上げることだ。

　あるとき、君はふたりの少女を目にした。

　彼かの女じよたちならやれる……ダイヤモンドの原石を見つけた、そんな気分だった。




妹尾：ハンドアウトのコネクションが、双子のセットになったんですねー。

ＧＭ：そうです。ＰＣ④は、ふたり分のコネクションを持ちます。

鈴吹：というわけで、どうするかわたな？　俺はＰＣ③にしようと思うんだが？

かわたな：では、自分はＰＣ④を選びましょう。コーチやトレーナーの方向かー。これはあれだね、ＰＣ①とＰＣ②に特訓をしろということだね？

ＧＭ：崖がけの上から岩を落としたり鉄球を生身で受けたり。

妹尾：うわー、激はげしいですね！

鈴吹：いやいや妹尾さん！　そんな特訓したら普ふ通つう死にますから！（爆笑）

妹尾：えっ？　アリアンロッドではそのくらいするものだとてっきり!?

藤井：しませんしません（笑）。

ＧＭ：いやー、特訓というと岩を落としたり鉄球を生身に食らうのが基き本ほんかと。

鈴吹：丹藤くん。それは昭和の特とく撮さつ番組やスポ根漫画のノリだ（笑）。

ＧＭ：はっ、そうでした（笑）。特訓というと、どうしてもそのイメージが。

妹尾：一いつ瞬しゆん、『アリアンロッド』では普通の特訓かと思ったんですけど、違ちがうんですね。

かわたな：さすがにそんな特訓はしないです（笑）。

ＧＭ：では、ＰＣの枠わくは決まりましたね？　というところで、次のステップに進みましょう。ハンドアウトを配ったので、次はクラスと種族を決めていくことになります。




　ＰＣは、メインクラスとサポートクラスのふたつを取得する。

　メインクラスは、白兵戦が得意なウォーリア、攻こう撃げき魔ま法ほうを使うメイジ、罠わなを外したり短たん剣けんのあつかいに長けたシーフ、回かい復ふくや補ほ助じよの魔ま法ほうを使うアコライトがある。サポートクラスは、この四つから選んでもいいし、サムライやサモナーといったクラスから選んでもいい。

　エリンディルには、人間にあたるヒューリン、長命なエルダナーン、頑がん健けんで器用なネヴァーフ、強きよう靱じんな肉体を持つドゥアン、小さく素す早ばやいフィルボル、獣けものの特とく徴ちようを持つヴァーナの六つの種族がいる。クラスと種族を決定すると、基本能のう力りよく値ち、ＨＰ、ＭＰが算出される。




妹尾：私、前に出て戦う戦士をやってみたいんですよ。

ＧＭ：すると、ウォーリアを選ぶのが一番ですね。

藤井：サポートクラスは、こっちのルールブックの他にもいろいろありますよ。

妹尾：（『トラベルガイド』を見ながら）このグラディエーターというのは？

鈴吹：グラディエーターというのは剣けん闘とう士し……コロシアムで戦うクラスですよ。決けつ闘とうが得意で、鎧よろいを装そう備びしない戦い方を心得ている戦士です。これは地ち域いきクラスですね。




『トラベルガイド』（富士見書房刊）には、その地域独どく特とくの追加クラスが掲載されている。

　地域クラスを取得するには、ライフパス（後述）の出自で［特とく殊しゆな一族］を選ぶ必要がある。

　グラディエーターは、クラン＝ベルの地域クラスで、コロシアムで戦う剣闘士である。




妹尾：じゃあ、このグラディエーターというのをやってみたいです！

ＧＭ：では、妹尾さんはウォーリア／グラディエーターで決定ですね。

藤井：私はアコライトとサモナーで、回復と魔法で攻撃ができるＰＣにしようと思います。

鈴吹：というわけでかわたな、我われ々われの方ほう針しんは決まった。メイジとシーフだな。メインクラスは四つとも揃そろえるのがセオリーだ。

かわたな：はっ、そうですね。私はシーフをやっていこう思います。

鈴吹：そうか。なら俺はメイジにしよう。

ＧＭ：クラスを決めたら、スキルを取りましょう。これは戦せん闘とう中にできる得とく意い技わざとかです。妹尾さん、ウォーリアとグラディエーターの自動取得スキルを取ってください。

妹尾：《ボルテクスアタック》と《サヴァイブ》ですね？




《ボルテクスアタック》

　ウォーリアの自動取得スキル。シナリオ中に一回だけダメージにダイスを＋ＣＬ（キャラクターレベル）個こする。




《サヴァイブ》

　グラディエーターの自動取得スキル。物理防ぼう御ぎよ力りよくを＋［ＣＬ＋５］、魔法防御力を＋ＣＬする。ただし、頭部や胴どう部に防ぼう具ぐを装備すると効こう果かは失われる。




ＧＭ：あとは、好みでスキルを取っていってください。どうすれば強くなれるかは、社長に聞くと教えてもらえます（笑）

妹尾：わかりましたー。というわけで社長、お願いします！

鈴吹：はっはっはっ、任まかせたまえ。

ＧＭ：スキルを取り終わると、あとはライフパスを決めるだけですね。

妹尾：ライフパスというのは？

ＧＭ：作ってもらったキャラクターの出自や境きよう遇ぐうを決めるんですよ。

妹尾：（『基本ルールブック巻かん末まつの表』を開き）この表で振ふって決めるヤツですね！




　ライフパスとは、そのキャラクターがどのような出自、境遇、そして運命を持っているかを表わすものである。これらを元にして、ＰＣの物語を創そう造ぞうしていくのだ。




ＧＭ：出自、境遇、運命とライフパスを決めるための表がありますから、それで決めてください。ダイスを振って決めてもいいですし、選んでも構いません。

妹尾＆藤井：わかりましたー（さっそくダイスを振る）。

ＧＭ：このライフパスが決まったら装備を買って、ＰＣの名前や性格を決めればできあがりです。それが全部終わったら、自己紹介をお願いします。







◆Preplay 02◆自己紹介




　キャラクター作成が終わり、プレイヤーたちに自分のキャラクターを紹介してもらう。

　あれやこれやと相談してできあがったのは、次のとおり。




●ＰＣ①／妹尾絵美の場合　───フレア・コロローナ

妹尾（以下フレア）：というわけで、キャラクターができました。名前は、フレア・コロローナ、一六歳さい。種族はヒューリン、クラスはウォーリア／グラディエーターです。えーと、お嬢さまキャラということなので、一見するとほのぼのしていて無む邪じや気きです。でも、グラディエーターなので殺さつ傷しよう能のう力りよくは高いです。

ＧＭ：無邪気に殺傷力が高い……これはお父さんの教育方針なのでしょうか？

フレア：きっと、〝風雲児式教育〟なんですよ。

一同：風雲児式教育!?

鈴吹：どんな教育だ（笑）。

ＧＭ：なんか、ビジネス書の棚たなにありそうですね、そういう本。『風雲児式教育の勧すすめ　これであなたも風雲児を育てられる』とか。

鈴吹：たくましい子に育ちそうだ（笑）。

フレア：どんなことが起きても生きていけるように、家でもモンスターを飼かって、普ふ段だんから戦ったりして鍛きたえたんですよ。

ＧＭ：それは激はげしい！（笑）

藤井：ていうか、激しすぎです!!（笑）

フレア：あと、装備はブロードソードとバックラー、ポイントアーマーを買いました。それでお金は全部なくなっちゃいました。

ＧＭ：《サヴァイブ》のおかげで、鎧がなくてもチェインメイル並なみの固さがあるという。

フレア：これもお父さんの教育のおかげです。

かわたな：すっかり鍛きたえられたんですねー。

フレア：スキルは《ソードマスタリー》と《スマッシュ》、グラディエーターから《ターゲットオン》を取りました。剣のあつかいに慣なれていて、《ターゲットオン》で最初に「あいつを殴なぐるぞー」と決めたら、迷まよわず向かっていくみたいな、猪ちよ突とつ猛もう進しんな女の子です。

一同：猪突猛進!?

フレア：そうです。世間知らずな暴ぼう走そう機関車で、お金もすぐ使っちゃうんですよ。困こまったことがあると妹に頼たよるみたいな。

藤井：あうっ……でも、そういう純じゆん真しんな姉に妹は萌もえるんですよ。

かわたな：藤井さんの萌もえポイントはそこか。覚えておきましょう。

鈴吹：覚えて何に使う気だ（笑）。

ＧＭ：ライフパスの出自は［特殊な一族］でグラディエーターを取ってるから、境遇ですね。

フレア：ダイスを振ふってみたところ、［策さく謀ぼう］が出ました。

ＧＭ：［策謀］ですか？　えー、なになに「あなたは大きな陰いん謀ぼうに巻まき込こまれた」と（笑）。

フレア：わたし、そういうのに巻き込まれるんですか!?

ＧＭ：ええ、間ま違ちがいなく。

かわたな：お父さん行方不明になったの、何かの陰謀かも知れませんね。

フレア：そっかー。

藤井：いや、まだそうと決まったわけでは（笑）。

ＧＭ：さあフレアさん。次の運命に、未来の望みを託しましょう。

フレア：美しい未来が開けますようにと祈いのったんですが、振ったら［束そく縛ばく］が出ました。

ＧＭ：［束縛］……「あなたは束縛されるだろう。環かん境きように人間に、そしてあなた自身に」

フレア：えええええっ!?　［策謀］と［束縛］って……。

藤井：まるで、誰だれかにはめられているような（笑）。

鈴吹：そりゃ、借金あるから束縛されてるし。

フレア：いいんです。仕組まれた道を気づかずに生きていきます（笑）。
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●ＰＣ②／藤井忍の場合　───セレネ・コロローナ

藤井（以下セレネ）：名前はセレネ・コロローナ。種族はヒューリン、クラスはアコライト／サモナーです。年齢はフレアと同じく一六歳さいです。

ＧＭ：双子の妹ということでよろしいですか？

セレネ：はい、ほのぼのしている姉に対し、しっかりした妹を目指していこうと思います。世間知らずな姉を心配していますが、そんな姉が大好きです。

ＧＭ：大好きなんですか？

セレネ：クールなつもりでも、自分を頼たよってくれる姉に弱いのでつい甘あまやかしてしまう。

かわたな：なんとも姉萌えな妹ですなー。

セレネ：フレアのことは、〝お姉ちゃん〟って呼よぶことにします。

フレア：じゃあ、わたしはセレネちゃんって呼ぶことにしよう。

ＧＭ：セレネはサモナーなので《ファミリア》を持ってますが、使い魔はどうします？

フレア：使い魔？

ＧＭ：サモナーは、自分の魔法をサポートしてくれたりする小動物を飼かえるのですよ。

フレア：いいなー、わたしもほしいです。

セレネ：じゃあ、一緒に飼かいましょう。んー、猫ねことかヘビとかはもう他のプレイヤーがやってますよね。……なら、ポメロにしてもいいですか？




　ポメロとは、丸っこくて可愛かわいい１レベルのエネミーだ。

　エリンディルにいる動物で、ＰＣと遭そう遇ぐうすると戦せん闘とうとなることもある。
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フレア：（イラストを見て）うああああっ～、可愛い！　絶ぜつ対たいこれにしようよ！

セレネ：お、お姉ちゃんがそういうなら（ポッ）。

かわたな：まあ風雲児は教育の一いつ環かんとしてモンスターも飼っているから、アリなんでは？

ＧＭ：ですね、これはありでしょう。

セレネ：あとは、武ぶ器きはフレイルです。防ぼう具ぐはビレッタとレザージャケット。冒険者セットとＨＰポーションとＭＰポーションと聖印を買ったら、お金がちょうど０になりました。

鈴吹：双子はさっそく両方とも所持金を使い切ってしまったか。前ぜん途とは多た難なんだ（笑）。

セレネ：出自ですが、［英えい雄ゆう］をチョイスしました。

ＧＭ：「あなたの親は、英雄として知られている人物である……」設定はばっちりですね。

セレネ：特とく徴ちようは［運命の申し子］でフェイトが＋１点です。さらにヒューリンの種族スキルで《プロヴィデンス》を取ったので＋１点され、フェイトは初期状じよう態たい７点からスタートです。

ＧＭ：フェイト７点!?　それは強い。




　フェイトとは、キャラクターの秘ひめたる力や運命にあらがう力のことである。

　ダイスを追加したり、判はん定ていをやり直したりすることができる。




セレネ：プレイヤーの出目の低さをカバーするためです（涙なみだ）。

ＧＭ：それでは、境遇は？

セレネ：振ってみたところ、境遇は［追放］でした。

ＧＭ：［追放］……「あなたは居い場ば所しよを追い出された。二度とその場所に戻もどることはできない」……そりゃまあ、多た額がくの借金がありますからね（笑）。

フレア：本当に不幸な姉妹になりましたねー。

鈴吹：家いえ屋や敷しきを取られ、追い出されたりするのか。

セレネ：ハンドアウトそのままみたいな（笑）。

ＧＭ：というわけで、運命は？

フレア：運命表は［復ふつ活かつ］です。これはよさそう。

ＧＭ：ああ、いいじゃないですか。「あなたは蘇よみがえるだろう。死の淵ふちから絶ぜつ望ぼうの淵から、あなたは復活し再ふたたび立ち上がるだろう」おお、借金返せそうですよ。

フレア：妹だけ、先に抜ぬけ出だしちゃうんですか？

セレネ：なるべく、一緒に脱だつ出しゆつしましょう（笑）。
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●ＰＣ③／鈴吹太郎の場合　───ドル・ジャマダル

鈴吹（以下ドル）：名前は、ドル・ジャマダル。五〇歳すぎのじいさん。種族はネヴァーフで、クラスはメイジ／ニンジャ。風雲児とは二〇年来の友人で、コロローナ商会創そう設せつ以来の古ふる株かぶでな。それ以来、いろいろと苦労を共に歩んできた。

フレア：おお～、じゃあベテランなんですね。

ドル：もちろんベテランじゃ。そりゃもう20レベルくらいのな。

一同：20レベル!?

ＧＭ：いや、一いち応おう１レベルでお願いするのですが……。

ドル：安心しろ。20レベルなのは商人の経験のみ……すなわちマーチャント20レベル！

フレア：はー、そんなクラスがあるんですかー。

ドル：いや、ない！（きっぱり）

フレア：ないんですか!?

ドル：ずーっと商人として経験は積んでいるものの、メイジ／ニンジャとしての経験は無きに等しい。実はお嬢さま方と一緒で、冒険者としては１レベルの駆かけ出だしですので、皆みなさんよろしくお願いします。

ＧＭ：マーチャント20レベルがデータとして反はん映えいされることはなく、ＰＣとしては普通のレベル１のデータということですね（笑）。
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●ＰＣ④／かわたなの場合　───ユーノス・ローリングスター

ＧＭ：最後は、かわたなさんです。

かわたな（以下ユーノス）：ボクの名前はユーノス、ユーノス・ローリングスター。

ＧＭ：まるで国産スポーツカーのような名前ですね。

ユーノス：年齢は二四歳、性せい別べつは男だん性せい。ドゥアンの天翼族オルニス。出自は『リインフォース』の追加出自表から［滅ほろんだ民族の血］を選せん択たくしました。背せ中なかの翼つばさとその出自ゆえに、みずからを天から遣つかわされた天使の末まつ裔えいだと信じて疑うたがいません。

ＧＭ：……それは滅んだとかではなく「おい、そろそろ現げん実じつ見ようぜ」「俺たち、天使なんて言ってる場合じゃねえよな」と、ひとりひとり現実に戻もどっていったんではないかと（笑）。

ドル：ユーノスの仲間は、中学を卒業する頃ころには自然と滅んでしまうんだろう（笑）。

ユーノス：そんなボクは、双子に出会ってインスピレーションを受けました。彼女たちをプロデュースすればボクの歌はこの世界にも広まっていく、そう思ったのです。

ＧＭ：何か、ハンドアウトからかなり遠い方向になってしまいましたが（笑）。

ユーノス：コロシアムを制するのも、ボクの歌を広めるための一環です。そのためでしたら、ボクは双子をどこまでも応おう援えんしますよ。これなら問題ないですよね？

ＧＭ：そうですね、それなら実は問題なかったりします。では、皆さんに自己紹介してもらったので、ＰＣ間コネクションを結ぶ作業に移りましょう。
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●ＰＣ間コネクション

　ＰＣの自己紹介が終わったところで、ＰＣ間コネクションを取得していく。

　これは、ＰＣ同士の関係を決めておき、合流をスムーズにするためのものだ。

　ＰＣ間の関係は次のＰＣ間コネクション表の通りとなる。ハンドアウトでセレネとフレアふたり分のコネを指定されているユーノスは、特殊な形となっている。




●ギルドの作成

　ギルドとは、冒険者の相そう互ご扶ふ助じよ組織であり、所しよ属ぞくしているキャラクターはギルドスキルという特殊な能力を使用できる。現げん状じようではふたつ選択し、ひとつを使用することになる。




セレネ：やはり、落ちぶれる境遇から脱出するには《目利き》ですよ！

ドル：《目利き》は、ドロップ品を得るチャートを振るときにダイスを追加するスキルじゃ。

フレア：じゃあ、これにしましょう！

ドル：さすが、即そつ決けつするとは。で、次はギルド名ですが？

セレネ：そうですねー、実家のことを考えて……〝コロローナ商会〟というのは？

フレア：わたしもそれがいいと思います。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆風雲児の娘むすめたち




ＧＭ：それでは、オープニングフェイズ。最初のシーンは、フレアとセレネのシーンです。

フレア＆セレネ：はーい。

フレア：どんなシーンなんですか？

ＧＭ：クラン＝ベルのあなたたちの家で、大きな商売を成功させたお父さんが帰ってくるのを待っているシーンです。クラン＝ベルがどんな町かは、『アリアンロッド・リプレイ』シリーズや『アリアンロッドＲＰＧトラベルガイド』に載のっていたりします。

フレア：どういう町なんですか？

ＧＭ：水の都の名のとおり、運うん河がをゴンドラで行き来できたりする、そんな町です。




〝水の都〟クラン＝ベルはエリンディル大陸中部の内陸部に位置し、都市国家が結束して協定を結んだ〝パリス同盟〟と呼ばれる軍事同盟に属している。

　町全体に豊富な水が流れ込んでおり、運河で区画が結ばれた水上都市である。

　交通はゴンドラが中心の、優雅で美しい町だ。




フレア：素す敵てきな町ですね～。

ＧＭ：で、そこの一等地にあなた方の館があります。現在、この館では盛大なパーティが開かれている最中で、フレアとセレネも出席しています。

セレネ：パーティ？

ＧＭ：ええ、ふたりの父親である〝クラン＝ベルの風雲児〟が、大きな取引を成功させたという情報が入り、セレブな出資者が集まって祝っているのです。

フレア：セレブが集まってるんですか。うわ～、すごいですね。

ＧＭ：ええ、風雲児ですから。というか、あなたたちはその中でも主役ですよ。

セレネ：じゃあ、お姉ちゃんと一いつ緒しよに並ならんでいます。

ＧＭ：お父さんは有名で、株かぶを買えば高たか値ねがつき、土地を買えば高こう騰とう。本を出せばベストセラーという、それはもう飛ぶ鳥を落とす勢いきおいです。

ドル：そりゃすごい。是非あやかりたい（笑）。

ユーノス：というか、株とかベストセラーってなんだ（笑）。

ＧＭ：風雲児が起こした〝コロローナ商会〟は、海外との交易などで、大きく稼いでいるのです。というわけで、風雲児の成功を祝って乾かん杯ぱいが行なわれます。

ドル：きっと、〝風雲児を励はげます会〟とか後こう援えん会かいとかあるんだな。

ＧＭ：ふたりはそんな人物の娘ですから、いろんな人たちが話しかけてきますよ。

ユーノス：地元の名士とかが。「おおー、おめでとうございますー」

ドル：「いやあ、風雲児ならやってくれると信じてましたぞー」と挨あい拶さつを。

ユーノス：「風雲児の功こう績せきは、クラン＝ベルに巨きよ大だいな富とみをもたらすことでしょう」

ＧＭ：すると、代表挨拶みたいなのが始まります。

ドル：ああ、さっきの〝風雲児を励ます会〟とかのか？

ＧＭ：ええ、そこで出資者代表として壇だん上じように立つのは───マティアスです。

ドル＆ユーノス：マティアスか───!?




マティアス・アディンセル

　ヴァンスター帝てい国こくの帝てい都とにあるヴァンスター神殿の神官長。

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』に登場し、神殿のためなら何でもするという大変押おしの強い人物である。

　次期枢すう機き卿きよう候こう補ほとの声も高かったが、ある事件によって失脚。現在は地方を巡る日々となっている。
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ドル：旦だん那なさまは、神殿から出資を受けたのか。わ、悪い予感が……。

ユーノス：でも、マティアスはヴァンスター帝国の神官だったのでは？

ＧＭ：失脚後、再起を図るためにおいしい話に寄ってきたとお考えください（笑）。

ドル：ここらで一発儲もうけてポイントを稼かせいで、返り咲こうという魂こん胆たんだろう。

ＧＭ：そういうことです。そして「ここにおられるお嬢さま方は───」と、あなたたちふたりを出席者に紹しよう介かいします。

セレネ：はぁ……。

ＧＭ：「こちらのセレネ様は、大変成せい績せきも優ゆう秀しゆうで、将しよう来らいを嘱しよく望ぼうされております。一いつ層そう信しん仰こうの道に励はげみ、神殿の発はつ展てんに寄き与よするでしょう」マティアスは誇ほこらしげに紹介します。

セレネ：ああ～、もう愛想笑いしか返せない。あはは……。

ユーノス：しかし、あのマティアスがこんなにも丸く普通の挨拶を（笑）。

ドル：いろいろ懲りて反省したのかもしれん（笑）。

ＧＭ：すると「あら、ごきげんよう。フレアさんにセレネさん」と、声をかけてくる者が。

フレア：もしかして、セレブ仲間ですか？

ＧＭ：はい、同級生とかそんな感じですね。

フレア：ああー、きっとお嬢さま学校に通ってるんですね。

ＧＭ：ええ。で、見るからにお嬢さまっぽい感じです。

ドル：髪の毛が縦たてロールになってるとか？

ＧＭ：ばっちり縦ロールです。ゴージャスなピンクのドレスに羽根の扇せん子すを持ったりして。「ご招しよう待たいありがとう。あなたたちのような友人がいて、わたくしも鼻が高いわぁ」
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ドル：と言いつつ、彼かの女じよの目はふたりのイブニングドレスの宝ほう石せきの数を数えていたりする。

ＧＭ：……そして「くっ、負けた!?」みたいな表ひよう情じようを（笑）。

セレネ：いやな友達じゃないですか！（笑）

フレア：でも、わたしは疑いもせず普ふ通つうに友達だと思っているんですよね。

ＧＭ：彼女はカタリーナといいます。実家は、コロローナ商会の商売仇といったところです。で、表面上は同じお嬢さまとして仲良くしています。

セレネ：実じつ際さい、どういうタイプなんですか？

ＧＭ：セレネが見てみると、屈くつ託たくなく笑っているフレアの脇でカタリーナが嫉しつ妬とに満ちた一いつ瞬しゆんどす黒いオーラを出したりしてます。縦ロールがゆらぁ～っとほどけたりして。

セレネ：お、お姉ちゃんっ!?

フレア：どうしたのー？　セレネちゃん？

ＧＭ：カタリーナはどす黒いオーラをひっこめる。「何でもないのよ、フレアさん。ほほほ」

セレネ：ちょっと！（笑）……でも、面白い娘だなー。

ＧＭ：「それにしても本当に立りつ派ぱなお家ですこと。さぞかし住み心地もよいでしょう」

セレネ：いえ、あなたのおうちにはかないませんことよ。ほほほ。

ＧＭ：「またまたそんなこと。ほほほほ」

セレネ：いえいえ、ほほほほほ。

ＧＭ：「ほーほほほほほほっ！」

セレネ：ほーほほほほほほほっ！

ユーノス：張はり合あってる張り合ってる（笑）。

フレア：わたしは全然気がつかなくて「そんなこと全然ないですよ。うちはトラップだらけで大変なんです」

ＧＭ：……トラップだらけ？

フレア：「お父さんの仕し掛かけたトラップだらけで、大変なんですよー」お父さんは留る守す中、わたしたち姉妹を鍛きたえるために、家中にトラップを仕掛けて行くんです。

ドル：なんちゅー親だ（笑）。

フレア：風雲児ですから、これくらいはしますよね？

ユーノス：いや、どうだろう？（笑）

ＧＭ：そういえば、館に訓練用のモンスターを飼かってるという話でしたね。ならまあ、トラップくらいはあっても不思議じゃないのか。

フレア：ええ、きっとそうです。

ドル：「ご飯よ～」と呼よばれて食堂行くとトラップが次々あって、引っかかるたび《ヒール》で治ち療りようしたり《プロテクション》飛ばしたりと、そんな毎日を送っているんだな？

セレネ：そりゃあお姉ちゃん強くなる。そんな生活していれば、わたしの《ヒール》も強くなるわ。納なつ得とくした（笑）。

フレア：というわけなのよ～。

ＧＭ：「……つねづね、あなたたちのお父さまは変わったお方だと思ってたけど、本当に変わっていらっしゃるのね」カタリーナの眉まゆは引きつり気味です。

フレア：だから、住み心地はあんまりよくなくてよ。

ユーノス：来客も引っかかってそうですよね。「うわーっ」って（笑）。

ＧＭ：「……風雲児と呼ばれるような生き方をしていると、ドロボウとかにも狙ねらわれるので防ぼう犯はんも完かん璧ぺきってことかしら？」

フレア：かかるのはドロボウよりもわたしたちだけど（笑）。

ＧＭ：「そ、そうなの？」と反はん応のうに困こまるカタリーナ。

セレネ：お姉ちゃんの天然さが勝利を（笑）。

ＧＭ：さて、セレブたちが入いれ替かわり立ち替わりする中で、また新しい客が挨拶にきます。

フレア：今度はどういうひとですか？

ＧＭ：ヴァーナのおじさんです。このおじさんは、猫族アウリクで、恰かつ幅ぷくがよく常つねにニコニコしている商人風の人物です。

フレア：猫族ってことは、もしかしてネコミミ生やしてますか？

ＧＭ：生やしてます。ついでに猫の髭ひげ風にピーンと口髭が生えてるわけです。

セレネ：何か可愛かわいいおじさんですね（笑）。

ＧＭ：「いやあ、めでたいですな。あっ、わたくしこういうものです」と名めい刺しを差し出して「お父さまとは懇こん意いにさせていただいてる者で、サントスと申します」

フレア：サントスさん？　どういう人なんですか？

ＧＭ：モンスターコロシアムのプロモーターです。「あなたのお父さまも、モンスターコロシアムに出場し、伝説を築きずいていたのですよ」と挨拶を。

セレネ：えっ？　お父さんチャンピオンだったんですか？

フレア：さすが風雲児ですねー。

ＧＭ：「私わたしもあやかりたいものですな、はっはっはっ」と笑いながら、簡かん単たんな挨拶をしてその場を去っていきます。……とまあ、そんな感じでパーティは続くのです。まだ、嵐あらしの前の幸せな日々といったところですね。




　各界のセレブたちの集まった盛せい大だいな宴うたげは、夜を徹てつして続けられる。

　しかし、過酷な運命はすぐそこに迫っていたのである。







◆Opening 02◆酸すいも甘あまいも噛かみ分わけて




　華はなやかな宴の舞ぶ台たい裏うら───。

　コロローナ商会の番頭であるドル・ジャマダルは、大おお忙いそがしで仕切っていた。

　料理の配はい膳ぜんの指し示じから、来客の案内まで、次から次へと仕事はやってくる。




ドル：わしは厨ちゆう房ぼうで指示だしてるわけだな。「早く料理ださんかー」とか。

ユーノス：「すいませんドルさん。お客さんに出す皿を間ま違ちがえました」と使用人が言う。

ドル：馬ば鹿かモノ、色はこだわるな。さっさと並ならべろ！

ＧＭ：〝クラン＝ベル風パスタ〟とか〝水の都風ピザ〟とか、いろんな料理が。

ドル：カクテル〝風雲児の明日〟とかな（一同笑）。

ＧＭ：昇のぼる朝日の勢いをイメージした、朝焼けのような赤い色のカクテル？

ユーノス：きっと、クラン＝ベルの酒場に行けば、新名物としてバーテンが出してくれるんですよ。「あなたにも、風雲児の祝福を」などと気取りながら。

ＧＭ：でまあ、会場の指示もひと段だん落らくして。ようやくひと心地がつけます。

ドル：では、どっか隅すみにでも座すわって、キセルで一服でもするか。……ってキセル？　自分で言っておいてなんだが、エリンディルにキセルはあるんだろーか？（笑）

ユーノス：ドルはニンジャですから、和のよそおいなキセルを持っていてもよいのでは？

ＧＭ：エリンディルには東方から来たサムライもいるし、あっても不思議ではないかと。で、キセルを吹ふかしながら、お嬢さま方も、立りつ派ぱに対応してるなーと、眺ながめているわけですな。

ドル：遠い目をしながら、これまでいろいろ大変だったのうと。

ＧＭ：この商会も大きくなったなと、感かん慨がいに耽ふけっているわけです。

ドル：風雲児な旦那さまが、冒ぼう険けんで大きな金を得てくると、わしはそのお金を使って地道に商売してる……そんな二〇年間を思い出す。だから、五〇歳さいを過すぎてもメイジ／ニンジャとしては１レベルだったりする。

ＧＭ：冒険には出ていない？

ドル：ほら、ギルドスキルで《目利き》とか《値ね引びき》とかあるだろう？　それがわし。

ＧＭ：ああ、なるほど。

セレネ：ああ、それならお父さんも仲間にしますよね！

フレア：ドルさんがいるとお得だから（笑）。

ユーノス：いや、ギルドスキルはＰＣではないです（笑）。

ドル：しかし、そんなわしが休んでいると、またお客がトラップにかかるので「なにー！」とまた駆け出したりする。

フレア：安らぐ暇ひまもないんですね、我わが家やなのに（笑）。

ドル：あなたが言いだしたんでしょーが！（笑）

フレア：ああ、そうでしたー！

ドル：そんで、それがひと段落するとまた「ふー」と煙草たばこを吹ふかす、と。

ＧＭ：では、ドルがそうしてこれまでのことを振ふり返かえっていると、風雲児が今回の旅に出発した時のことを思い出すわけです。

ドル：あれだな、まだ風雲児は逆ぎやつ光こうで顔が見えなかったりするんだな。そして───。




　それは、風雲児と呼ばれた男が外国へ出発する日のこと───。

　館の前には、商隊が集まっていた。今回の旅は、いつになく大だい規き模ぼで長い旅となる。

　さしもの風雲児も、ふたりの娘の行く末を案じている。

　ともにコロローナ商会を支ささえてきたドルに、娘たちを託たくすのだった。




ドル：───という感じで。

ＧＭ：では、そこで風雲児は「ちょっと危き険けんな旅になるかもしれない」と、そんな話をします。

フレア：やっぱり、お父さんの顔はこの場面でも見えないんですか？

ＧＭ：ええ、照りつける太陽が逆光になって、顔が見えないという演出にしましょう。

セレネ：ずっと謎の人物のままだったりして（笑）。

ドル：積み荷をチェックしながら答えよう。はっはっはっ、危険な旅なのは毎回じゃわい。

フレア：フランクな感じですね、お父さんとドルさん。

ドル：二〇年来の友人だし、砕けた感じなのだ。普段はちゃんと〝旦那さま〟と呼ぶぞ。

ＧＭ：「いやまあ、そうなんだが……」と、照れ笑いする風雲児。

ドル：その照れ笑いも逆光なんだな。「はっはっはっ、何を今いま更さら」

ＧＭ：「だが、もしものことがあったら、娘たちのことを──」

ドル：それも毎回聞いとるわ。だから、安心して行ってこい。

ＧＭ：「そうか、毎回か。苦労をかけるな、ドル」と、苦笑します。

ドル：うむ、任まかせておけ。

ＧＭ：「今回はいろいろな方面からの出資を受けているからな。失敗するわけにはいかん」

ドル：何を弱気な。いつもそんな商売をしてきたから風雲児なんて呼ばれておるのだろう。

ＧＭ：「いや、そうだったな。それじゃあ、行ってくる」と手を振って出発します。

ドル：───で、回想は終了じゃな。

ＧＭ：というわけで、回想シーンは現在へと戻ります。そんなドルがふと視線を上げると、華やかなパーティーの中心にいるフレアとセレネの姿があります。

ドル：わしは、それを眼を細めて見守っていよう。

ＧＭ：というところで、シーンを変えましょう。







◆Opening 03◆天使、そこそこ美形




ＧＭ：シーンを始める前に、ここでユーノスに相談があるのですが。

ユーノス：はい、何でしょう？

ＧＭ：フレアとセレネにダイヤモンドの原石としての輝かがやきを見るシーンをやりたいのですが……どういうシーンがよろしいでしょう？

ユーノス：……じゃあ、パーティにアクシデントが起こって……暴あばれ馬うまが乱らん入にゆうするとか？

一同：暴れ馬!?（大だい爆ばく笑しよう）

ドル：何故なぜ、パーティ会場に暴れ馬が……（笑）。

ユーノス：それをフレアさんがガシッと止める、と（一同笑）。

フレア：わたしすごーい（笑）。

ＧＭ：……えー、その方向で行きましょう。

ドル：ＧＭが拾った!?（爆笑）

ＧＭ：暴れ馬ではないですが、この館には訓練用のモンスターが飼かわれていましたよね？

フレア：プリプレイでそんなこと言ったよーな気がします（笑）。

ＧＭ：それが暴れ出したということで。会場は騒然となります。

ユーノス：では、ボクはパーティを盛り上げる楽団の中にたまたま日銭を稼ぐためにいて、それを目撃してしまう、そんな展開にしましょう。

フレア：（暴れたモンスターの頭を撫でながら）ほら、怖くない怖くない。

セレネ：どーう、どーう。

ＧＭ：そうやってふたりがなだめると、すっかりおとなしくなります。こう猫のようにふたりにじゃれついたりなんかして。

ユーノス：ボクは、その姿すがたを見て衝しよう撃げきを受けるわけです！

ＧＭ：いやまあ、そら衝撃的ですが（笑）。

ユーノス：だが、彼女たちは原石に過すぎない。ボクが磨みがけば、もっと輝かがやくに違ちがいない！

ドル：何を言っているかよくわからん（笑）。

ＧＭ：ともかく、会場は静まりはしました。

ドル：では、ちょっとだけわし登場。おとなしくなったモンスターを引ひっ張ぱって「失礼しました、パーティをお続けください」と言って。

ＧＭ：会場はあ然としますが、「さすがは風雲児の娘たちだ！」とか、万ばん雷らいの拍はく手しゆが鳴ります。

ユーノス：ボクは、ふたりを取り囲む客たちを押おしのけ「どいてくれ、どいてくれ！」と分け入って、ふたりの前に出ていこうとする。

ドル：だが、ちっとも会えないんだろ。双子を囲む客に阻まれて。

ユーノス：だがっ！　ボクには持って生まれた翼つばさがある！（一同笑）

フレア：飛ぶ!?　飛ぶんですかっ！（笑）

ユーノス：光り輝く翼をばさぁと広げ、キラキラと軌き跡せきを描えがいて飛ぶ夢ゆめと希望の天使っ！

フレア：すごい登場の仕方ですよ！

ユーノス：……ボクは、何をしてるんだろう？

ＧＭ：冷静になった!?

ドル：お前のキャラはそこで冷静になったら終わりだろ（笑）。

ユーノス：そのとおりです。このまま突つき抜ぬけましょう。

フレア：羽は？　羽は!?（←何故か嬉うれしそう）

ユーノス：着地しても、羽は出しておきますよお嬢じようさん。

フレア：あらあら、天使が降ふってきたわ。

セレネ：また、お姉ちゃんはそんなことを言って……。

ユーノス：フッ、天使か……。何故、そのことがわかったんだい？

ドル：ほんと、何言っとるんだお前っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：えー、会場はみんなぽかーんとしております（笑）。

フレア：天使!?　天使は本当にいたんだよ！

セレネ：ああ、天使を信じる純粋なお姉ちゃんの夢を否ひ定ていできない（笑）。

ユーノス：キミたちは自分のことを知っているかい？　原石っていうんだよ（笑）。

フレア：硬さには自信があります（笑）。

ユーノス：だからこそ、磨けば光る宝石になるんですよ。ともかくおふたりにお話がある。どこか落ち着いて話せるところにでも。

ＧＭ：じゃあ、バルコニーとかですかね？

ユーノス：それがいいです。そちらへ移い動どうしましょう。




　というわけで、美しい運河を見み渡わたすことができるバルコニーへ───。

　時刻は夜となり、目の前には館を取り巻くクラン＝ベルの夜景が広がっている。

　突如現あらわれた自じ称しよう天使のユーノスへついてくる双子。

　セレネはうさんくさげに、フレアはわくわくしているのであった。




ＧＭ：それでは、運河が見えるバルコニーにやってきました。

ユーノス：キミたちは、あのパーティ会場でとても光ひかり輝かがやいていた。だがそれは真のキミたちの姿では、ない。……初めて会ったのにこんなことを言っていいんだろうか（笑）。

ＧＭ：い、いいんではないですかね？

フレア：わたしは真面目に聞いています。はー、そうなんですか。

セレネ：わたしはお姉ちゃんがまた騙だまされるんじゃないかと心配してます。

ユーノス：さあ耳をすましてほしい。聞こえてくるはずだ。

フレア：では、耳をすまします！

ユーノス：聞こえるだろう、キミたちを称たたえる人々の歓かん声せいが。そして神の声が！

フレア：……聞こえないんですよね？

ＧＭ：まー、聞こえません。

ユーノス：これは、あくまでも比ひ喩ゆ表ひよう現げんだよ？（一同笑）。

セレネ：なんか、この人駄だ目めなんじゃあ……？

フレア：あっ、でもなんか一いつ生しよう懸けん命めいなユーノスさんを見ていたら、一瞬そんな光景がちらっと見えたよーな気が！（笑）

ユーノス：それだ！　その光景だ！

セレネ：お姉ちゃん、ちゃんと現げん実じつを見ようよ。

フレア：セレネちゃん、現実が見えたよ！（笑）

ユーノス：ああ、なんということだ！　ここへ来て天使の大たい敵てき、現実が見えてしまうとは!?

ドル：なんで天使の大敵が現実なんだよっ!?（爆笑）。

ＧＭ：まあ、夢ばっかり食って生きてきたっぽいですからね、ユーノス。

フレア：ところで、あなたは誰だれですか？

ユーノス：これは申し遅れました、天使のユーノス・ローリングスターと申します。世界に夢と希望をもたらすスターを育て上げ、そのサーガを未み来らい永えい劫ごう語かたり継つぎたい……そんな夢を持っているひとりの男です。

セレネ：……や、やっぱりよくわからない（笑）。

フレア：その言葉にすごく感動しました。まあ素敵！　瞳がキラキラになります。

ユーノス：おお、たいへん食いつきがよろしい（笑）。

フレア：羽とか、ひらひらしたものに弱いんです（笑）。

セレネ：「またお姉ちゃんが騙される～」と、後ろの方でさめざめと泣いてます。

フレア：正直、ものすごく誰かに止めてほしいんですけど（笑）。

ドル：では、わしがその上の階に登場しよう。「やれやれ、パーティを開くのはいいが、ゴミが出てかなわんわい」とドサーッと窓まどからゴミを捨すてよう。

ユーノス：なんという！　では雪崩なだれのようなゴミに呑のみ込こまれ、下の運河にドボンと。

フレア：ああっ、天使さまが───!?（爆笑）

ユーノス：とりあえず双子に出会ったし名乗ることもできたので、ボクのシーンの目的は達成したといえるのではないでしょうか。

ＧＭ：では、このシーンは終わりってことで。

ユーノス：運河を流されていく天使。ああ、時代の流れはかくもボクを翻ほん弄ろうするのか！







◆Opening 04◆好こう事じ魔ま多し




ＧＭ：というわけで、次はフレアのシーンです。セレネも登場してください。ちょうどバルコニーから会場に戻ってきたところです。

フレア＆セレネ：はーい。

ＧＭ：ユーノスも登場して構かまいません。

ユーノス：わかりました。運河に流されたボクですが。

ＧＭ：で、バルコニーから戻ってくると、会場がざわざわと騒いでます。

フレア：あら、またモンスターが逃にげ出だしたのかしら？

セレネ：それとも、お客さんがトラップにかかったのかな？

ユーノス：さらりとすごいことを言いますね、おふたりとも。

フレア＆セレネ：慣れです（きっぱり）。

ユーノス：そ、そうですか。

セレネ：でも、何があったんだろう？

ＧＭ：一いち応おう、ドルも登場してください。

ドル：はいはい、では登場。

ＧＭ：すると使用人が飛んで来ます。「た、たいへんです！　お嬢さま方、ドルさま!?」

セレネ：とりあえず落ち着いて。何があったんですか？

ＧＭ：「だ、旦だん那な様さまが……行方知れずになったという報告がっ！」

一同：なんだって────────────ッ!?

フレア：顔に縦たて線せん入れて白目になって、「な、なんですって!?」

ＧＭ：白黒反転で、ガ──ン！　って感じですか？

フレア：そんな、お仕事は無事に終わったっていったはずなのに……。

ＧＭ：「それが、帰りの船が大きな嵐に遭そう遇ぐうし、難なん破ぱしたということです！」

セレネ：お父さんは、一体どうなったんですか!?

ＧＭ：「船から投げ出された仲間を助けようと、荒あれる海に飛とび込こみそのまま……」

ユーノス：こーいっては何ですが、かなり絶ぜつ望ぼう的てきかと。

セレネ：でも、わたしはきっと無事だと信じてる。

フレア：うん、きっと無事だよセレネちゃん。何たって、お父さんは風雲児だし！

ＧＭ：「それと、もうひとつ悪い知らせが……」使用人は言いにくそうにしてます。

ドル：もう覚かく悟ごはできとる、言ってみろ。

ＧＭ：「……その、積み荷も全ぜん滅めつし、コロローナ商会が抱かかえた負ふ債さい総そう額がくは……一〇〇万Ｇゴールドにもおよぶかと！」

フレア＆セレネ＆ドル：一〇〇万Ｇッ!?

ドル：その数字を聞いて、ガクッとくずおれる。

ユーノス：借金がドルさんの足にきている!?（笑）

ドル：だってお前、一〇〇万Ｇだぞ？　ＭＰポーション二万個こ分だぞ？

ユーノス：……そ、そう聞くととても大変な額がくですね（笑）。

ＧＭ：その話を聞くと、それまでなごやかに談笑していたはずのセレブたちが、血相変えて詰つめ寄よってきます。彼ら、出資者ですから。

セレネ：で、ですよねー……。




「ど、どういうことなんだ!?」

「必ず儲もうかるって言ったじゃないか！」

「私の出しゆつ資し金きんは、ちゃんと返ってくるんだろうな!?」




ドル：「必ずご説明は申し上げますので……」と、迫る人々を押おしとどめるが。

ＧＭ：「これだけの額を出資したんだぞ！」と、証しよう書しよとか突つきつけてきます。

フレア：（おろおろ）ど、どうしようドルさん……。

ドル：信じるのです、お嬢さま。旦那さまはきっと帰ってきますとも。

ＧＭ：そんな騒さわぎとともに、フェードアウトしていきます。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆金の切れ目が縁えんの切れ目




　あのパーティから数日経けい過かしたが、風雲児は帰ってこなかった───。

　栄えい華がを誇ほこった館もそこかしこに〝差さし押おさえ〟の札が張はられ、寒い風が吹ふき込んでいた。




ＧＭ：というわけで、フレアとセレネは登場してください。舞台はあちこちに差し押さえの札が貼られた館です。ドルも登場してください。あと、ユーノスも登場できます。

一同：はーい。

ＧＭ：パーティから数日経たちますが……風雲児の行方はさっぱりつかめません。

セレネ：ああ、お父さんは帰ってこない……。

フレア：大だい丈じよう夫ぶだよ、セレネちゃん。また元気に帰ってくるよ！

ＧＭ：と、自じ宅たくでふたりで励はげまし合っているわけですね。

ドル：では、そんなところに金の工面に行ったわしが帰ってくることにしよう。

フレア＆セレネ：ドルさんお帰りー。

ドル：やれやれ、どこも門前払いでした。景気がいいときはもみ手でよってきた貴き族ぞくどもも、全部そっぽを向きましたわい。

セレネ：……はぁ[image: ][image: ][image: ]（絶ぜつ望ぼう的てきなため息）。

ユーノス：では、そこにボクも登場したいのですが。

ＧＭ：難なん易い度ど８の登場判はん定ていに成功すればよいです。




　登場判定とは、そのシーンに登場していないＰＣが【幸運】判定に成功することによって登場できるようになる判定である。コネクションのキャラクターがシーンに登場していれば、達成値ちにさらにプラスされるのだ。




ユーノス：それでは登場判定をします。（ダイスを振る）【幸運】の達成値は12です。では「祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘かねの声～♪」とリュートをベンベンと奏かなでながら登場～。

ドル：琵び琶わ法ほう師しかお前は！（笑）

ＧＭ：まあ、たしかに〝諸しよ行ぎよう無む常じようの響ひびき〟を感じるわけですが。

フレア：なんだか悲しい音色が聞こえてくるわ（笑）。

セレネ：お姉ちゃん、ほらあの人だよ。天使とか言ってた。

ユーノス：皆みなさん、落おち込こんでいてはいけませんよ。

ドル：むっ、何者じゃ？　……ユーノスのことはまだ知らんからな。

フレア：ドルさん、前にやってきた天使さまです。

ドル：天使？　この立たて込こんでおるときにまたそのようなことを……。

セレネ：でも、数日前のパーティで運うん河がに落ちたと思ってましたが？

ユーノス：あれから、運河をクロールでさかのぼってきました。

フレア：もう、何日も前ですよ？（笑）

ユーノス：あれからずっと、流され続けていました（笑）。

セレネ：とりあえずタオルぐらいは出しましょう。

フレア：水もしたたたるいい男ですね（笑）。

ＧＭ：ユーノスは容よう貌ぼうに関わるデータは持っていませんが（笑）。

ユーノス：神のように美しくなれる［天上の美］という特とく徴ちようも取りたかったんですが、［先祖伝来の技わざ］でもらえるサポートクラスのスキルに目がくらみました。

フレア：なるほどー、妥だ協きようしちゃったから〝そこそこの美形〟になっちゃったんですね。

ユーノス：そっ、そこそこ言わないでいただきたい！（一同爆ばく笑しよう）

フレア：ああっ!?　ごめんなさいごめんなさい！　決して悪気があったわけでは！

ドル：（腹はらを抱えながら）〝そこそこの美形〟！　もうイメージは決まったな（笑）。

ユーノス：的てき確かくすぎて反はん論ろんもございません（笑）。

ＧＭ：すると、あらたな登場人物が館にやってきます。

フレア：……おや、誰だれですか？

ＧＭ：はっ、部下を引き連れたマティアスです。

一同：マティアスがっ!?

ＧＭ：マティアスは意気揚々と「おはようございます、皆みなさん」と乗り込んできました。

ドル：なんじゃ？　もう持ってくものは何も残っとらんぞ。

ＧＭ：「それは困こまりますな。我われ々われ神しん殿でんがあなた方の商会に出しゆつ資しした額がくは一〇〇万Ｇ。耳をそろえて返していただきたい」

セレネ：え？　それって借金の総そう額がくじゃあ？

ドル：なら適てき当とうに反論しよう。馬ば鹿かな!?　神しん殿でんから借りたのはおよそ三万Ｇだったはず。

ＧＭ：「ははは、借金は神殿の方で整理して一本化することになったのだよ」

ユーノス：最近の神殿は、借金の整理まで行なっているのですね。

フレア：でも、もうウチにはお金はありません。

ＧＭ：「そんな甘あまい言いい訳わけは許ゆるされるとでも？　命に代えても返していただく！」

フレア：ええっ!?　そんなー！

セレネ：とても神官の言うこととは。でも、マティアスならやりかねない（笑）。

ＧＭ：「……と、本来なら言うところであるが、わしも神に仕える身、慈じ悲ひというものがある───」

[image: ]

フレア：……ほっ、よかった～。

ドル：つーか、本来だったら言うのか（笑）。

セレネ：お姉ちゃん、騙だまされてちゃ駄だ目め。きっと裏うらがある！

ＧＭ：「今日は、この館を差し押さえさせていただくにとどめよう」

フレア：ええっ!?　このおうちを!?

セレネ：ほら、やっぱり裏があった!!

ＧＭ：「さっ、やりなさい」とお供とものアコライトに言うと、〝神殿差し押さえ〟と書かれた大きな差し押さえの札をぺたっと貼はろうとします。

フレア：セレネちゃん、わたしたちこれからどこに住めばいいのかしら？

ドル：ああ、この館に染みついた苦節二〇年の記憶が走そう馬ま燈とうのように蘇よみがえる。

ユーノス：ああ、ドルさんが遠い目を。

セレネ：待ってください。他に手しゆ段だんはないのでしょうか？

ＧＭ：「慈悲はあると言ったばかりではないかね？　ん～、そうですなぁ～……。まず月末までに一万Ｇを返へん納のうしていただけるというのであれば、考えなくもないのだがねぇ～」

フレア：月末？　今はどのくらいですか？

ＧＭ：今は、月中です。残り二週間が期限ですね。ゲーム的には、あと10シーンほど。

フレア：二週間で!?

セレネ：全然時間がないじゃないですか！

ＧＭ：えー、分かりやすく説明しますと、このセッションのエンディングまでに一万Ｇ稼かせがないと、この館は神殿が差し押さえ、あなたたちは路頭に迷まようことになります。

ドル：一万Ｇ……ということはＭＰポーション二〇〇個こ分か……。

セレネ：と、とりあえず今すぐ手段が思おもい浮うかびませんが……しばらく待ってください。

ＧＭ：「待ちますとも、月末までは。神はおっしゃいました〝溺おぼれる者は藁わらをも掴つかむ〟と。我々は、その〝藁〟を回かい収しゆうする役目なのだ」と言うとマティアス一行は帰っていきます。

ドル：無茶苦茶言っとるぞ、神殿！（笑）。

ユーノス：一万Ｇという数字は、現げん実じつ的てきなのですか？

ＧＭ：（『エリンディルウォーカー』を開き）たとえば、レベル１の冒ぼう険けん者しやがモンスターコロシアムで勝利した場合、賞金はひと試合一二〇〇Ｇが相場です。

セレネ：うわー……桁けたが一個違ちがいますね。

フレア：ドルさーん、おうちを手放さなくてはいけないのですか？（うるうるしながら）

ドル：とはいっても、二週間で一万Ｇを稼かせぐ方法はなかなか……。

フレア：そうしないと、飼かってるモンスターたちまでかわいそうな目にあってしまう。

セレネ：ペットたちの様子を見に行ってみたいのですが。

ＧＭ：きっと、館の地下に飼ってる施し設せつがあるんですね。

セレネ：様子を見にきたよー、と。

ユーノス：（飼われているモンスターとなって）ぶもーぶもー。

フレア：悲しげに鳴いている（笑）。

ドル：しかし、こいつらのエサ代すらもう用意できん状じよう況きようです。

フレア：わーん、ドルさーん。

ＧＭ：そんな雰ふん囲い気きを察すると、お腹なかをすかせたモンスターたちはエサのじゃがいもをもらうおうと一いつ生しよう懸けん命めいに前まえ肢あしをあげたりと芸を披ひ露ろうします。

セレネ：かわいそう!?　それ本当にかわいそう!?（笑）

フレア：ご、ごめんねごめんねっ！

セレネ：何かいい方法はありませんか？

ＧＭ：そこで思い出すのですが、先日のパーティであなたたちはコロシアムのプロモーターから名めい刺しをもらってますよ。

フレア：ああっ、あのネコミミのおじさんですかっ！

セレネ：（レコードシートのメモを見て）たしか……サントスさん？

フレア：ドルさん、この名刺の人のところに行ってみようと思うんですけど。

ドル：ちなみにＧＭ、サントスはどんなやつなんじゃ？

ＧＭ：コロシアムのプロモーターで、話わ題だい性せいを重じゆう視ししたり危き険けん度どの高い試合を組んで、多くの観客を集めるやり手として知られています。まあ、まっとうなタイプではないです。

ドル：そんなうさんくさいやつなのか。お嬢さま、そいつは危あぶない試合ばかり組むようなあやしい輩やからですぞ。付き合ってはなりません。

セレネ：でも、お金を稼ぐためにはしょうがないし。

フレア：ドルさん、わたしたちのお父さんもコロシアムで身を起こしたっていいます。だから、挑ちよう戦せんしてみようと思うんです。

ＧＭ：はっ、そういう感じで向かってもらうと大変話が早い。ナイスです妹尾さん。

フレア：ありがとうございます。がんばりますよ！

ドル：じゃあわしは、し、しかしですな……。と言うものの、押おし切きられてサントスのところへ行ってしまうってことで。

フレア：ユーノスさんも一いつ緒しよに？

ユーノス：ご同行させていただきます。ボクが見つけたダイヤの原石を、こんなところで潰つぶされるわけにはいかないからね。いや、むしろ世に出るチャンスかも。

ＧＭ：では、皆でサントスのところへ向かったということでシーンを変えます。







◆Middle 02◆Ｆリーグ参戦決定




　一行は、名刺を頼たよりにプロモーターのサントスを訪たずねた。

　そこには、宝石や貴金属を散りばめた彫像が立ち並ぶ、成金趣しゆ味み丸出しの御ご殿てんがあった。




ＧＭ：サントスの家は成金趣味なゴテゴテした屋敷です。あなた方が訪ねてくるとサントスが「これはこれは」と、もみ手して迎えてくれます。

ドル：やけに下手だな。警けい戒かいしておくぞい。

フレア：きっと、わたしたちの状況を知って優やさしくしてくれるんだわ。

セレネ：わたしはお姉ちゃんみたいに信しん頼らいしてないけど、この人からなんとか金かね儲もうけの手段を得なければ……と、地道に考えてます。

ユーノス：ちょっと前まではお嬢さまだったのに、今では金勘かん定じようをするたくましい子に（笑）。

ＧＭ：「お父さまは大変な目に遭あわれたようですな」とサントスは心配してくれます。

セレネ：……どうしよう？　いきなり切り出してみようかな？

ドル：ああ、たしかに単刀直入に言ってみるのはいいかもしれないですな。

セレネ：それで行きます。「わたしたち、お金が必要なんです！」

ＧＭ：「金ですか？　なるほど、金は重要ですな。私も、金を掴むためにいろんなことをしてきましたよ」と、しみじみと語ります。

セレネ：月末までに、どうしても一万Ｇ必要なんです！

ＧＭ：サントスは言います。「月末までに一万。あなた方お嬢さまには、とても返しきれない額だ。ですが、ただひとつだけ返す方法があります」

フレア：はい。それはなんですか？

ＧＭ：「……黙だまって私についてきてください」

フレア：ええ───!?（笑）

ＧＭ：「そうすれば、道は開かれますよ」

ドル：そんなこと言われて信用できるわけがなかろう！　おぬしもまた、人の弱みにつけこんで食いものにしようと思っておるのだろう？

ＧＭ：「はっはっはっ、世の中、弱肉強食ですからねえ」

ユーノス：……はっきりしてますねー。

ドル：そういうシビアな生き方をしてきたのかもしれん、この男。

ＧＭ：「ですが大丈夫、あなたたちなら強者になれます」

セレネ：せめて、手段ぐらい教えてほしいのですが。

ＧＭ：「コロシアムに出場してもらいます」

フレア：うさんくささが、ぐいぐい上がってますね。

ドル：なんじゃと!?　その話、わしも同行させてもらうぞ。

ユーノス：ふたりが行くというのなら、ボクもついていくさ。

ＧＭ：「ほう、そちらのおふたりは？」

セレネ：ドルさんは番頭、ユーノスさんは……なんだろう？

フレア：わたしたちを守しゆ護ごしてくれる天使さまです。

ユーノス：そう、夢ゆめと希望が失われたこの世界で歌う天使さ！　……いや、さすがにこの方ほう向こう性せいでは相手にどん退びきされる気がしますが（笑）。

ドル：せめてマネージャーって名乗ったらどうだ？

ユーノス：ナイスアイデア！　では、そうします。「ボクは彼かの女じよたちのマネージャーです。そういう話なら、ボクに話を通してもらいたい！」と割わって入ります。

ＧＭ：「それは好都合。では、一緒に来ていただきたい」と、サントスは皆を引き連れてモンスターコロシアムに向かいます。




　クラン＝ベルを代表する娯ご楽らくであるモンスターコロシアム。

　サントスは、コロシアムのさらに奥おくまったところへと入っていく。

　そこは、明らかに空気が違ちがっていた。




ＧＭ：すると、奥の暗い方からうめき声やら叫さけび声ごえが聞こえてきます。

フレア：なんか、ヘンな場所に来たんですけど？

セレネ：わたしは、お姉ちゃんにぴったりついて離はなれません。

ＧＭ：すると「うわーっ、もういやだぁぁぁっー!!」という叫び声が！

セレネ：な、何事!?

ユーノス：もしや、脱だつ走そうですかっ!?

ＧＭ：そのようです。血相変えて逃にげてる選手に、サントスがすっと足を出して転ばし……。

ユーノス：ちょっ!?

フレア：ひどい（笑）。

ＧＭ：パチンと指を鳴らすと、奥から大男がやってきて引きずっていきます。「やれやれ、脱走は感心しませんね」と、にこやかな笑顔で言います。

セレネ：にこやかって……。

ＧＭ：さらに進むと、異い様ような風体の選手たちがいて、あなたたちをギロッと睨にらみます。

セレネ：異様な風体というと？

ＧＭ：一いつ心しん不ふ乱らんに壁かべにパンチを打うち込こんでるヤツや、牙きばをヤスリで磨みがいているヤツ、ホッケーマスクみたいなの被かぶって爪つめをガシャガシャ鳴らしている三人組がいたりします。

ユーノス：こりゃ、逃げ出したくもなりますねー。

ＧＭ：そして、ホッケーマスクの三人組が爪をちらつかせて「へへっ、新入りが来たぜ！」「この爪で可愛かわいがってやるぜえ」みたいな感じで威い嚇かくしてきます。

フレア：ひ、ひぃっ!?

ＧＭ：すると、そこにふたり組の女性がやってきて「おい、何している!?」「新人を脅かすものではありません！」と制止してくれます。三人組も気圧された感じですね。

フレア：わー、かっこいい！　ところで、このお姉さんたちは？

ＧＭ：はい、ライオとネル、〝クラッシュエンジェルズ〟というコロシアムのチャンピオンギルドです。髪が短く、寡黙でストイックな感じのウォーリアがライオ、長髪で優しそうなアコライトがネルです。もちろん、皆さんも彼女たちのことは知っていても構いません。

フレア：そんなふたりが助けてくれたんですか。わー、ありがとうございます！

ＧＭ：するとネルが、「何故、あなたたちのような女の子がこんなところに……」と青い顔に。

フレア：わたしたち、サントスさんに言われるままについてきたからよくわからないんです。

ＧＭ：それにはライオが答えます。「ここは〝Ｆリーグ〟。キミたちには無縁の場所だ……」

セレネ：……Ｆリーグ？

ＧＭ：説明しましょう。Ｆリーグはモンスターコロシアムでも、いわくつきの選手やイロモノ選手ばかりが登録してるリーグです。危険な試合も組まれるが賞金は大きいという。

ユーノス：あえて知っていることにしよう（笑）。───またの名を〝サントスの穴あな〟！

一同：サントスの穴!?

ＧＭ：「はっはっはっ、そう呼ばれることもある」

ユーノス：あ、採さい用ようされた（笑）。

ＧＭ：もう少し説明いたしますと、Ｆリーグでは、さまざまな趣向を凝らした試合が用意されています。有ゆう刺し鉄てつ線せん電でん流りゆう爆ばく破はマッチとか骨ほねまで溶とける濃のう硫りゆう酸さんで満たされるプールとか。

ユーノス：骨まで溶けるって!?

ＧＭ：まあ、骨まで溶けてもゲーム的には戦せん闘とう不ふ能のうです（一同笑）。

ユーノス：いや、いやいやっ！　だからってやって良いことと悪いことがある！

ＧＭ：しかし、そういう危険な試合なので、お客さんも大おお勢ぜい入りますから、賞金も通つう常じようより高くなってます。具体的には、月末までに一万Ｇを稼かせげるくらい。

フレア：ああ、ばっちり条じよう件けんに合いますよ!?

ドル：なら、わしここで反対しておこう。「わしは反対だ！　こんなことに足を踏ふみ込こんで危険に身をさらすことはありませんぞ。もっと地道に働いて、真面目な人生を送ればよいのじゃ。冒ぼう険けん者しやみたいな、うわっついた仕事なんぞやめればよいのだ！」

ユーノス：うう、正せい論ろんすぎてまぶしい（笑）。

ドル：普通の商売だけやっとれば、一〇〇万Ｇの借金なんぞ作らなかったわい。

ユーノス：うわー、これ以上ボクに正論の光を向けないでくれー！（一同笑）

ドル：おい！（笑）そこはまっとうなわしの反対意見を打うち破やぶって、ふたりを向かわせるのがお前の役目だろー!?

ユーノス：何気にハードルを上げられた気も。では双子に「あなた方は知っているはずだ。お父さまが、何故ああいう館を用意したのか？　それは、このような苦く境きようを乗り切り、エリンディルの星となって輝かがやいてほしいと願ったからではないのでしょうか！」と言います。

ＧＭ：さすが、かわたなさん。追おい込こむとそれっぽいセリフが出てくる。

フレア：じゃあ……やってみようよセレネちゃん！

セレネ：うん、お姉ちゃんがそういうなら……。

ドル：では勝手にしなされ！　……などとプンスカ怒おこってそっぽを向いていよう。いや、ＰＣは反対しているが、面白そうなのでプレイヤーは乗り気なのだ（笑）。

ＧＭ：「ではお嬢さま方、今すぐ試合の出場の準備を」とサントスが。

セレネ：……え？　今すぐに!?

フレア：急展開っ!?

セレネ：まあ、装備は持ってきているけど。

フレア：あの館に住んでいたので、毎日が臨りん戦せん態たい勢せいですけど。

ＧＭ：「では問題ないですな。戦う準備はできているではありませんか」

フレア：う、うん。もうやるしかないよセレネちゃん。

セレネ：わかった、お姉ちゃん。

ＧＭ：では、コロシアムのルールについて説明します。基き本ほん的てきに、『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』を通じてのルールとなるとお考えください。あとは、『エリンディルウォーカー』（ゲームフィールド刊）のコロシアムルールを使っていきます。この本には、モンスターコロシアムを使ったルールや遊び方が掲載されているんですよ。

一同：はーい。

ＧＭ：通常ですと、コロシアムに参加するためには掛かけ金きんをプレイヤーが先にいくらか払はらう必要がありますが、その分はサントスが負ふ担たんしてくれることになります。

セレネ：ああ、なるほど。

ＧＭ：その代わり、負けたら設定されている掛け金は借金に加算されます。賞金の五分の一程度で。

ドル：ぬお、負けたら借金増ふえるのか？　まさに背はい水すいの陣じん。

ＧＭ：で、このシナリオでは、次の試合を含ふくめて三試合が予定されています。合計一万Ｇ稼かせげなかった場合、館は失われてしまいます。

ドル：ちなみに、試合と試合の間は？　休息を取れればＨＰとＭＰは回かい復ふくするはずだが。

ＧＭ：はい、基本的に次の試合までの間に休息が取れるので全ぜん快かいします。

ドル：フェイトやシナリオ一回のスキルは回復しない？

ＧＭ：それは回復しませんね。

ドル：うむ、わかった。

ＧＭ：それと、借金についてのルールを解かい説せつします。一〇〇万Ｇの借金を背せ負おい、これを返していくことが目的となりますが、Ｆリーグは相場の一〇倍くらいの賞金が出ます。

ユーノス：一〇倍？　それは大きい。なら、すぐ返せそうだ。

ＧＭ：ただし、九割わりは天引きされることになります（笑）。

フレア：ええっ、九割も!?

ＧＭ：で、天引きされた九割は借金返へん済さいに充あてられます。

ドル：一〇倍されたと思ったら、一〇分の一になって普通どおりか（笑）。

フレア：その残った一割は自分たちで使っちゃってもいいんですか？

ＧＭ：はい、それは構かまいません。




　ここで、なぜ「一〇倍の賞金を稼げるが取り分は一〇分の一」などという、迂う遠えんなことをするのか解説しよう。まず、今回ＰＣが負った借金は、シナリオの都合で生じたもので、プレイヤーに落ち度はない。借金返済でゲームリソースであるお金を消耗すると、ＰＣが弱体化するからゲームもつまらなくなってしまうし、第一アンフェアである。それを避けるため、このような処置にしたのだ。




フレア：わかりましたー。

ドル：ＧＭ、ここで重要な質問がある！

ＧＭ：はい、なんでしょう？

ドル：『アリアンロッド』でお金といえばドロップ品っ！　たとえば、今回は《目利き》はどうなるのか？　これは確認しておきたい。

ＧＭ：実は、コロシアムではエネミーを倒たおしてもドロップ品は出ません！

ドル：なにぃ!?

ＧＭ：しかし、安心してください。賞品チャートというより高こう額がくなドロップ品がもらえる可か能のう性せいがあるチャートを振ふります。これには《目利き》もフェイトも有ゆう効こうです。

ドル：おお、なるほどなるほど。

ＧＭ：というわけで、フレアさんとセレネさんには試合に出場してもらいます。ドルとユーノスは観客席で見守っていてもいいし、一緒に出場しても構いません。

ユーノス：うーん、どうしようか？　ボクはふたりの活躍を見守りたいのですが。

ＧＭ：ちなみに、次に戦うのはゴブリンの予定となっています。

ドル：ゴブリンか。なら、レベル１でも見守っていても大丈夫な相手じゃ。

ユーノス：では、ドルさんとボクは観客席から見守るということで。

ＧＭ：了解です。では、次のシーンで試合開始です。







◆Middle 03◆コロシアムデビュー




　モンスターコロシアムへの試合出場が決まったフレアとセレネ。

「クラン＝ベルの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさま！　お待たせしました!!　これよりモンスターコロシアム第一試合を始めます！　あの〝クラン＝ベルの風雲児〟の双子の娘、フレア・コロローナ嬢とセレネ・コロローナ嬢が緊きん急きゆう参戦いたしました!!」

　アナウンサーも兼ねるサントスの紹しよう介かいによって、観客たちはさらに大きく盛もり上あがった。




ドル：ああ、始まってしまったとハラハラしながら観客席におります。

ユーノス：ボクは、双子の勝利を信じて応おう援えんしている。

セレネ：観客席はどんな感じでしょう？

ＧＭ：出場選手の表とか見ながら「うおー！　殺せー！」と温かい声せい援えんを送る光景が。

フレア：全然紳士淑女じゃない（笑）。

ドル：紳士淑女は、上の階でオペラグラスとか使いながら優ゆう雅がに観戦しとるのです。

ＧＭ：そのＶＩＰ席には、縦たてロールのカタリーナがいて、フレアとセレネに声援を送っていますよ。「フレアさ～ん、セレネさ～ん。頑がん張ばって這はい上あがっていらしてね～！」

セレネ：くっ……！

フレア：じゃあ、わたしは元気に手を振ふり返かえします（笑）。

ＧＭ：「……あら、元気そうじゃない？」とカタリーナはがっかりした感じ。

フレア：もう、血が騒さわいでるから眼がん中ちゆうにないんです。

ユーノス：なんという逸いつ材ざいっぷり!?　フフフ、ボクの目に狂くるいはなかった！

ＧＭ：で、ふたりが紹介されたのち、サントスから試合内ない容ようが発表されます。




「───さて、コロシアム初参戦となる双子の姉妹は、ゴブリンの群むれに見事勝つことができるでありましょうか!?」

　すると、コロシアムの四方の柵さくが上げられる。

　その奥から、大勢のゴブリンの群れが躍おどり出でてくる。

　同時に、ゴングが鳴なり響ひびいた！




●戦闘ラウンド

フレア：えーと、どうやって戦った方がいいですか？

ＧＭ：フレアは設定では父に鍛きたえられていることになっていますが、プレイヤーの妹尾さんは初心者ですものね。しかしご安心を。戦闘ルールの習得を兼かねた戦闘でもあります。

ドル：お嬢さま方。わしはハラハラ見守ってますが、アドバイスは送りますぞ。




　ここで『アリアンロッド』での戦闘について説明しよう。

　戦闘はラウンドという単位で管理される。ひとつのラウンドは、セットアッププロセス→イニシアチブプロセス→メインプロセス→チェックプロセス→クリンナッププロセスからなる。戦闘は、これを繰り返していく。

　イニシアチブプロセスで、戦闘に参加するキャラクターのうち行動値のもっとも高い者にはメインプロセスが訪おとずれ、攻こう撃げきなどの〝行動〟をすることになる。魔ま法ほうを放ったり、剣で斬きりつけたり、また防ぼう御ぎよできるかを判定して決定する。

　そのキャラクターの行動が終われば、イニシアチブプロセスに戻り行動値がチェックされる。これを繰くり返かえし、全員の行動が終しゆう了りようするとクリンナッププロセスに移り、ラウンド終了となる。




ＧＭ：コロシアムに出しゆつ現げんしたのは、ゴブリンです。このひとつ（敵てきを表わすポーンを指して）が一〇匹ぴき程てい度どの群れになっています。いわゆるザコってヤツで、〝モブ〟と言います。すべてのゴブリンを倒すと勝利、賞金一五〇〇Ｇをゲットできます。ちなみに、ふたりが戦闘不能になったら敗北です。コロシアムで戦闘不能になっても、基本的にはとどめを刺されません。
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　ＨＰが０点になって戦闘不能になったキャラクターに対し、とどめを刺すと宣言してダメージを与えると、そのキャラクターは死亡してしまう。




フレア：わかりましたー。ともかく、死ぬことはないんですね？

セレネ：賞金一五〇〇Ｇ……全然足りない。

ＧＭ：まあ、賞品チャートの結果によってはもうちょっと増えるかも知れません。では、自分の位置を示すポーンを置いてください。

フレア：（自分のポーンを選んで）じゃあ、これがわたしとセレネちゃん？

ＧＭ：はい、ふたりはコロシアムの中央入り口から入場しました。ゴブリンの群れは全部で四つの集しゆう団だんに分かれています。モブが四グループいて、ふたりを囲もうとしています。

セレネ：距きよ離りはどのくらい離はなれていますか？

ＧＭ：それぞれ、20メートルずつ離れています。

セレネ：了りよう解かいです。状況はわかりました。




▼第１ラウンド
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ＧＭ：では、第１ラウンドの開始です。まずはセットアッププロセスです。

フレア：わたしは、このタイミングで《ターゲットオン》というスキルが使えるんですか？

ドル：それは、指定した対象への命中が＋２されるものです。ゴブリン程度なら使うまでもないでしょう。ゴブリンはレベル１の弱い敵です。

フレア：わかりましたー。じゃあ、使いません。

ＧＭ：では、行動値を申告してください。

フレア：えー、行動値は６です。

セレネ：わたしは行動値５です。

ＧＭ：ゴブリンは、みんな行動値３です。

ドル：ではフレア→セレネ→ゴブリンの順番です。

ＧＭ：では、フレアから行動する番です。

フレア：えっと、わたしは一回に11メートルしか移い動どうできないから、20メートル先のゴブリンに近ちか寄よったあとに攻撃することはできないんですよね？

ドル：そのとおり。ここは待機して、向こうがやってくるのを待つという手があります。

フレア：なるほど、では待機しまーす。




　待機すると、そのラウンドの最後に行動することになる。

　状況によっては、相手の行動を見てから動くことができるのだ。




ユーノス：すっかりドルがコーチ役ですね。うん、これはいい連れん携けいだ。

セレネ：で、お姉ちゃんが待機してわたしの順番かー。待機したキャラクターがたくさんいた場合、どういう順番で動けるんでしたっけ？

ＧＭ：その場合、行動値の低い順に動いていきます。

セレネ：あ、じゃあわたしも待機。

ドル：うむ、よい手ですぞ。

ＧＭ：ゴブリンたちの番ですね？　マイナーアクション、メジャーアクションで８メートルずつ、それぞれが16メートル移動します。それぞれ武器を振りかざして突進してきます。




　メインプロセスで行動の番が回ってくると、マイナーアクションとメジャーアクションを行なえる。基本的に、マイナーアクションでは判定を必要としない行動や移動を、メジャーアクションでは判定を必要とする行動を行なう。




セレネ：では、お姉ちゃんに《ホーリーウェポン》を。発動の判定に成功しました。ＳＬ（スキルレベル）が１なので、武ぶ器きの攻こう撃げき力りよくに＋３。剣けんがぼうっと淡あわく光ります。

フレア：ありがとうセレネちゃん！

ＧＭ：そして、フレアの行動です。

フレア：ゴブリンが16メートル近づいてきたから……わたしがマイナーアクションで４メートル移動すると、メジャーアクションで攻撃できますよね？

ドル：うむ、できます。

フレア：じゃあ、マイナーアクションで正面のゴブリンに駆かけ寄よります！

ＧＭ：わかりました。するとエンゲージになります。

フレア：エンゲージ？

ＧＭ：ゴブリンの攻撃距離に入ったということです。




　エンゲージとはこのゲームにおける距離、および範はん囲いのことである。

　基本的に白兵攻撃が可能な範囲に他のキャラクターがいることを「そのキャラクターと同一のエンゲージにいる」もしくは「そのキャラクターとエンゲージしている」と表ひよう現げんする。

　また、状況によってはキャラクター以外の物もエンゲージの対象とすることがある。




フレア：なるほどー。剣で殴なぐれる距離に近づいたってことですね？

ＧＭ：そのとおりです。では、攻撃に移うつりましょう。

フレア：はい！　メジャーアクションでゴブリンの群れに斬きりかかっていきます！

ＧＭ：さあ、攻撃は当たるかどうか。命中判定をしてください。




　攻撃が命中したかどうかを決めるために、命中判定を行なう。

　命中判定は【命中】とダイスを振ふって出た目を合計して、達成値を算出する。

　判定に使用するダイスは２個（２Ｄと記き述じゆつする。Ｄはダイスの略りやく）だが、スキルや状況によって変化することもある。ｎ個のダイスを振る場合「ｎＤを振る」と記述する。

　攻撃された側は回かい避ひ判定を行なえる。同じように【回避】でダイスを振って達成値を算出する。命中判定の達成値が回避判定の達成値を上回れば攻撃は命中したことになる。

　攻撃と回避の達成値が同じだった場合、回避が優ゆう先せんとなる。




ドル：【命中】は《ソードマスタリー》があるので、５＋３Ｄですぞ。

フレア：いきます！（ダイスを振る）あ、あんまりよくない。８だから13で命中です。

ＧＭ：ゴブリンの【敏捷】は……お、１か。それはマズイ。

ユーノス：ゴブリンは６ゾロでクリティカルを出すしかない。




　６ゾロ……振ったダイスが６のゾロ目（同じ目になるという意味）となることの略りやく語ごだ。

　判定の際、ダイスの目が６の目がふたつ以上だった場合、クリティカルとなる。クリティカルすると、達成値にかかわらず判定は自動的に成功する。

　命中判定でクリティカルが出ると、そのダメージを算出するとき、６の目が出た数だけダイスが追加され、より大きなダメージを出すことができる。

　なお判定の際、ダイスの目がすべて１だった場合、ファンブルとなる。ファンブルすると、クリティカルと反対に達成値にかかわらず判定が自動的に失敗する。




フレア：つまり、わたしの攻撃は当たるってことですよね？

ユーノス：そういうことです。そしてゴブリンは６ゾロを出さないと避けられません。

ＧＭ：その代わり、もし６ゾロが出たらどんな達成値だろうが避けてしまいますけどね。




　フレアが出した命中判定の達成値に対し、ゴブリンが回避判定を行なう【敏捷】は１。２Ｄを振って12……つまりクリティカルを出さないと回避できないのだ。




ＧＭ：それでは、判定を。（ダイスを振る）クリティカルはしない、回避できない……フレアさん、ダメージをどうぞ。武器のダメージと、２Ｄを振って合計してください。

フレア：では、２Ｄ＋10で。よし、えいっ（ダイスを振る）17点です！

ＧＭ：ゴブリンは３点防御点があります。14点のダメージを与あたえました。フレアが剣を振るうと、次々とゴブリンが蹴散らされていきます！　しかし惜おしい、あと１点あれば倒たおせた！

フレア：ええーっ!?

ＧＭ：では、クリンナッププロセスが終わり、第１ラウンドは終了です。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：セットアッププロセスは特になし。で、行動はフレアからです。

フレア：はい。さっきと同じゴブリンを攻撃します。……今度は出目は８です。

ドル：３Ｄ振って８は、決していい目ではない。

フレア：【命中】を足して13です。

ＧＭ：惜しい、ダイス目は11！　あと一歩でクリティカルだったのに！　ゴブリンは素早く散開するも、フレアの剣をかわすことはできない！

フレア：ダメージは、さっきと同じ17点です。

ＧＭ：それでＨＰは０点。ゴブリンの群れがひとつ全ぜん滅めつしました。観客も「おおおおっ！」と沸わきます。

ユーノス：ドルさん、ボクたちの夢と希望をかなえるふたりが輝いていますよ！

ドル：まだ四つのうちのひとつしか倒しておらん。

ユーノス：これが騒さわがずにいられましょうか！

ドル：ええい、騒ぐな！　……とは言いつつもほっと胸を撫で下ろすわし。

ＧＭ：フレアの行動が終わり、続いてセレネです。

セレネ：ここは待機。向こうが近寄ってくるだろうから、そこで攻撃します。

ＧＭ：お、待機ですか。では、ゴブリンの番。「あの剣持ったお嬢じようさんはやる、もう一方を狙ねらおう」ってことでセレネに攻撃を！

ユーノス：ん～、ゴブリンめ。案外小ざかしい知ち恵えが回る。

ＧＭ：しかし命中の達成値は……５しかない（笑）。

セレネ：回避判定は２＋２Ｄ。ダイス目が３以上ならば避ける。……ダイス目は４!?　あー、達成値はぎりぎり６です。何とか避けた。

ＧＭ：ではもう一グループもセレネに襲いかかる！　お、今度は命中の達成値10！

セレネ：10？　今度はダイス目８以上を出さないと。……えいっ（ダイスを振る）。

ＧＭ：……む、出ないですね。ゴブリンの攻撃は命中です。

セレネ：さすがに失敗しました、ダメージをください。

ＧＭ：ずばぁーっと斬りかかって12点のダメージ！

セレネ：じゃあ《プロテクション》を自分に張はります。……４点止めるから、物理防御点と足して10点まで止めます。だから、２点のダメージを受けました。




《プロテクション》

　魔法の障壁を張って、ダメージを軽減するスキル。




ＧＭ：魔法の障しよう壁へきが出現し、ゴブリンの剣をぶおんと止めます。……くっ、意外に硬い。では、残りのゴブリンは鎧よろいを着てないフレアに攻撃を。お……命中は13です。

フレア：避よけたいな～。おりゃあ！（ダイスを振る）　よしっ！

ＧＭ：……あれ？　もしかして避けられた？

フレア：えー、回避は15出ていますから、ばっちり避けています。

セレネ：すごい、さすがお姉ちゃん！

ＧＭ：ゴブリンたちの怒濤の攻撃を、ひらりひらりとかわしていくフレア。

ユーノス：はっはっはっ、ドルさん。ゴブリン程度では彼女たちの相手になりませんねえ。

ドル：何を言っておる、セレネお嬢さまには傷きずがついてるではないか！

ユーノス：そんなこと言って、あなたも本当は一緒に戦いたくてしょうがないのでしょう？

ドル：わしはもう我が慢まんができん！　と、立ち上がりそうになる（一同笑）。

セレネ：では待機解かい除じよ。《サモン・リヴァイアサン》を使用します。魚の王リヴァイアサンを召しよう喚かんし、津つ波なみを起こします！［範囲（選択）］を対象とする魔法なので、自分のところに集まってきたゴブリン二グループを対象に放ちます。




　スキルによっては、複ふく数すうの対象を一度に攻撃することができる。

　セレネは、自分とゴブリン二グループがいるエンゲージを魔法の対象にした。［範囲（選択）］は、任意に対象を選ぶことができるので、セレネは自分の魔法に巻き込まれることはない。




セレネ：魔ま術じゆつ判定は、２Ｄ＋５です……ダイスは７、達成値は12です。

ＧＭ：さっきから目はいいが（ダイスを振る）……あ、二グループとも回避できません。

セレネ：で、スキルレベルは１なのでダメージは２Ｄ。（ダイスを振る）お、11点！

ＧＭ：おっ、それは大きいダメージですが、一いつ掃そうとはいきません。

セレネ：でも、１点でも通ったのなら《サモンリヴァイアサン》の効果でバッドステータスの［転てん倒とう］です。

ＧＭ：転んだ、転びました。次のマイナーアクションで立ち上がる必要があります。




バッドステータス

　戦闘中などに受ける特殊な状じよう態たいのこと。転倒は、次のマイナーアクションで起き上がるまで判定にマイナス１Ｄされるのだ。バッドステータスの回復はそれぞれ方法があるが、転倒はマイナーアクションを消費することで回復することができる。




セレネ：わたしの行動が終わったから、次のラウンドですね。




▼第３ラウンド
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ＧＭ：セットアッププロセス終了、行動はフレア。

フレア：じゃあ、せっかくなので《スマッシュ》を使ってみたいです。




《スマッシュ》

　白兵攻撃力に【筋力】を追加するスキル。




ＧＭ：どうぞ。あなたにエンゲージしてるゴブリンはまだダメージを食らっていません。

フレア：わたしはマイナーアクションで《スマッシュ》と言えばいいんですか？

ドル：そうです。そしてＭＰを消費するのです。お嬢さま。

フレア：わかりました。で……命中は17です。

ＧＭ：それはクリティカル以外避けられない。（ダイスを振る）……しない、命中です。

フレア：攻撃力は２Ｄ＋10に……【筋きん力りよく】の４を足せばいいんですね？

ＧＭ：そうです。14＋２Ｄです。……もうほとんど死んだも同然。

フレア：いけー、うりゃー（ダイスを振る）。おっ、ダイス目は10です！　24点！

ＧＭ：それは一いち撃げきだ！　フレアの一撃が、一気にゴブリンの群れを薙なぎ倒たおす！

ドル：いけー！　そこです！　フレアお嬢さまっ!!（笑）

ＧＭ：セレブな席で、優雅に紅茶を飲んでいたカタリーナもあまりの光景に思わずティーカップをがしゃんと落としてしまいます。「あの子、あんなに強かったのね……」

セレネ：次はわたしです。《サモン・リヴァイアサン》です。




　ゴブリン二グループはまだ転倒を回復できておらず、回避することができない。

　しかし、セレネの出したダメージは５点。倒すには、わずかに足りなかった。




ＧＭ：生き残ったゴブリンは、立ち上がってセレネを斬りつける！　命中は13！

セレネ：うわ、避けられません！

ＧＭ：最後の意地をみせてやる！　ゴブリンは跳ね起きるとともにショートソードでザクザクと斬りかかった！　14点です。

フレア：セレネちゃーん！

セレネ：《プロテクション》！　（ダイスを振る）３点減げん少しようで防御は６点。５点通りました。

フレア：セレネちゃん、痛いたそう。

ＧＭ：では、残りも立ち上がって攻撃です。よくも仲間を！　命中は10です。

セレネ：こっちだってウチで飼ってるペットたちの命がかかってるんじゃ～！（一同笑）

ドル：セレネお嬢さまは、冷静に見えて熱いところがある。これも旦那さまの血か。




　しかし、この時点で二グループのゴブリンの残りＨＰは１点ずつ。

　結局はフレア、セレネの攻撃によって沈しずんだのであった。




ＧＭ：というわけで、ふたりの勝利です！

フレア：勝利のＶサイン、キラン☆。

ＧＭ：あ、観客ウケするパフォーマンス。はやくも素そ質しつが（笑）。

ドル：さて、ここで命より大切なものが待っておりますぞ、お嬢さま方！

フレア＆セレネ：それは？

ドル：賞金チャ───トッ!!

フレア：それは思いっきり重要ですよっ！

セレネ：やらねば！

ユーノス：ふたりとも、賞品への食いつきっぷりがすごい（笑）。

ＧＭ：では、まずは勝利したことによって、賞金一五〇〇Ｇが進しん呈ていされます。

一同：おおおおお～っ！

ＧＭ：では、賞品チャートをどうぞ。《目利き》があるから３Ｄ振ふれますよ。

セレネ：ここは、お姉ちゃんに振ってもらおう。わたしはフェイトが多いし、後半の試合で振った方がきっと儲かるから。

フレア：じゃあ、セレネちゃんがそう言うなら、わたしが振ります！

ＧＭ：はい、ではどうぞ。

フレア：せーの、えいっ！（ダイスを振る）　……ああっ、５!?

ドル：３Ｄ振って５は、わりとしょんぼりな目だのう（笑）。

ＧＭ：では、「ゴブリン殺しの賞しよう状じよう」という最低なものが。〝がんばったで賞〟って感じのものです。一〇〇Ｇ相当のドロップ品です。

セレネ：がんばったで賞って……（笑）。

フレア：うれしくなーい！







◆Middle 04◆世の中は世せ知ち辛がらい




　試合を終えての控ひかえ室しつ───。

　そこには無事戻もどってきたふたりを前に、さめざめと泣くドルの姿すがたがあった。




ＧＭ：試合終しゆう了りよう後、控え室にやってきたところです。

ドル：おおう、お嬢じようさま方、よくぞご無事で戻っておいでになりましたなぁ～（笑）。

フレア：ドルさん、泣かないで。

セレネ：わたしたち、無事だし。お金も稼かせいできたし。

ユーノス：ドルさんはこんな感じでずっと心配されていたんですが、かなり応おう援えんに力が入ってましたよ。それにしても、あなたたちには天が与あたえたスター性せいがあります（笑）。

ＧＭ：すると「いやいや、素す晴ばらしい試合でしたよ」と拍はく手しゆしながらサントスが来ます。

フレア：それで、賞金の方は？

ＧＭ：「はい、どうぞ」サントスは、目の前に金貨の入った袋ふくろをどさっと置きます。

一同：おおおお[image: ][image: ][image: ]っ！

フレア：じゃあ、次もがんばります！

セレネ：月末までに稼かせがないと。

ＧＭ：すると、そこに現あらわれた不ふ吉きつな影がっ！

フレア：だ、誰だれですかっ!?

ＧＭ：はっ、マティアスです。

一同：きた────────ッ!?

ドル：でたなマティアス。何の用じゃ？

ＧＭ：「さっそく稼いだようなので、借金の回かい収しゆうにやってきたのだ。さて、これだな───」賞金として儲もうけた一六〇〇Ｇの九割わり……えー、実に一四四〇Ｇをごっそりと。

ドル：ちょ、ちょっと待て。すると手元に残るのは……一六〇Ｇ？

ＧＭ：そうです、はい。

ユーノス：あっという間に一〇分の一に!?

ＧＭ：金貨の入った袋が一〇袋積まれたと思ったら、九袋をマティアスが持っていくという。

ドル：こ、これは……（笑）。

ＧＭ：いやしかし、試合の最初に説明しましたよね？

ドル：だが、あらためて目の前で持っていかれるとかなりショッキングじゃ（笑）。

ＧＭ：マティアスは金貨を数えながら「一万Ｇのうちの一四四〇Ｇ、たしかに受け取らせてもらった。……あと、残るは八五六〇Ｇとなるわけか」と。

一同：あと八五六〇Ｇ!?

ＧＭ：「この調子で次もきりきり頑がん張ばっていただきたい。月末まで、まだ時間はある」

フレア：はい、頑張ります！　応援されたと思ってます。

セレネ：ああ、こんなときでもお姉ちゃんは健けな気げ（笑）。

ドル：本当に溺おぼれるものが掴つかんだ藁わらを持っていく（笑）。

ユーノス：まあ、苦しいのは今だけで。勝ち続けていけば風も変わりますよ。

ＧＭ：「では、わしはこれで」と言って、マティアスは去っていきます。───と、入いれ替かわりに訪たずねてくる者が。

フレア：今度は誰だろう？

セレネ：まー、だいたい予想はついた。

ＧＭ：「おふたりとも元気かしら～？　試合楽しかったわ」とカタリーナが訪ねてきます。

セレネ：ほら、やっぱり……。

フレア：応援してくれてありがとう、カタリーナちゃん。わたしは全然気にせず。

ＧＭ：するとカタリーナは「差し入れに、おいしいお菓か子しを用意しましたわ。さあ、召めし上あがって」とお菓子の差し入れをあなたたちに振ふる舞まってくれます。

フレア：うわーい、ありがとう！

ＧＭ：「さあ、食べて食べて」

セレネ：まさか、毒とか入ってるんじゃ？

ユーノス：さすがにそこまでは。

フレア：わたしは喜んでいただきます。きっと、お腹なか空いてるから。

セレネ：まあ、お姉ちゃんが食べるならわたしも。

ＧＭ：では、ふたりがぱくっと食べると……難なん易い度ど12で【精せい神しん】の判はん定ていをしてください。

フレア：一体何が？（ダイスを振ふる）とりあえず、成功です。

セレネ：（ダイスを振る）わたしもちょうど12で成功。

ＧＭ：はっ、とても辛からいです。判定に成功したので叫さけび声ごえは上げませんが（笑）。

フレア：ええーっ!?　いぢわるだー！

ユーノス：さすがに毒は入っていなかったようですが……地味に嫌いやがらせしてきますね。

ＧＭ：こう、甘あまそうな外見に反して、口から火を噴ふくぐらい辛い。

セレネ：くっ……。でも表ひよう情じようには出さず平然といただきます。

フレア：わたしも、へー、変わった味だね～なんて言いながら食べます。

ＧＭ：ちょっと拍ひよう子し抜ぬけした顔で「……ええと。こういう味、お好きなの？」とか言います。

ドル：きっと、冒ぼう険けん者しやの第一歩は世界中のどんな料理でも食えることという教育方ほう針しんで、トンデモ料理をいろいろ食べて慣なれてきたんじゃろー。

セレネ：きっと香こう辛しん料りようとかもあつかっていて得意だったんです、ええ。

ドル：ううっ、旦だん那なさま奥おくさま。おふたりとも強い子に育ちましたぞ（涙なみだ）。

ユーノス：この方向で強いのは果たして喜ばしいことなんでしょうか？（笑）

ＧＭ：「ほらぁ、よく世間は貧びん乏ぼう人にんに〝世知辛い〟っていうでしょう？　だから辛い味に慣れた方がいいと思って持ってきたんだけど……もうすっかり慣れてるみたいですわね」

セレネ：くっ!?　でもうまいことを言う（笑）。

フレア：じゃあ、ぱくぱく食べながら「あなたもいかが？」と言って奨すすめます。

ＧＭ：「わ、わたくしは結けつ構こうですわ。ほら、甘あまい世界に住んでますから」

セレネ：ほんと、上手いことを言う娘だ（笑）。

ＧＭ：「では、これで。失礼ー」とカタリーナは逃にげるように帰っていきます。「この子たち、強いわ。もっとやり方を変えていかないと……」と、心中で呟つぶやきながら（笑）。

ドル：「お菓子にカラシを入れるぐらいじゃビクともしないわ」とか考えとるんじゃな（笑）。

ＧＭ：というわけで、次のシーンになります。




　デビュー戦の獲かく得とく賞金合計　　一六〇〇Ｇ

　マティアスによる天引き　　　一四四〇Ｇ

　目標金額まで残り　　　　　　八五六〇Ｇ

　借金返へん済さい総そう額がく　　　　　　　　一四四〇Ｇ







◆Middle 05◆戦いはこれからだ




　初めての試合から数日後のこと。

　ギルド〝コロローナ商会〟に、次の対戦相手が決まったという知らせがもたらされた。




ＧＭ：というわけで、皆みなさんはサントスの自室に呼よばれてきました。「喜んでください皆さん。次の試合が決まりましたよ。あなた方のために、早急に現げん金きんを手にできる試合をマッチメイクさせてもらいました」

フレア：本当ですかサントスさん!?

セレネ：なるほど、どういった試合形式なのでしょう？

ＧＭ：「その名も───〝現金探たん索さく争そう奪だつマッチ〟！」

ドル：な、なんじゃいそれは!?

ＧＭ：サントスはニコニコ笑って言います。「それまで何不自由ない暮くらしをしていたお嬢さまが、一転して現金を求めて戦う……お客が呼よべそうな企き画かくだと思いませんか？」

フレア：わー、悪あく趣しゆ味みーっ！

ドル：な、なんという下品な！　嘆なげかわしいっ!?　わしは滂ぼう沱だの涙を流すぞ。

セレネ：どういう内ない容ようの試合なんですか？

ＧＭ：「はっはっはっ、それはやってみてのお楽しみですよ」

フレア：教えてくれないんですか？

ＧＭ：一いち応おう、次のシーンで情じよう報ほうを収しゆう集しゆうできます。

セレネ：なるほど、自分たちで調べておけってことか。

ドル：ええい、今度はわしも出場するぞ！

ＧＭ：「よろしいですよ。一応、四人まで登録できますから」

ユーノス：ほう、四人まで？

ＧＭ：そこで、サントスはちょっとしたアドバイスを。「現金探索争奪マッチは、優ゆう秀しゆうなシーフの存そん在ざいが鍵かぎを握にぎります。試合までに探さがして手配したほうがいいですな」

フレア：シーフなんて、わたしたちの周りにいたかしら？

ユーノス：お待ちください、恥はずかしながらボクはシーフなんですよ。

フレア：ええー!?　天使さまは、シーフだったんですか？

ユーノス：クラスはシーフ／バードです。こう見えて鍵開けもできます。

セレネ：ユーノスさんが加わってくれるなら、話は早いわ。

ユーノス：やりましょう、あなたたちが輝かがやくためなら、このボクの翼つばさを貸かそう！

ＧＭ：というわけで次の試合まで約一週間、情報収集が可か能のうとなります。







◆Middle 06◆敵てきを知り己おのれを知れば百戦危あやうからず




　次の現金探索争奪マッチまで、約一週間。

　ドル、ユーノスの参戦も決まって戦力アップした〝コロローナ商会〟。

　次なる戦いに向けての情報収集を開始するのだった。




ＧＭ：といわけで、次の試合まで情報収集ができます。

ユーノス：ふんふん、具体的にどうすればよいのですか？

ＧＭ：はっ。調べたいことについて難易度12の情報収集の判定に成功すると情報が得られます。判定は【知力】か【幸運】のうち、どちらか高い方で行なえます。

ドル：では、わしは現金探索争奪マッチについて調べよう。判定は【知力】で。えいっ（ダイスを振る）。ほらきた、ダイス目が９で達成値は15。

ＧＭ：お、なら情報が得られます。

フレア：さすがドルさん、頼たよれる番頭さん。

ドル：はっはっはっ、こうみえてニンジャですからな。元コロローナ商会の、ダイバダッタニンジャのネットワークが（笑）。

ＧＭ：ダイバダッタニンジャ!?　それは一体？

ドル：わしの忍にん術じゆつの流りゆう派はじゃ。きっとエリンディルの奥おく地ちで伝でん承しようされてきておる。……アノクタラサンミャクサンボダイ～と呪じゆ文もんを唱えるんじゃ。

ＧＭ：……え～、すると各地に散って行ったダイバダッタ忍軍が、天てん井じよう裏うらや軒のき下したで耳を澄すませてドルのために情報をもたらしてくれます。

ドル：おお、来たか。こう、ざっと並ならんで報ほう告こくしてくれるんだな。

ＧＭ：では、ニンジャたちの語ることによると、現金かトラップが仕掛けられた宝箱が配置された特設ステージで、４ラウンドの間にこれを奪い合います。獲得金額が多い方、もしくは相手を全員戦闘不能にした方が勝利です。賞金は二五〇〇Ｇですが、勝利すると試合中に獲得した金額がこれに上乗せされます。

セレネ：賞金は二五〇〇Ｇ……。さっきより多いけど、まだ一万Ｇには届とどかない。

ユーノス：いや、試合中に争奪できる現金次第ですよ。

フレア：じゃあ、次はわたしが。【幸運】は４あるので対戦相手について調べます。

ＧＭ：町中で聞きき込こみとかしたりするわけですな。

フレア：そうですね。では、振ふります……あ、高い。達成値は14です。

ＧＭ：対戦相手は、〝デッドマンズ〟というギルドです。

一同：デッドマンズ？

ＧＭ：ええ。死し刑けい囚しゆうというふれこみで、マスクで顔を隠かくした三人組です。保ほ釈しやく金きんを稼かせぐため、刑けい務む所しよから合間を縫ぬってコロシアムの試合に出場してるという噂です。

セレネ：ああー、試合前に会ったひとたちだ、きっと。

ドル：さらっと死刑囚とか言ってたが、そんな選手を出場させていいのか？

ＧＭ：あくまでも噂ですから。ほら、プロレスラーのタイガー・ジェット・シンが、実はインド人ではなくカナダ人だったりするようなものです。

フレア：そうだったんですか!?　知らなかったです（笑）。

ＧＭ：はっ、専せん門もん用語で〝ギミック〟といいますが。

ドル：そういうミニ知ち識しきはいいとして、他に情報は？

ＧＭ：デッドマンズは、フィルボルのショー、ヒューリンのチュウ、ドゥアンのダイからなる三人組のギルドです。

フレア：小中大、覚えやすいですね。

ＧＭ：得とく意い技わざは、ダイがショーを投げ、ロープで回収する怪かい力りきで投げて飛ばすというものです。

フレア：すごい大おお技わざですねー。

ＧＭ：ロープは伸のびてるとこをメジャーアクションで攻こう撃げきすると切ることができます。

フレア：なるほど。

セレネ：相手に死角なしって感じで、ちょっとやだな～。

ＧＭ：と、そこで小耳に挟はさんだ情報があるのですが。

フレア：はい、なんでしょう？

ＧＭ：クラン＝ベルのシーフたちに、コロローナ商会に手を貸かさないよう、カタリーナが言って回っているらしいです。

フレア：カタリーナちゃんが？

セレネ：ユーノスさんがシーフだったからよかったものの。

ドル：ずいぶんとお嬢さま方を敵てき視ししておられるようで。

ユーノス：カタリーナとフレアさんが話しているときに、フレアさんの切れ味鋭するどいツッコミが、彼かの女じよの怒いかりゲージを上げてしまう光景が目に浮うかんできますね。

セレネ：あー、お姉ちゃんは天然ボケならぬ〝天然ツッコミ〟だし。

ユーノス：ああ、天然で何気なく言ったフレアさんの鋭い発言が、ばっさばっさとカタリーナのプライドを斬っていったんですね。目に浮かぶようだ（笑）。

ドル：カタリーナお嬢さまの実家はウチの商売仇でしてな。それなりに商売はきっちりされるのですが、なにせがめつい商売をするので人望がなく。そのうえ、旦那さまのわけのわからん運によっていつも逆ぎやく転てんされて苦く杯はいをなめていてのう。

ＧＭ：その設せつ定ていでばっちりです（笑）。カタリーナとはドルの語るような因いん縁ねんがあります。

ドル：他に情報は？

ＧＭ：得られる情報はすべて出ました。というわけで、次のシーンです。







◆Middle 07◆金はあぶない所にある




　そして、試合当日が訪おとずれた───。

「お待たせしました、クラン＝ベルの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさん！　本日は、衝しよう撃げきのデビュー戦を飾かざった風雲児の娘たち、フレア嬢じようとセレネ嬢を擁するギルド〝コロローナ商会〟と恐きよう怖ふの三人組、デッドマンズによる現金探索争奪マッチを行ないます!!」

　サントスの口上によって、観客席からは大きな歓かん声せいが上がった。




ＧＭ：というわけで、今あなたたちは大だい歓かん声せいの中、コロシアムでデッドマンズと対たい峙じしています。巨きよ体たいのダイの肩かたに小こ柄がらなショーが乗って「ケケケケケッ！」と奇き妙みような声で笑ったり、チュウがアイアンクローでリンゴをあっという間に切ったりするパフォーマンスをしています。

ユーノス：なんてお約束なスタイルの連中だろう（笑）。

フレア：わたしも歓声に応こたえます。カタリーナちゃん見てる～？　とぶんぶん手を振ふって。

ドル：すると、またオペラグラスで観戦しているカタリーナが「シーフたちに協力しないように手を回したのに、意外なところから引ひっ張ぱってきたわね」と言うんだな。

ユーノス：ははは、ボクの腕うで前まえを見せてあげよう。

ＧＭ：するとちっちゃいショーが「お前らみたいなお嬢さまじみた連中には負けないぜ、けけけけっ！」と笑いながら、くるくるバック転して身軽さをアピールします。

フレア：かわいい～っ！　まるで、ハムスターみたい。

ユーノス：いやいやフレアさん、ハムスターはバック転しませんよ！（笑）

フレア：でも、くるくる回るとことか似てません？

ユーノス：ああ、運動用の車をくるくる回すとこが（笑）。

ＧＭ：すると「この俺おれさまを、ハムスター……だと？」と、ショーがぶるぶると怒いかりで身を震ふるわせます（一同爆ばく笑しよう）。

[image: ]

セレネ：これでも、お姉ちゃんに悪気はないから（笑）。

フレア：悪気だなんてそんな!?　かわいいってかなり褒ほめてるつもりですよ。

ユーノス：これが天然ツッコミの威い力りよくか（笑）。

ＧＭ：「あいつ、俺さまのことをハムスターだと言いやがった！　絶ぜつ対たいにゆるさねえ！」ショーはかなり怒おこってるようです。

ユーノス：無む意い識しきのうちに熱いバトルが生まれてしまう……フレアさん、やはりあなたはスターの素そ質しつを持っておられる（笑）。

ＧＭ：すると、あなたたちが戦うステージのセッティングが始まります。このようにずらりと宝たから箱が並ならべられています（次の図参照）。

[image: ]

セレネ：宝箱が……全部で11個こ。

ＧＭ：距きよ離りは、大体10メートルずつ離はなれています。宝箱には、便べん宜ぎ上Ａ～Ｋのアルファベットを振っておきます。

ドル：さて、罠を手当たり次第に開けていくか、それとも慎しん重ちように解かい除じよしていくか。

ユーノス：ここはボクの《ジョイフル・ジョイフル》が活かせそうですね。




《ジョイフル・ジョイフル》

　自分の行動を使って、対象を未行動にするスキル。




ドル：ちょっと作戦会議じゃ。

ＧＭ：もう試合始まりますので……作戦タイムは実時間で一〇分とします。

ドル：なにぃっ!?




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……みなさん、一〇分経けい過かしましたが、作戦は決まりましたね？

セレネ：はい、決まりました。作戦名〝当たって砕くだけろ〟。

フレア：そうです、合言葉も当たって砕けろ！

ＧＭ：何とも豪ごう快かいな作戦名ですね。

ドル：４ラウンドの制せい限げんなら、ふたりで８個までいける。この８個は迷まよわず開けて、残るふたりが敵てきを攻こう撃げきする方ほう針しんじゃ！

ＧＭ：では、サントスが「賞金を掴つかむのは、父の行方不明によって人も羨うらやむ立場から一転して多た額がくの借金を抱かかえたお嬢さまたちか、はたまた死し刑けい執しつ行こうから逃のがれるために保ほ釈しやく金きんを稼かせごうとする囚人たちか……さあお立ち会い！」と、ゴングを打ち鳴らします。




▼第１ラウンド

行動値

　ショー：　　　　　　９

　チュウ：　　　　　　８

　ユーノス：　　　　　７

　フレア＆ドル：　　　６

　ダイ：　　　　　　　６

　セレネ：　　　　　　５




ＧＭ：セットアップは双そう方ほうともになし。行動値９のショーの行動。えー、ショーは待機。

ドル：ということは、投げてくるんだな？

ＧＭ：では、チュウ。こいつはそっちのエンゲージに移い動どうして動きを封ふうじよう！

ドル：なるほど、敵はそういう作戦か！




　エンゲージに敵がいる場合、離り脱だつするためにはメジャーアクションが必要となる。

　チュウがＰＣたちのエンゲージに侵しん入にゆうしたため、離脱しないとマイナーアクションで移動を行なうことができなくなってしまったのだ。




ユーノス：では、行動値７のボクの番か。……やはり《ジョイフル・ジョイフル》のために待機しよう。

ＧＭ：では、行動値６のふたり。フレアとドルです。ダイも６ですがＰＣ優ゆう先せんです。

ドル：作戦変へん更こうですぞ、フレアお嬢さま。チュウを全力で殴なぐるのです。

フレア：では、マイナーで《スマッシュ》！　とーう！（ダイスを振ふる）　……命中は17！

ドル：この達成値ならそうそうは避よけられまい。

ＧＭ：回かい避ひを振ふりましたが、達成値は12、なので避けられません。

フレア：えっと、【筋きん力りよく】が４だから……２Ｄ＋11のダメージになるんですね？

ドル：ここでフェイトを１点使うと、ダメージが１Ｄ増ふえますぞ。

フレア：せっかく当たってるので、フェイトを１点使います。これでダメージを……あっ、低い、ダイス目が６しかない!?　17点のダメージです。

ＧＭ：「フッ……かゆいぜお嬢ちゃん」ってなもんですよ、チュウは。

フレア：えー!?　そんなー。

ドル：次はわしの番だな？　ふっふっふっ、《ランドフィッシャー》の射しや程ていは20メートル、ダイとショーのエンゲージが射程範囲内じゃ。さらにマイナーで《マジックブラスト》を使えば、範囲攻撃になる。しかもダメージが通ればマヒ！

ＧＭ：うわ、それはやばい!?

ドル：今こそ見せよう、ダイバダッタ忍にん法ぽう！　地じ割われがバババババッ!!　と走って、ダイとショーを呑のみ込こむのじゃ！　達成値は17！

ＧＭ：17は高い!?　まず、ショーが回避を試みますが、駄だ目め！　ダイも避けられません！

ドル：そして、ダメージは〈地〉属ぞく性せいの14点！　全部は防ふせげまい？　地面がバリバリ割れてふたりを襲おそうのじゃ。これぞ、忍法ランドフィッシャー！　ダメージがいけばマヒじゃ。

ＧＭ：ダメージを受けたのでふたりともマヒします。




　マヒはマイナーアクションで回復しないと、メジャーアクションが行なえなくなるというバッドステータスである。




ＧＭ：というわけで、次はダイ。マイナーアクションでマヒを回復、ショーを投げよう。そして、どこに投げるかはダイスでランダムに決めます。

ドル：わざわざダイスでか？

ＧＭ：ＧＭはどこに罠があるのか知っているので、ダイスで決めないと不公平なんです。

ドル：ああ、なるほど。

ＧＭ：（ダイスを振って）おっ、宝箱Ｅだ。ダイはロープに括くくりつけたショーを振ふり回まわし、宝箱Ｅに放ります！　ショーは、そこに身軽に着地！

ドル：で、ショーは待機を宣せん言げんしているから……最後に行動か。

セレネ：わたしの番ですね。ショーを止めておくのは有ゆう効こうと見ました。《サモン・リヴァイアサン》を！　さらに命中にフェイトを使って３Ｄで（ダイスを振る）……達成値は18！

ＧＭ：そ、それはクリティカル以外避けられない。しかし、ここでクリティカルを振って盛もり上あげるのがいいＧＭってもんですよ！　：……ぐわー、ファンブル!?（爆笑）

ドル：いや、ここでファンブるのはいいゲームマスターだ！（笑）

セレネ：思い切ってフェイトを２点使います！（ダイスを振る）ダメージロールは合計16！

ＧＭ：くっ……。ショーにダメージが抜けた！　ス《サモン・キリヴアイルアサン》の効果で転倒します！

ユーノス：では、待機しているボクの番だね？　まずは、マイナーアクション《ウィング》で翼つばさを出して飛行状じよう態たいに。このシーン中は常つねに飛んでます。




　ユーノスは《ウィング》で羽ばたき、飛行状態となった。

　飛行状態になると、エンゲージされても離脱の必要なく移動できるのだ。




ユーノス：さて、メジャーアクションですが《ジョイフル・ジョイフル》でフレアさんを再さい行こう動どうさせましょう。〝あなたの真の力をみせるときですよー〟の歌を。

ドル：なんだその歌（笑）。

フレア：わーい、応おう援えんされたー。それじゃあ、宝箱Ｄに向かいます。行動終わり。




　最後に待機していたショーがマイナーアクションでマヒを回復して宝箱Ｅのトラップ探知を行なうも、転倒の効果が残っているために失敗。宝箱はそのままである。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：では第２ラウンド。セットアップはなし？　なら、行動値が一番高いショーが、マイナーアクションで転倒を解除。

ドル：さて、トラップ探知に失敗した宝箱を開けるかどうかだな。

ＧＭ：それもダイスで決めましょう、偶ぐう数すうだったら開け、奇き数すうだったら開けない。（ダイスを振る）……えー、奇数なので開けない。「この宝箱、危き険けんな気がする……」

ユーノス：やけに慎重ですね（笑）。

ＧＭ：ショーは、結局メジャーアクションで宝箱Ａに移動します。

ドル：次はチュウの番だな？　どうしてくるか。

ＧＭ：チューは、ドルを鉄の爪つめで攻撃します。《コンフロントマスタリー》があるので、判定のダイスは３個振れます。メジャーで《バッシュ》３レベルを宣言、命中したらダメージに３Ｄ追加です。命中判定の達成値は17です。さあ、避けてください。




《コンフロントマスタリー》

　素手や格闘武器の命中判定に＋１Ｄするモンクのスキル。




ドル：こやつ、戦闘要員か。（ダイスを振ふる）……回避はできん、失敗じゃ。

ＧＭ：では、ダメージと行きましょうか。

フレア：なんかジャラジャラ振ってる～!?

ＧＭ：ダメージのダイスは５個ばかり振れるのですよ。ていっ……低っ!?

フレア：……あれ？

セレネ：１が三つも出てますね。

ＧＭ：……えー、20点です。

ドル：20点か。わしは、物理ダメージなら、８点も引けるのだ。

ＧＭ：硬かたい!?　鉄の爪が刺さらない！　二〇年間の番頭生活が鍛きたえたとでもいうのか。

ドル：はっはっはっ、風雲児の下で商売をするというのは、こういうことなのじゃ。

フレア：番頭って大変（笑）。

セレネ：さらに《プロテクション》……ごめんなさい、１点しか引けない。

ドル：それで十分でございますよ。11点のダメージを受けた。

ＧＭ：「……このネヴァーフ、やる!?」戦せん慄りつするチュウ。

ユーノス：ここは、やはり待機。

フレア：目の前に宝箱があるんですが、どうしましょう？

ＧＭ：宝箱は鍵がかかっていなければメジャーで開くことができます。攻撃して破壊しても開きますが……その場合、トラップが仕掛けられていれば問答無用で発動しますよ？

ドル：この際さい、壊して開いてしまいましょう。トラップは覚かく悟ごの上で。

フレア：じゃあ壊します。命中判定ですね？　……あ、クリティカル!?　えーと。ダメージは合計で21点です！

ＧＭ：では、フレアの一いち撃げきによって宝箱は見事に粉ふん砕さいされます。トラップはなく、なんと一〇〇〇Ｇをゲット！

フレア：おお[image: ][image: ][image: ]！

ドル：ためらいもなく殴なぐったのは正せい解かいでしたな（笑）。

フレア：〝当たって砕けろ〟作戦、けっこう効いてますよ！

ドル：わしはショーに攻撃だな。お前がいなくなれば、わしらの勝ちは揺ゆるがなくなる！

ＧＭ：先ほど食らったダメージがあるから、結けつ構こうまずい！

ドル：アノクタラサンミャクサンボダイ（←魔法発動の呪じゆ文もん）……大地よ、敵を呑のみ込こめ。忍法《ランドフィッシャー》！

ＧＭ：（ダイスを振る）ぐわっ!?　それでも回避はできない！　マヒを受けてしまう。

ドル：次は、ダイの行動か。

ＧＭ：ダイはマイナーアクションで宝箱Ｆに移動、メジャーでショーを引き戻そう！

セレネ：次はわたしの番。ここはショーを戦闘不ふ能のうにして、向こうの手数を潰つぶしましょう。

ドル：二対四になるから、こっちが圧あつ倒とう的てきに有利になりますからな。

セレネ：フェイトを１点使ってダイとショーを魔法で攻撃！　（ダイスを振る）低いっ!?　10です。

ＧＭ：10ですか？　それならショーは２Ｄ振って５以上で避けられます！

セレネ：なんですと!?

ＧＭ：「オレさまをハムスターなどと甘あまく見たな！」……あっ!?　ダイス目は４！

セレネ：やったー、当たった！

ドル：いいぞーＧＭ！　なんていいＧＭなんだー！（笑）

フレア：たんどーさん、すごいいい人です。

ＧＭ：あああああ……こ、こんなはずでは……。（ダイスを振る）くっ、ダイは回避したのに！

セレネ：ダメージは11点です。

ＧＭ：それでショーは倒たおれます（笑）。

フレア：わーい、やったー。

ＧＭ：ショーがやられると、宝箱は力ずくで開けるしかなくなってしまう……！

ドル：よし、かなり有利な展てん開かいじゃ！

ユーノス：次はボクの行動。宝箱Ａに移動、メジャーアクションで開けてしまおう。

ＧＭ：宝箱Ａですね？　この宝箱には鍵がかかってませんでした。一〇〇〇Ｇゲットです。

ユーノス：やった！




▼第３ラウンド
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ＧＭ：「このパーティの要は、そのネヴァーフとみた」戦せん術じゆつ参さん謀ぼう格かくを狙ねらおう。というわけで、チュウは渾こん身しんの力をこめてドルを殴なぐります。

フレア＆セレネ：外れろ～、外れろ～。

ＧＭ：とりゃ（ダイスを振る）。

ドル：おー！　クリティカルはでないが高い目だ。ダイス目は13もある。

ＧＭ：命中の達成値は18です。

ドル：（ダイスを振る）……くっ、さすがに避けられないのう。

ＧＭ：よし、30点のダメージ！　チュウの爪が、ドルに深々と突つき刺ささる！

ドル：そのうち８点止めて、22点受ける。残りのＨＰは14点だから……倒たおれる、のか。

セレネ：《プロテクション》でも防ぎきれない。フェイトを使えば……。

ドル：いや、わしは戦闘不能になるだけです。のちに備そなえて温おん存ぞんを。

セレネ：ドルさん……っ！　わかりました、《プロテクション》は使いません。

ドル：うごーっ！　……ばったり。

フレア：ドルさーん!?　ドルさんの仇かたきは必ず……本当は死んでないけど。

ドル：それより箱を！　命より金を！（笑）

ユーノス：こんなときまで金の心配を……。ドル、あなたってひとはー！（一同笑）

ＧＭ：では、次はユーノスですね。

ユーノス：これはもう、手当たり次第に宝箱を開けねば。でも、様子見に待機。

フレア：わたしは宝箱Ｆにマイナーで移動して、箱を壊こわします。

ＧＭ：壊そうとしますか？

フレア：はい、壊します。

ＧＭ：はっはっはっ、かかりましたね？

フレア：え？

ＧＭ：この宝箱はミミックです。データをちょっとばかりいじってありますが。

一同：なんだって────────────!?




ミミック

　宝箱に擬ぎ態たいして、近づいてきた冒ぼう険けん者しやを襲うモンスター。

　なお、この競技用に、攻撃の対象になることで行動する、エンゲージを離脱する相手を追わない、などの改造を施してある。

[image: ]




ＧＭ：このゲームのミミックはエンゲージしてきた途と端たん攻撃してくるものなのですが、これは改造してあるので、攻撃される気配に反応して行動します。

ドル：うおー、アグレッシブな作戦が裏うら目めにでたか。




　宝箱だと思って破壊しようと、フレアは剣けんを振ふり下おろす。

　しかし、その宝箱は素す早ばやい動きでその攻撃をかわした。

　ぐわっとその大きな顎あごが開くと、鋭するどい牙きばがところせましと並ならんでいる。




ＧＭ：というわけで、フレアは57点のダメージを受けます。頭から噛まれます！

一同：57点!?

フレア：きゃ──────っ!?

ドル：硬いフレアお嬢さまが一撃で!?

ＧＭ：はっはっはっ、20レベルのエネミーですからね。当たれば一撃です。

ユーノス：20レベル!?　それは絶対に近づいてはいけない！

ＧＭ：会場は「お嬢さまがミミックに食われたぞー！」と盛もり上あがる（笑）。

フレア：……ああ、もっと箱を壊したかった、ぱたり。

セレネ：お姉ちゃん!?　……お姉ちゃんの分まで、しっかり稼かせぐからね！

ユーノス：なんて前向きな（笑）。どこまで前向きな双ふた子ごなんだ！

ＧＭ：では、次はダイですね。このままここにいると、ミミックに食われてしまう。せめて、箱を開けて逆ぎやく転てんを狙ねらうか。えー、メジャーアクションで宝箱Ｅに移動。

セレネ：次はわたしですね。む、ダイに《サモン・リヴァイアサン》で転倒を与あたえておくのが勝利への道！（ダイスを振る）えいっ……、ああ、ファンブった!?

ＧＭ：ここでファンブルですか！　いやぁ、なかなか神がかったダイス目ですね。

セレネ：う、うう……。どうして出目が悪いのー（涙なみだ）。

ユーノス：次は待機していたボクの番。マイナーで宝箱Ｃへ移動し、宝箱Ｃを開けます。

ＧＭ：鍵はかかっていません。どうぞ、開きました。

ユーノス：やった！

ＧＭ：すると、毒ガスが噴ふん出しゆつします。ぷしゅー！（ダイスを振る）12のダメージ、さらに毒です。

ユーノス：ぐわ───っ!?　ここでトラップですかっ!?

ＧＭ：中身は空です。お金は入ってません。

ユーノス：なんてことだ、完全に外れを引いてしまった！

ＧＭ：クリンナップでユーノスは毒によるダメージ３点を受け。最終ラウンドです。




▼第４ラウンド

ＧＭ：動けるのは、ＰＣはセレネとユーノス、デッドマンはがチュウとダイの四人。セットアップは何もないですね？　……それでは、まずはチュウから。

ユーノス：このチュウの攻撃をしのげればボクたちの勝ちです。がんばって！

ＧＭ：それでは、チュウの行動。セレネを攻撃します。鋭い鉄の爪でザクーッとひと刺ざしにしてきます。おっ、なかなか高い！

セレネ：（ダイスを振る）……かわせません。

ＧＭ：ダメージいきます！　……うわぁ、涙が出るくらい低い、17点です。

セレネ：物理防ぼう御ぎよ点が６点あるので11点ダメージが抜ぬけるだけ……十分立ってます。

フレア：お父さんの教えを守っていたら、ふたりとも硬いお嬢さまに育ちました（笑）。

ＧＭ：次はダイ。ダイは宝箱を開ける方向で。このＥを破壊！　毒ガスだ（一同笑）。

ユーノス：あとはどれだけ余よ分ぶんに賞金を得られるかだ。宝箱Ｈに移動して開けてしまいましょう。

ＧＭ：はっ、ではまた毒ガスが。ぷしゅー！

ユーノス：なにー!?（一同笑）。

セレネ：ユーノスの姿を見て、無理をするのは止めることにします（笑）

ＧＭ：というわけで戦闘終了です。




＊　　　＊　　　＊




フレア：もう死し屍し累るい々るいですね、かなり。

ドル：しかし、試合自体はかなり盛もり上あがったようですぞ。

ＧＭ：というわけで勝利したコロローナ商会は、賞金二五〇〇Ｇに獲かく得とくした二〇〇〇Ｇを加え、四五〇〇Ｇの賞金を得ました。

ドル：これに加えて、賞品チャートか。生き残ったセレネお嬢さまに振っていただこう。

セレネ：わたしがですか？　さっきから出目が悪いですよ。

ドル：だからこそ、よくなることもあるのです。

セレネ：《目利き》があるので３Ｄですね。フェイトは、たくさん使ったので温存しよう。とー（ダイスを振る）……お、５が三つで、15！

ＧＭ：15ですと二〇〇〇Ｇの賞品、金のトロフィーを獲得です。

フレア：わあー！

ドル：おお、合計六五〇〇Ｇか！

ＧＭ：すかさずマティアスが「うむ、ご苦労様」と五八五〇Ｇを持っていきます。

フレア：わーっ!?　ごっそり持っていかれた!?（笑）

セレネ：ああ、せつない。

ドル：とほほ。手元に残ったのは、六五〇Ｇ……。ふたりも戦闘不能になったのに……。

フレア：わたしなんかミミックに噛かまれたのにー。なんか儲もうかった気しない（笑）。

ドル：それでも、何とか六五〇Ｇは手元に残りましたぞ。

フレア：神様って残ざん酷こくですね。

ＧＭ：「いやいや、契けい約やくを守るのは信しん仰こうの第一歩なのだよ」などとマティアスは言います。

セレネ：そして、馬車馬のように働かされている。

ＧＭ：「キミたちははたらく。神しん殿でんはいただく。世の中は、そのように神が定めておられる」と、借金を回かい収しゆうして去っていきます。

ユーノス：マ、マティアス……（笑）。

フレア：ともかく、これでいくら返したんですか？

ドル：（そろばん弾はじいて）はっ、……今のところ、七二九〇Ｇの借金を返しております。

セレネ：あと二七一〇Ｇ返せば一万Ｇに届く！

フレア：もうひと息じゃないですかー。

ＧＭ：では、シーン終了ということで。




　現金探索争奪マッチの獲得賞金合計　六五〇〇Ｇ

　マティアスによる天引き　　　　　　五八五〇Ｇ

　目標金額まで残り　　　　　　　　　二七一〇Ｇ

　借金返へん済さい総そう額がく　　　　　　　　　　　七二九〇Ｇ







◆Middle 08◆美少女首斬り系アイドル登場




　こうして、現金探索争奪マッチを終えたコロローナ商会のメンバーたち。

　だが、すぐに次なる戦いが待っていたのである。




ＧＭ：というわけで、試合の直後。毒は食らうわ宝箱に噛かみ付つかれるわ敵に殴なぐられるわと、お嬢さまたちも大変な目に遭あいました。まあ、控ひかえ室しつでボロボロになってる感じですね。

ドル：おまけにマティアスに金を持ってかれたからな。心もボロボロだわい。

フレア：でも、ボロボロになるの慣なれてるから。いつものことなんですよ、きっと。

ＧＭ：それでもサントスはニコニコして手を叩たたき「いやいや、見事見事。マティアスさまもあなたたちには期待しておられるようで」と。

セレネ：期待されても、全然嬉しくないのは何故だろう？（笑）

ＧＭ：「そうそう、次の対戦相手が決まりました。今、ちょうどコロシアムでデモンストレーションを行なっています」

セレネ：デモンストレーションですか。気になりますね。

ＧＭ：「さあ、一いつ緒しよに見に行きませんか？」

フレア：行きます行きます。




　コロローナ商会の一行が観客席に向かうと、すさまじい熱ねつ狂きようがコロシアムを包んでいる。

　そのほとんどが男だん性せい客きやくで、中にはそろいの衣い装しように身を包んで応援している一いち団だんもいる。

「Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ!!　Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ!!」

　そんなかけ声が、一体となって響ひびいている。




フレア：それって、いわゆるアイドルコンサートみたいな？

ＧＭ：ええ、まさしくそれです。ステージには華はなやかなコスチュームの四人の少女が、熱狂的な歓声に迎むかえられています。

ドル：……もしかして次の試合の相手は、この少女たちとでも？

ＧＭ：「そのとおり。あれがキミたちの次なる対戦相手……美少女首斬り系アイドルギルド───〝ＳＬＡＳＨスラツシユ〟！」

ドル：び、美少女首斬り系アイドル!?

ＧＭ：はい。ちなみにＳＬＡＳＨは〝Superスーパー Ladyレデイ Andアンド Superスーパー Heroinesヒロインズ〟の略りやく！

ユーノス：そんな無む駄だな設せつ定ていまで!?

フレア：美少女……美少女首斬り系……新しい!?

セレネ：お姉ちゃん、そこ感心するところじゃない。たしかに新しいけど（笑）。

ＧＭ：彼かの女じよたちはスケボーに乗ってササーッと登場してくるんですが、そのスケボーのエッジに刃は物ものが仕し込こんであるのです。名付けてギロチンスケボー！

フレア：ギロチンスケボー!?　それで踊おどりながら攻撃して来たりするんですか？

ユーノス：あー、たしかにひと昔前のアイドルグループのようだ。

ＧＭ：するとＳＬＡＳＨのリーダーが観客席のファンに向かって手を振って「みんな、きょうはきてくれてありがとー！　わたしたちの試合、必ず見に来てね～。はっきりいって相手は格かく下しただから、全力で叩き潰しちゃいまーす♪」と約束します。

ユーノス：こんな挑ちよう発はつ的てきなヤツばかり。コロシアムは人をどう猛もうにさせる魔ま力りよくがある。

ＧＭ：「それじゃあわたしたちの新曲……〝ジェノサイドラブ〟を披ひ露ろうします！」

ドル：それって曲名か!?（笑）

ＧＭ：はっ、曲名です。で、会場はスケボーしやすいようにすり鉢ばち状になっていて、三人が周囲をグルグル回りながら歌い、中央にはそれに合わせて踊おどるリーダーがあなたたちの似に顔がお絵えが貼はりつけられた大根に向かって突とつ進しんしていきます。




　目と目が合った　その日

　あなたのハートを　皆みな殺ごろし

　これがわたしの　恋こいの方法

　Genocide　Love♪




フレア：ちょっと何ですかその歌!?（大爆笑）

ＧＭ：そんな歌に合わせて踊りながら、ギロチンスケボーが……彼女たちの乗ってるスケボーですが、大根をスパスパスパッと切っていきます。

フレア：こ、これは……（笑）。

セレネ：ほんと、次から次へと（笑）。

ユーノス：フレアさん、セレネさん。見てほしい彼女たちの輝かがやきを。……でも、あれはまがいものにすぎない。本物の輝きを放つのはキミたちだから！（一同笑）

フレア：ユーノスさん、わたしたちにも歌を！

ユーノス：歌を、ですか？

フレア：いやだって〝ジェノサイドラブ〟に勝ちたいですし。

セレネ：向こうがアイドルならこっちは演えん歌かな気がする。ノリ的に。

ユーノス：ともかく、徹てつ夜やで書き上げます（笑）。

ＧＭ：では、話を戻もどしますが当日の試合はこのすり鉢状ステージで行ないます。

ドル：それって向こうに無茶苦茶有利じゃろー？

ＧＭ：「そこは向こうの意向に合わせないと。せっかくアイドルが参戦してくれるというのですから」サントスは取り合いません。

ドル：きっと、会場の八割はＳＬＡＳＨの応援で埋うまるんじゃろう。

フレア：アウェイな感じなんですね。

ＧＭ：カタリーナが手を回してますからね。ＳＬＡＳＨのメンバーを呼よんで「コロローナ商会の連中をギッタンギッタンにしていただきたいの」なんて裏で言ってるんですよ。

ユーノス：またこの会場のＶＩＰ席から観戦しながら？

ＧＭ：「あなたたちは、あの大根のようになるのよ。おほほほほ！」などと笑いつつ。

セレネ：負けない（笑）。

ドル：セレネお嬢さまは本気じゃ。

フレア：わたしは別方向で本気です。新曲について考えてます（一同爆笑）。

セレネ：さすがお姉ちゃん。

フレア：わたしたちも歌わなきゃ。ヒットすれば借金だって返せるかも！




　ミリオンヒットを狙ねらって借金返済を考えるとは、さすがは風雲児の娘である。




ドル：そっちの方向ですか、フレアお嬢さま（笑）。

ＧＭ：というわけで、シーン変わります。







◆Middle 09◆当たって砕くだけよ




　そして試合当日───。

　フレアとセレネは控え室で何かの気配を感じ、警戒していた。




ＧＭ：というわけでＨＰ、ＭＰが全ぜん快かいし、戦いに備えて控え室にいるわけですが……（セレネとフレアのプレイヤーに）おふたりともどうしました？　何か警けい戒かいしているようですが？

セレネ：いえ、クライマックスの試合前なのでカタリーナがいないかと。

フレア：わたしも、動物的勘かんで何かそんな気配を探さぐってます。

ＧＭ：ではふたりとも、【感知】で判定してください。

フレア：わたしは達成値13です。

セレネ：わたしの【感知】はもう聞かないでという値だからなあ。……達成値は６です。

ＧＭ：フレアは靴くつの中に入った画が鋲びように気づきます（笑）。

フレア：あら、画鋲が。

ドル：いやがらせの定番じゃ（笑）。

セレネ：もしかして、わたしは気づかずに履いてしまうんですか？

ＧＭ：はい、ＨＰ１点を減少させてください。

セレネ：くっ……!!（←怒りのあまりプルプル震える）

ＧＭ：そうするとＳＬＡＳＨのリーダーがやってきて、「あなたたち、あまり好かれてないんじゃない？」なんて言います。観客いないと、がらりと性せい格かくが変わってますね。

セレネ：こ、このっ、く───。

一同：……く？

セレネ：……いえ！　抑おさえます!!　お姉ちゃんの前では、黒いものは抑えねば。

ＧＭ：リーダーは「次の試合は、正々堂々と戦いましょう？」と、握あく手しゆを求めてきますよ？

フレア：もしかして、手には画鋲がついてないですか？

ＧＭ：【感知】してみます？

フレア：はい。【感知】の達成値は12です。

ＧＭ：案の定ついてました。

ドル：こ、こいつら……（笑）。

フレア：あのー、リーダーさん。手に画鋲がついてますよ？

ＧＭ：「あら、こんなところに画鋲が。一体どうしたのかしらね？」

ユーノス：白々しすぎる（笑）。

フレア：気をつけてくださいねと、優やさしく言ってあげます。

セレネ：お姉ちゃんに手を出そうとするとはいい度ど胸きよう。ギッタンギッタンにしてやる（笑）。
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ドル：おお、セレネお嬢さまが燃もえておられる。

ＧＭ：ＳＬＡＳＨのリーダーは「じゃあ一いつ生しよう懸けん命めい戦って、わたしたちの新曲を引き立ててちょうだいね？」と言って去っていきます。

セレネ：負けない、絶対負けない……。

ＧＭ：では、そんなところにライオとネルが声をかけてきます。

フレア：ああ、〝クラッシュエンジェルズ〟のお姉さまたち!!

ＧＭ：「次の試合、対たい策さくは考えてある？　彼女たちはたしかに強いわ」ネルが心配してます。

セレネ：〝ジェノサイドラブ〟対策ですか？

ＧＭ：ライオが「リズムに合わせて戦うスタイル。決してパフォーマンスだけではない」

セレネ：リズムに合わせて戦う……やっぱり、ダンサーやバードなんだ、きっと。

ＧＭ：ネルも「あのファイトスタイルだと、転倒したら立ち上がるの大変そうじゃない？」

フレア：わー、有効そうなアドバイスをもらいましたー。

ＧＭ：ライオとネルは、そうやって助言をして「頑がん張ばりなさい」と励はげましてくれます。

フレア：ありがとうございます！

ドル：きっと、旦だん那なさまに世話になったとかそういう過か去こがあるのだろう。

フレア：もう元気百倍ですよ！

ＧＭ：というわけで、次はクライマックスになります。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆ＳＬＡＳＨ×ＳＬＡＳＨ!!




　ＳＬＡＳＨ対コロローナ商会のチケットは話わ題だい性せい抜ばつ群ぐん、すぐに完売となった。

　いつにも増まして大入りのコロシアムは、戦いの始まりを今や遅しと待ちかねる。

「お待たせしました！　本日のメインイベント、美少女首斬り系けいアイドルギルド〝ＳＬＡＳＨ〟対風雲児の血けつ統とう〝コロローナ商会〟の時間無む制せい限げん一本勝負を行ないます！」

　サントスの口上が述のべられ、ボルテージは最さい高こう潮ちように達した。




ＧＭ：というわけで、クライマックスです！　ちなみに、賞金は六〇〇〇Ｇ！

ドル：それは大きい！　お嬢じようさま方、勝てば館の差さし押おさえは防ふせげますぞ！

フレア：はい、頑がん張ばります。会場にはユーノスさん作さく詞し作曲の演えん歌かで入場します。

ユーノス：「……どこかの星の下にいるお父さん、聞こえていますか？　艱かん難なん辛しん苦くを乗のり越こえて、今双ふた子ごの姉妹が歌い上げます」みたいな前口上を述のべよう！

ＧＭ：……それは、吟ぎん遊ゆう詩人の仕事なのだろーか？（笑）

ドル：しかし、ＳＬＡＳＨの曲がその次に流れて前ぜん座ざあつかいされてしまいそうだ。

ＧＭ：実じつ際さい、会場の八割わりぐらいは向こう側のファンと思われます。

セレネ：下手に倒たおすと、カミソリの手紙がきそうですね。

ＧＭ：会場は異い様ような熱気が包んでおります。するとＳＬＡＳＨのリーダーが「最高の舞ぶ台たいが用意されたわ。あなたたちに見せてあげる。〝ジェノサイドラブ〟を！」

セレネ：ダメだ、タイトルだけで面白いわ（笑）。

ＧＭ：というわけで、戦せん闘とうに移うつりますが、その前に特別ステージの説明をしましょう！




　試合会場は、円形のすり鉢ばち状じようになっている。

　中心から、外に向かうにつれて傾けい斜しやが大きくなっているのだ。
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ＧＭ：この中心部分５メートルはペナルティなしで移い動どうできます。

フレア：この、外の色が違ちがう部分は？。

ＧＭ：５～15メートルのこの部分は、移動力の消費が二倍、15～25メートルのこの部分は、移動力を三倍消費します。

セレネ：なるほど、傾斜が大きくなっているからか。

ＧＭ：しかし、飛行してると関係ありません。ちなみに、ＳＬＡＳＨはギロチンスケボーに乗っていると飛行状じよう態たいになります。

ユーノス：すると飛行できるボクにも有利。さっきといい、意外と翼つばさは役に立ちますね。

ＧＭ：ＳＬＡＨリーダーが「みんなー、応援しててねー！」というと、メンバーが揃ってポーズを決めたりします。アニー、ベッキー、キャシーといますが、Ａ、Ｂ、Ｃと呼んでやってください（笑）。顔は一緒で髪型が違う三つ子って感じですね。

フレア：それは双子としては負けられない（笑）。




▼第１ラウンド




行動値

　ＳＬＡＳＨリーダー：　　　　９

　ユーノス：　　　　　　　　　７

　フレア＆ドル：　　　　　　　６

　ＳＬＡＳＨメンバーＡＢＣ：　６

　セレネ：　　　　　　　　　　５




ドル：というわけで、セットアップじゃな。

フレア：わたしは《ターゲットオン》でリーダーに狙ねらいをつけます。これで、リーダーを攻撃したときは命中＋２です。

ドル：いきなりホームラン予告みたいに剣けんをリーダーに向けるわけですな。

フレア：やっぱり最初にやったほうが盛もり上あがりますよね！

ＧＭ：そりゃ盛り上がりますよ。リーダーもちょっとカチンと来たようで「……この女、わたしと張はり合あおうというの？　芸げい能のう界かいのきびしさを教えてあげるわ」

ユーノス：いや、芸能界じゃありませんて（笑）。

ＧＭ：リーダーは「いい気になっていられるのは今のうちよ。行くわよ、みんな。ジェノサイドラブ・フォーメーション！」と言って、ギルドスキル《陣じん形けい》を使用して、散開！




《陣形》

　セットアッププロセスで使用し、即座に移動を一回ずつ行なえるギルドスキル。




ユーノス：やっぱりみんな、歌いながら散って行くんですか？

ＧＭ：はい、歌って振ふりつけをしながら、リーダーは皆みなさんのエンゲージに突入、他のメンバーは傾斜のある10メートルの位置に散開し、ぐるぐる回ってます（笑）。

セレネ：でも、こっちの魔ま法ほうは届とどくからなんとかなる。

ドル：まあ、戦い方次第ですな。
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ＧＭ：セットアップの処しよ理りは終わり、最初に行動できるのはリーダー。フレアを攻撃します。《トゥーハンドソードマスタリー》があるので、３Ｄで命中を振れます。

ドル：トゥーハンドソードって……両手剣なのか、そのスケボー!?（笑）




《トゥーハンドソードマスタリー》は、両手剣のあつかいに習しゆう熟じゆくしていることを表わすスキル。命中判はん定ていの際さい、ダイスに＋１Ｄできる。




ＧＭ：演出はスケボーですが、データ上は武器と騎乗物でデータを分けています（笑）。

ドル：つまり、スケボーの〝刃〟の部分が両手剣で、スケボーに騎乗しとるのか。

フレア：騎乗って言うのは？

ドル：馬とかに乗っていて、騎乗状態にあるというルールです。ちなみに、転倒を与えると落馬して解除されるはず。

ＧＭ：そういうことです。メジャーアクションで《バッシュ》！　さらに《ダンシングヒーロー》を使用し、命中のダイスにさらに＋１Ｄし、これで４Ｄで命中判定！

フレア：ダイス４個こも振れるんですか？　それは避よけられそうもないです!?

ＧＭ：《ダンシングヒーロー》は、あらゆる判定に＋１Ｄできるダンサーの自動習得スキル。シナリオ中、キャラクターレベル（ＣＬ）回まで使えます。「まずは、生意気な態たい度どのあなたからよ」とリーダーは踊おどりながら攻撃。達成値は17です。

フレア：（ダイスを振る）んしょ！　……あー、ダメだ。17は避けられないです。

ＧＭ：《バッシュ》は４レベルあるのでダメージは４Ｄ追加。さらにメンバーＡから《ディスコード》が飛んで＋１Ｄ。基本の２Ｄ加えて……ダメージロールは合計７Ｄ！

フレア：なんかたくさんダイスを振ってきますよ!?

ＧＭ：たあ！（ダイスを振る）　……しかし、ダメージはそうでもない。34点です。

セレネ：危ないお姉ちゃん！　《プロテクション》で４点減少です！

ユーノス：これは、残りのメンバーも《ディスコード》を使ってきますね。《ディスコード》がボクも持っているバードの自動取得スキル。シナリオ中、一回だけダメージにＣＬ個のダイスを足す効果があります。

ドル：リーダー以外はバードで、《ディスコード》や《ジョイフル・ジョイフル》で支し援えんしてくるんだろう。リーダーは、きっと口パクで歌っておるに違ちがいない（笑）。

ＧＭ：はっ、リーダーは歌っていません。おっしゃるとおり口パクです。

ドル：やはりな（笑）。

ユーノス：ボクの番ですが、待機です。《ジョイフル・ジョイフル》の支援のために。

ドル：次は、わしとフレアお嬢さまの手番か。ここは向こうの手数を減へらすのが手！《ディスコード》を使ってないＳＬＡＳＨメンバーＣを魔法で攻撃じゃ！　命中は16！

ＧＭ：しかし、ＳＬＡＳＨメンバーＣには《バタフライダンス》があるので、回かい避ひ判定に＋１Ｄできます。（ダイスを振る）……、よし、踊りながら華か麗れいに避よける！

ドル：なに!?　回避されたかっ！

フレア：ドルさんの次はわたし。《スマッシュ》でリーダーにめいっぱい斬きりかかります！　命中の達成値は22と高いです！

ＧＭ：くっ……クリティカルを出すしか……とぅあ！（ダイスを振る）




　気合いとともに振ふられたダイスは、一いつ瞬しゆん六ゾロを示しめしかけ……五と六の目で止まった。




ドル：あ、あぶねー（笑）。

ＧＭ：我われながら絶ぜつ妙みような目を出す（笑）。しかし、こんなにいい目なのに避けられません。

フレア：ほっ、よかった……。思いっきり斬りかかって、22点です。

ＧＭ：まだまだこの程てい度どでは倒たおれませんよ。では、メンバー三人に手番が回ってきましたね。

ドル：メンバー三体か……。これは危険かもしれん。

ＧＭ：まずメンバーＡが《ジョイフル・ジョイフル》でリーダーを未行動にします。「届とどけ、ジェノサイドラブ！」リーダーは曲のリズムに合わせてギロチンスケボーをターンさせ、セレネに向かって攻撃しましょう。メジャーで《バッシュ》を宣言！

ユーノス：フッ、させませんよ。《インタラプト》を使用！　リズムの中に、リュートを掻かき鳴ならして意図的に不協和音を流ながし込こむ。これで《バッシュ》は打ち消し！

ＧＭ：《インタラプト》は、スキルの効こう果かを打ち消すスキル。メジャーアクションのタイミングで使用するスキルの場合、自動的に失敗してしまう！

フレア：ユーノスさんかっこいいっ！　ありがとう!!

ユーノス：フッ、キミたちの技わざがリズムに依い存そんしていることはお見通しですよ。

ＧＭ：「……なんてこと、わたしたちのジェノサイドラブがっ!?」

ユーノス：夢ゆめと希望とは、こういう力のことをいうのです。

ＧＭ：「まだよリーダー！　わたしたちの歌は終わってない！」今度はメンバーＢが《ジョイフル・ジョイフル》。リーダーはふたたび行動、今度はフレアに狙いを変へん更こう！

フレア：死にたくないので、２点フェイトを使って……とうっ！（ダイスを振る）

ドル：おおっ、これは!?　６の目がふたつ！

セレネ：お姉ちゃんがクリティカルした!?

ＧＭ：「わ、わたしのジェノサイドラブが!?」

フレア：ユーノスさんが作ってくれた演歌のリズムで避よけます！

セレネ：お姉ちゃんの身のこなしは、こぶしがきいている（笑）。

ＧＭ：しかし、今度はメンバーＣが《ジョイフル・ジョイフル》！　みたびリーダーの行動！

ユーノス：三連攻撃!?　曲名どおり、恐おそろしいコンビネーションですよ！




　ＳＬＡＳＨの作戦は、攻こう撃げき力りよくの高いリーダーを三人のメンバーが《ジョイフル・ジョイフル》で複ふく数すう回かい攻撃させるというもの。

　さらに命中すればバードのスキル、《ディスコード》でダメージを＋１Ｄ上乗せしてくる。

　支援するメンバーは《バタフライダンス》によって回避も高いので、厄やつ介かいだ。




ＧＭ：……くっ、今度は出目が振ふるわない！　命中は11。

フレア：それなら普ふ通つうに回避できます（ダイスを振る）……ほら、避けた！

ＧＭ：くんっと伸びた刃が、フレアの喉元を掠める！　結局、当たったのは一発だけか。

セレネ：そして次はわたしですね？《サモン・リヴァイアサン》で、命中にフェイトを１点注つぎ込こみ、メンバーＢを魔法で攻撃します。いきます、えい！（ダイスを振る）

フレア：セレネちゃんのダイス目は……11ですね？

セレネ：なので魔ま術じゆつ判定の達成値は16。

ＧＭ：メンバーＢは《ダンシングヒーロー》を使用。さらに《バタフライダンス》があるので、４Ｄ振れます。とりゃ！　（ダイスを振る）……はははっ、完かん璧ぺきに避けました！

ユーノス：うわ、クリティカルだもんなー。

セレネ：……がっくり。こればっかりはどうしようもない。

ＧＭ：「わたしたちのダンス力を舐なめないことね」波乗りして津波をかわすメンバーＢ！

ドル：波乗りって（笑）。しかし《ダンシングヒーロー》を使わせた意味はありますぞ。

ユーノス：《ダンシングヒーロー》には使用回数に制限がありますからね。

ＧＭ：そろそろメンバーの息があがって歌えなくなっている。

ユーノス：そして待機していたボクの番。まず、マイナーで翼を広げて飛行状態になって……メジャーでドルさんを《ジョイフル・ジョイフル》で未行動にします。さあドルさん、夢と希望の歌で奮ふるい立たつのです！

ドル：もう一度、《ランドフィッシャー》でメンバーＣを攻撃じゃ！　ほれ、命中は18！

ＧＭ：……おっ、おおおおっ。こちらの回避は14!?

ドル：当たった!?　よし、《マジックフォージ》でダメージを増ふやす。それからフェイトをさらに２点。使えるリソースは全部詰つめ込こもう。

ユーノス：《ディスコード》で支援できますが……どうします？

ドル：より確かく実じつに倒すなら、あった方がいい。

ユーノス：では《ディスコード》を使用。ダイスを増やします！

ドル：合計８Ｄ振れる！　期き待たい値ちでいけるはず。死ねーっ！〈地〉属ぞく性せい32点のダメージ！

ＧＭ：うっ!?　それは……メンバーＣは戦闘不ふ能のうです。地割れに呑まれていきます！

ドル：よし、やった！

ＧＭ：ということで、このラウンドは終しゆう了りよう。




▼第２ラウンド
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　ＳＬＡＳＨの戦せん術じゆつは、攻撃力の高いリーダーを三人のメンバーが支援するというもの。

　メンバーＣが倒たおれたので、攻撃回数は四回から三回に減へった。

　ＰＣたちは、続いて《ジョイフル・ジョイフル》で支援するメンバーに狙いを定める。




ＧＭ：続いて２ラウンド。セットアップです。

ユーノス：《ファイトソング》でさっき使った《インタラプト》の使用回数を復ふつ活かつ！

フレア：へえー、そんなスキルがあるんですか？　バードって意外と色々あるんですね。

ＧＭ：では、ユーノスは自分を称たたえる歌を歌ってるわけですね。

ユーノス：〝奮ふるい立たて自分～〟の歌（一同笑）。

ＧＭ：そしてセットアップが終わるとリーダーの行動から。押おされ気味で少し困こん惑わく。「押されている!?　わたしは首斬り系アイドルよ！　ＳＬＡＳＨのリーダーよ！」

フレア：殺さつ傷しよう能のう力りよくだったら、こっちも負けてないです！

ユーノス：そんなところで張はり合あわないでください（笑）。

ＧＭ：ならば、張り合ったフレアから倒していきましょう。《ダンシングヒーロー》は……今回は取っておく。《バッシュ》でフレアを───。

ユーノス：ちょっと待った！　《バッシュ》は《インタラプト》で潰つぶします！

フレア：わーい、ユーノスさん素す敵てきです。まさに守しゆ護ご天使状態ですね！

ユーノス：しかし、ご利り益やくはこれで売り切れです（爆ばく笑しよう）。

フレア：待ってください、天使のご利益って、売り切れるもんなんですか？（笑）

ユーノス：はっ、売り切れます（笑）。で、ボクは待機を宣せん言げん。

フレア：すると、次はわたしかドルさんの番ですか？

ドル：そうです。フレアお嬢さま、ここはお先にどうぞ。

フレア：じゃあ、わたしから先に行動します！　リーダーを、もっかい《スマッシュ》を使って攻撃です！　（ダイスを振る）……んー、命中は微び妙みような感じです。達成値は14です。

ＧＭ：14なら避よけられる。リアクションで《アヴォイドダンス》を宣言！　さらに《ダンシングヒーロー》を使って確実に……おお、危あぶない。ぴったり14で避けています！　ギロチンスケボーを盾にして、フレアの剣を止めます！

フレア：うわっ!?　避けられた！

ＧＭ：《アヴォイドダンス》を宣言したので、華麗に宙ちゆうに舞まいながら５メートル離はなれます。

ドル：おっ、そのスキルはエンゲージからも離れられるんだ？

ＧＭ：ええ、離れられます。しかも回避に＋ＳＬできるというダンサーのスキルです。

ドル：ではわしか。メンバーＢを魔法で攻撃。大地よ割われよ！　命中は18！

ＧＭ：（ダイスを振る）……ああっ、わずかに足りない！　回避は17です。

ドル：魔法ダメージは19点じゃ！

ＧＭ：……まだ、かろうじて立っています。

ドル：ちっ、これは仕方がないか……。

ＧＭ：では、ここから《ジョイフル・ジョイフル》によるコンビネーション！　まずはメンバーＡがリーダーを未行動に。「あなたはわたしたちのリズムを狂くるわせる！」とユーノスを攻撃！

ユーノス：はははははっ、あなたは重大なミスをしました。

ＧＭ：リーダーは「ミスですって？」と動どう揺ようします。

ユーノス：この《インタラプト》も《ファイトソング》も使い果たした、抜ぬけ殻がらのようなボクなんかを攻撃していいんですか？

一同：自分で言うな─────っ!?（爆笑）

ＧＭ：と、ともかく後に禍か根こんを残さないためにも！　……えー、命中は15です。

ユーノス：（ダイスを振る）……おおっ、クリティカルしました!!

ＧＭ：だが、まだ終わらない！　メンバーＢがマイナーでマヒを回復し、《ジョイフル・ジョイフル》。ふたたびリーダーがギロチンスケボーの刃はを閃ひらめかせ、ユーノスを攻撃！　命中は16！

ユーノス：……よし、ぴったり16っ！　髪かみの毛けだけ斬きられ、さらっと舞います。

フレア：ああっ!?　ユーノスさんがいい気になって美形な演出を!?（笑）

ユーノス：ははは、こんなにいい目が続けば、いい気にもなります（笑）。

ＧＭ：「ジェノサイドラブをみんな避けるなんて!?」こちらの行動は終了です。

セレネ：では、わたしの番。リーダーを狙います。フェイトを１点使って《サモン・リヴァイアサン》で攻撃します。転倒を与えられるから、スケボーから落馬させられるはず！（ダイスを振る）とうっ！　……うっ、微妙な出目。命中は15です。

ＧＭ：それならば、こっちも期待値で避けられ……ぐわ、悪い、12!?　避けられません！

セレネ：当たったー！　これで転倒を与あたえます！

ＧＭ：まずい、このままだとまずい!?　リーダーが転ぶと、かなり不利！

フレア：転倒すると大変そうってクラッシュエンジェルズからアドバイスがあったわ！

セレネ：わたしの《サモン・リヴァイアサン》で確実にダメージを与えよう。フェイトを１点使って……魔法ダメージは13点。

[image: ]

ＧＭ：魔法防ぼう御ぎよ力りよくで止めるのは、２点だけ。

セレネ：そして転倒するので、転倒による落馬のダメージも。

ＧＭ：……くっ、転んだ。そして３点食らった。「よくもわたしをこのステージの上で転ばせてくれたわね！」ふたたび騎乗状態になるには、マイナーアクションが必要になります。

セレネ：あなたは、お姉ちゃんを危険な目に遭あわせたから。

ユーノス：それに、あのときの画が鋲びようの恨うらみも。

フレア：でも、わたしはリーダーをちょっと気の毒に感じました。

セレネ：ああ、お姉ちゃんは優やさしい……（うっとりと萌もえている）。

フレア：リーダーさん、そう気を落とさないで。〝猿さるも木から落ちる〟って言いますし。

ＧＭ：「ふん、わたしだってたまには失敗くらい……って、誰だれが猿よっ!?」（一同笑）

フレア：……ちょっ!?（笑）違うんです違うんです、そんなつもりじゃ[image: ][image: ][image: ]っ!?

ドル：うーむ、天然ツッコミ恐おそるべし（笑）。

ユーノス：今のは、勝手に向こうがキレたようにも（笑）。

フレア：いい感じで楽がく屋や裏うらの因いん縁ねんが続いちゃいましたね～（笑）。

ユーノス：では、全員行動しました？　それならボクは待機を解除して《ジョイフル・ジョイフル》でドルを……ええ～、ピンゾロ!?




　ピンゾロ……つまり、ダイス目はふたつとも１。ファンブルとなり判定は失敗。

　今までの描びよう写しやでは省しよう略りやくしてきたが、本来《ジョイフル・ジョイフル》を発動するためには、呪歌の判定に成功する必要がある。この判定は滅めつ多たに失敗することはない……のだが、ユーノスはここでピンゾロ……ファンブルを出してしまった。




ユーノス：で、ではフェイトで振ふりなおしを！

ＧＭ：今回の出目は、ＧＭ、プレイヤーともに荒あれている!?

ユーノス：こ、今度は成功している。あやうく歌か詞しを忘わすれるところでしたよ（笑）。

ドル：では、ユーノスが成功したので、メンバーＢをふたたび大地の裂さけ目めが襲おそう！

ＧＭ：さすがに、それで落ちました！　メンバーＢが倒たおれ、支援役はあとメンバーＡのみ。




▼第３ラウンド
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　ＳＬＡＳＨのメンバーはふたり倒たおれ、《ジョイフル・ジョイフル》は１回のみとなる。

　しかし、攻撃力の高いＳＬＡＳＨリーダーの攻撃を受ければ、ＰＣ達が一いち撃げきで戦闘不能に追おい込こまれる可か能のう性せいはまだ残っている。




ＧＭ：３ラウンド目です。ＳＬＡＳＨリーダーから行動ですね。ＳＬＡＳＨリーダーはマイナーアクションで転倒を回復。くっ、するとスケボーには乗れない！

フレア：効きいている!?　セレネちゃんの魔法がじわじわと効いている。

ＧＭ：やむを得ない。この際さい、ギロチンスケボーに乗らずに攻撃しよう。

ユーノス：え？　スケボーに乗らなくてもいいんですか？

ＧＭ：演出では一体となっているギロチンスケボーですが、データ上は飛行状態になれる乗物と両手剣ですから。「どおおりゃあああーっ!!」とスケボーぶん回して斬りかかるリーダー!!（爆笑）

ユーノス：もやは、アイドルでもなんでもない（笑）。

ＧＭ：ユーノスを《バッシュ》で攻撃！　スケボーでぶったたいてきます！

ユーノス：……フッ、クリティカル！

一同：おおおおっ～!?

ＧＭ：「……そんな。また避けられたの!?」

ユーノス：フッ、スケボーから降りたあなたのリズムを見切るのは、造ぞう作さもないこと。

フレア：かっこいい！　もうそこそこ美形とは言わせませんね。

ユーノス：そこで〝そこそこ〟なこと思い出させないでいただきたい!!（爆笑）

フレア：褒ほめてます、褒めてますよ？

ユーノス：大事なのは外見じゃない。中身が大事なんです。

ドル：遠えん慮りよしてるんだか、なんなんだか（笑）。

セレネ：これで、リーダーの行動が一いつ旦たん終わりですね。

ユーノス：ボクですが、やはり《ジョイフル・ジョイフル》のために待機を宣言です。

ドル：これはリーダーにマヒを与あたえたほうがいい。わしはリーダーに攻撃じゃ！　《ランドフィッシャー》の命中値は14！

ＧＭ：リーダーは《バタフライダンス》を持っていないし《ダンシングヒーロー》も使い切ってしまいました。（ダイスを振る）……ああ、やはり避けられなかったか！　〈地〉属性14点の魔法ダメージを食らって、マヒ。

フレア：では、わたしはリーダーを攻撃します！　もちろん《スマッシュ》も使います！

ＧＭ：くっ、これは避けられない！

フレア：せっかくなので残りのフェイト２点を使い切って、ダメージを４Ｄに。（ダイスを振る）26点です！

ＧＭ：……５点引けますから、21点のダメージを受けました。……ギリギリ、なんとか。

フレア：おおーっ、くやしい！

ＧＭ：「あなたたちになんか、負けられないんだから！」そこでメンバーＡの《ジョイフル・ジョイフル》を受けて行動！　マイナーでマヒを解除し……狙ねらうはフレア！

フレア：はいっ、わたしですね！

ＧＭ：「せめて、あなたの首だけでもっ!!」ギロチンスケボーでフレアの首を狙います。

フレア：美少女首斬り系アイドルの意地ですねっ！

ＧＭ：そういうことです。達成値は13！　命中したらダメージで《ボルテクスアタック》を使用する予定！　当たれば……ダメージロールで10Ｄ振ることとなります。

ドル：そ、それは危険じゃ！　避けるのです！

フレア：13は高い！　えいっ……９、やった！　回避は13ぴったりですっ!!

一同：おおおおおおおおおっ!!

ＧＭ：こ、ここで出すとは……。何という天運!?　これが風雲児の血か（笑）。

ドル：さすがです、フレアお嬢さま！

セレネ：わたしはここで待機します。お姉ちゃん、任せた！

ユーノス：では、フレアさんに《ジョイフル・ジョイフル》を！

フレア：はい、じゃあもう一回いきますっ!!




　ユーノスの曲のリズムに合わせ、フレアの身体が舞まう。

　もはやＳＬＡＳＨリーダーにその攻撃をかわす力は残っていなかった───。




ＧＭ：ＳＬＡＳＨリーダーは、避けられません。ダメージをどうぞ。

フレア：はい、19点です！

ＧＭ：それで、リーダーは倒たおれます。「わたしが、首を斬きれないなんて……っ!?」

ドル：物ぶつ騒そうなこだわりじゃな（笑）。

ＧＭ：残るはメンバーＡですが、正直メンバーＡのデータでは、単たん独どくでは戦えません。「わたしにできるのは、歌うことだけ」メンバーＡはマイクを落とします。

ユーノス：それは降こう伏ふくの意思表ひよう示じですか。

ＧＭ：そういうことです。メンバーＡは試合放棄、あなたたちの勝利です。




「───勝者、コロローナ商会ッ!!」

　サントスが勝利者を告げると、コロシアムからは割われんばかりの拍はく手しゆが沸わき起おこった。




フレア：やりましたよ！　勝ちましたよ！

ドル：結構、ギリギリの勝負であった。

セレネ：本当に、カツカツだったわね。

ＧＭ：さて、この激はげしい戦闘に勝利したことで、なんと六〇〇〇Ｇの賞金をゲットです。

フレア：六〇〇〇！　おおーっ。

ＧＭ：そして、賞金チャートを振れます。

ドル：これは、フェイトが残ってる者に振ってもらうべきじゃな。

セレネ：わたしが１点だけ残してるけど……今日は出目がよろしくないです。

ユーノス：それでも、ここはセレネさんが振るべきでしょう。

セレネ：わかりました。《目利き》があるからフェイトを使うと４Ｄになります。

ユーノス：低ければそれはそれで。高ければおいしい。そういうことで。

セレネ：では……わたしがフェイトを使って４Ｄで（ダイスを振る）……ダイス目は19！

一同：おおおおお──────っ!!

ＧＭ：ダイス目19は、二五〇〇Ｇ相当の賞品ですよ。本当はトロフィーなんですが、せっかくですのでユーノス作詞作曲の歌が売れて印いん税ぜいが入った演出に変えましょう（笑）。

ユーノス：斬ざん新しんだ、ドロップ品が印税とは（笑）。

ドル：しかし、合計八五〇〇Ｇか。結構稼かせいだのー。

ＧＭ：喜ぶのは早いです。マティアスがこのうち七六五〇Ｇを持っていきます。

セレネ：もうマティアスは視し界かいに入れません。見ると悲しくなるから……（笑）。

フレア：でも、月末までに一万Ｇ返すという約束は守りましたよね？

ドル：はっ、借金は合計一万四九四〇Ｇを返しました。

フレア：これでおうちとペットのモンスターたちが助かるわけですねっ！




　すり鉢マッチの獲かく得とく賞金合計　　　八五〇〇Ｇ

　マティアスによる天引き　　　　　七六五〇Ｇ

　目標金額まで残り　　　　　　　＋四九四〇Ｇ（計一万四九四〇Ｇを返済）

　借金返へん済さい総そう額がく　　　　　　　　一万四九四〇Ｇ







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆ただいま




　フレアとセレネは、戦いを終えて我わが家やに戻もどってきた。

　住すみ慣なれた我が家を、手放さずに済すんだのである。




ＧＭ：というわけで、月末までの借金を返しておうちに戻って参りました。

フレア：愛しの我が家ですね。

セレネ：まさか、こんなに苦労するはめになるなんて……。

ＧＭ：で、マティアスもやってきていて「一万Ｇの返済を確かく認にんしました。館の差さし押おさえはとりやめましょう」と、入金を確認して言います。

フレア：ちゃんと返しましたよね？

ＧＭ：「今後も支払の遅れのないように。借りた金を返さないのは正義に反すること。すなわち、悪───！」と、ギラッとサングラスを直したりしながら。

ドル：言い切りおった……（笑）。

フレア：こっちの事情は全然お構いなしですね（笑）。

セレネ：か、必ず返しますから！

ＧＭ：「大変よろしい。もし、借金を踏み倒すようなことがあれば、神殿の名において正義を執行せねばなりませんからね。はっはっはっ！」と言いながら去っていきます（一同笑）。

ドル：こんなプレッシャーのある借金取りはそうおらん（笑）。

ユーノス：とにかく、よかったよかった。

フレア：じゃあセレネちゃん。せっかくおうちに戻ってきたんだから、一いつ緒しよに〝ただいま〟をしようよ。

セレネ：そうだね、お姉ちゃん。




「───ただいまーっ！」

　我が家への帰き宅たくを告げるふたりの声が、館に響ひびく。

　それはいつにも増して大きく、想いの込こめられたものだった。




ＧＭ：そりゃもう地下のモンスターたちも、パオンパオンと喜んでます。

ユーノス：もはやどう聞いてもゾウですな。

ＧＭ：まあ、これからも彼かれらの食費も稼かせぐ必要がありそうなのはたしかです。

フレア：そうですね、いろいろ維い持じしなきゃいけないことが。

セレネ：お父さまが帰ってくるまで、ふたりで頑がん張ばんないと。

フレア：そうだね、頑張ろうね。

ＧＭ：そして、カタリーナはあなたたちの勝利を自分の家で悔くやしがっていたりします。

フレア：ハンカチを噛かんで「きぃぃぃぃっっ、悔しいっ!!」って感じですか？

ＧＭ：そんな感じで悔しがっているのは間ま違ちがいありません。

セレネ：また縦たてロールがほどけて黒いオーラが出たり？

ドル：「見ていらっしゃい、こんなものでは済すまなくてよ！」なんて執しゆう念ねんを燃もやしておるのでしょう。まあ、わしらのあずかり知らんことです。

ＧＭ：というわけでこれにて第一話は終了です。最後に借金返済の総そう計けいを出しましょうか。

ドル：（そろばんを弾はじき）えー全部で一万四九四〇Ｇを返済したから……あと九八万五〇六〇Ｇですな。

ユーノス：……全然減っていませんね。

フレア：遠いです。

セレネ：でも、地道に頑張っていくしか。

ユーノス：それで、我われ々われの手元に残ったのは？

ドル：しめて、一六六〇Ｇですな。

フレア：その残ったお金も、節約していきましょうよ。

ドル：……まさに、赤せき貧ひん洗あらうがごとし。




　これまでの借金返済総額　　一万四九四〇Ｇ

　借金完かん済さいまで残り　　　　九八万五〇六〇Ｇ




　借金返済の道のりは、険しい。

〝クラン＝ベルの風雲児〟と呼よばれる父の行方も知れない。

　彼かの女じよたちの戦いは、まだ始まったばかりである。




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

第一話「はじめてのコロシアム」

─完─
















ＰＲＥＰＬＡＹ







　第一話の収しゆう録ろくから二週間ののち。

「アリアンロッド・レジェンド」の第二回の収録日がやってきた。




ＧＭ：皆みなさんまたよろしくお願いします。第二話の収録を行ないます！

一同：はーい。

ＧＭ：さて、皆さんは一〇〇万Ｇの借金を背負ってしまっているわけですが、前回のセッションでどのくらいまで返しましたっけ？

ドル：残る借金総そう額がくは、あと九八万五〇六〇Ｇとなっております。

フレア：まだまだたくさんありますねー。

セレネ：頑がん張ばって返していこう。

ＧＭ：では、今回予告を読み上げてから成長の作業に移うつりましょう。ちなみに、今回はハンドアウトはありません。皆さんは、ひとつのギルドとして活動しますので。それでは、今回予告を読みあげます。




●今回予告

　ひとつの危き機きは去った。

　しかし借金返へん済さいの道はまだ始まったばかりである。

　今度の返済金きん額がくは、五万Ｇ。

　賞金だけでは届とどかない。

　しかし、稼かせぐ方法は賞金だけではない。

　コロシアムの試合で、宣せん伝でんしようとするスポンサーを募つのるのだ。




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

　第二話「はじめてのスポンサー」

　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいが君を待つ！




セレネ：スポンサー？

ＧＭ：コロシアムの選手は、いい宣伝になりますから。

ユーノス：Ｆ１みたいに、たくさんステッカー貼はりつけて広こう告こく塔とうになるんですね。

ＧＭ：そんな感じです。では、成長をしていきましょう。前回のセッションで、皆さんは成長点を12点獲かく得とくしました。そのうち、10点を消費するとレベル２に成長です。




●ＰＣのレベルアップ

『アリアンロッド』のＰＣは、セッションでの活かつ躍やくや冒険の目的を達成することによって成長点を獲得し、レベルアップできる。レベルが上じよう昇しようすると、能のう力りよく基き本ほん値ち、【ＨＰ】および【ＭＰ】が上昇し、さらにスキルも習得できるのだ。

　各ＰＣの成長は、以下のとおりとなった。




▼フレア・コロローナ（２レベル）の場合

ＧＭ：じゃあ、フレアから報告してください。

フレア：はい、《バッシュ》と《シールドスラム》を取りました。

ＧＭ：シールドがバックラーからラウンドシールドに替わってますね。

フレア：《シールドスラム》があると、盾の重量をダメージに追加できるので、ドルさんからお奨めされました。防ぼう御ぎよも《サヴァイブ》があるので11点です。

ＧＭ：おー、強くなりましたね。

フレア：はい、たくましくなりました。

ＧＭ：借金が人を育てていく（笑）。




▼セレネ・コロローナ（２レベル）の場合

セレネ：行動値がガンと跳はね上あがりました。行動値は５から７まで上昇です。

ドル：今まではギルドの中でも最後だったのが、一気にユーノスと並ならびましたな。

セレネ：スキルは《プロテクション》をレベル１から２へ上昇させました。《サモン・リヴァイアサン》もレベル１から２へと上げてあります。

ＧＭ：攻撃と防御をそれぞれ伸ばしたと。

セレネ：あとは、お姉ちゃんからバックラーをいただきました。

ＧＭ：姉妹でいろいろ融通しあう。美しい姿すがたが（笑）。

セレネ：お下がりをいただきました。姉妹の絆きずなと、姉への萌もえで幸せです（笑）。




▼ユーノス・ローリングスター（２レベル）の場合

ユーノス：まず、バックラーを買って少し硬かたくなりました。

ＧＭ：お、防御力を上げますか。

ユーノス：スキルは《エチュード》を取りました。これは範囲で魔ま法ほう攻撃力アップを図れるスキルです。もうひとつ《ドッジムーブ》を取り、より回かい避ひがしやすくなりました。敵てきの攻撃をかわしながら戦場に存そん在ざいし続け、歌い続ける、それだけのためにいます（笑）。

ＧＭ：戦場で歌う……。まあ、いいんでないですかね？




▼ドル・ジャマダル（２レベル）の場合

ドル：スキルは《アースシェイカー》と《ランドフィッシャー》のレベルを上げて、魔法のダメージを増ふやしたのじゃ。そして忍にん者じや刀とうを買う。

ＧＭ：これでニンジャらしくなりましたね。

ドル：特に斬きりかかることはないだろうが、忍者刀には魔ま術じゆつ判はん定てい＋１の効果がある。グリモアと忍者刀で＋２、魔術判定は８＋２Ｄ。固こ定てい値ちが高いので、まだまだ《コンセントレーション》を取らなくてもよいくらいじゃな。




●ギルドスキル

ＧＭ：では、ギルドスキルですが。

フレア：ギルドもレベルアップするんでしたよね？

ドル：まだ成長点が足りないのでレベル１のままなのです。しかし、ＰＣが２レベルになったので、《目利き》に合わせて《蘇そ生せい》も使えるようになりましたぞ。

ユーノス：《蘇生》が使えるようになると、少しは安心できますね。

セレネ：今まで、生せい存ぞん性せいを二の次にして《目利き》を選んでいたわけだし（笑）。

ＧＭ：以上で成長報告は終わりですね。というわけでオープニングに移ります。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆貧びん乏ぼう暇ひまなし




　一万Ｇを返へん済さいしてなんとか館を守ったコロローナ商会の面々。

　だがしかし、それはまだ借金のごく一部でしかなかった。




ＧＭ：全員登場のシーンです。皆さんは、前回から二週間後の館にいます。なんとか守った館ですが、家か財ざい道具一式には、まだ差さし押おさえの札が貼はられたままです。

セレネ：……せつない。

フレア：でも、まだ住めるわけですね。

ＧＭ：ええ、住めます。それで、あれからしばらく経たちましたが、やはり父親が見つかったという連れん絡らくはありません。

フレア：どれぐらい経ったんですか？

ＧＭ：行方不明になったと報ほう告こくがあって、かれこれ四週間ばかり経けい過かしたところですかね。

フレア：四週間も連絡ないのは、やっぱり不安ですね。

ＧＭ：そこに、またマティアスが部下を引き連れてやってきます。

一同：来た────────────っ!?

ＧＭ：「（野太い声で）ごきげんよう！　コロローナ商会の諸しよ君くん」マティアスは、不敵な笑みを浮かべつつやってきます。

ユーノス：ノリノリですね、マティアス（笑）。

フレア：おっ、おはようございます、マティアスさま。

ＧＭ：「まさか、コロシアムでこれだけの金きん額がくを稼かせぐようになるとは思いもしなかったよ。いやぁ～、実にたくましいかぎりだ」

セレネ：ええまあ、わたしたち自身そんなことになるとは思いませんでした。

フレア：これはこれで楽しい生活ですよー。

ＧＭ：「ははっ。それはまた、たくましい」

ドル：なにせ、フレアお嬢さまは防ぼう御ぎよ力りよく11点もあるたくましさじゃ。

フレア：ゾウが踏ふんでも壊こわれません（笑）。

ＧＭ：「さて、また返へん済さいの期き限げんが迫せまっている。借りたものは返す！　これこそ神の定めた摂理。よもや、踏み倒すつもりは……ないだろうね？」マティアスはサングラスを光らせる。

セレネ：（ぶんぶん首を振って）払います払います！

ＧＭ：「結構！　では、月末までに五万Ｇの返済をお願いしたい」

セレネ：え？　五万Ｇっ!?

ドル：ちょっと待て！　前回は一万Ｇだったはず。

ＧＭ：「前回は神しん殿でんの慈じ悲ひを示しめしたまでだよ。本ほん格かく的てきに返済が始まる前の猶ゆう予よ期間を与あたえたにすぎん。慈悲に甘えてばかりいてはいかんな」

ドル：神殿の慈悲は執しつ行こう猶予らしい（笑）。

ＧＭ：「もし払はらえないときは、神殿はおふたりを差さし押おさえさせていただく！」

フレア：わたしたちをっ!?

セレネ：わたしたちを差し押さえて、神殿は何をさせる気ですか？

ＧＭ：「はっはっはっ、それはここで語ることではなかろう？」言いながらくいっとサングラスを上げるマティアス。心なしか、サングラスの奥の目は笑っていない気がします。

セレネ：う、うわぁ……（笑）。

ＧＭ：「では、くれぐれも期日に遅おくれないように」と言って帰っていきます。

ユーノス：マティアスにしては下手に出きましたね。何か企んでるのかもしれません。

セレネ：あれで、下手に出てるんですか？（笑）

フレア：じゃあ、またサントスさんのところに行ってみるしか。

ドル：うむ、金のあてというとあやつしかおらん。それが悲しいところじゃ。







◆Opening 02◆スポンサーを見つけよう




　今度は、月末までに五万Ｇ。

　さっそくサントスの邸てい宅たくに向かい、稼げる仕事がないか相談することにした。




ＧＭ：というわけで、執しつ務む室しつに通されると高そうな壺つぼを磨みがきながら、これまた葉は巻まきを吸すっていたりするサントスがいます。

ドル：相変わらず、成金な趣しゆ味みじゃのー。

ＧＭ：あなた方のおかげで、サントスもそれなりに儲もうけてますからね。で、ニコニコしながら「これはこれは。皆みなさん、今日はどういったご用で？」

フレア：お金を稼かせがなければならないんです、サントスさん！

ＧＭ：「そうですか。では、さっそく試合を組ませてもらいましょう」

セレネ：それで、月末までに五万Ｇ必要なんです。

ＧＭ：するとサントスはスケジュールを確かく認にんしながら「月末までに組めそうな試合は……今のところ二試合が限げん度どですねえ」と言います。

フレア：二試合？

セレネ：この前、三試合やっても二万Ｇにも届とどかなかったのに。

フレア：二試合で五万Ｇ稼げるかな？

ＧＭ：「実じつ際さい、両方に勝利しても合わせて二万Ｇちょっとというところでしょう」

ドル：つまり、二試合分の賞金ではどうにもならんのか……。

セレネ：なんとかもうちょっと上がるような方法はないんですか？

ＧＭ：「あります」サントスはしっかり頷うなずいています。

ユーノス：あるんだ!?

セレネ：それは一体？

フレア：是ぜ非ひ、教えてください。

ＧＭ：「スポンサーを募つのってみてはどうでしょうか？」

セレネ：すぽんさー？

ＧＭ：「広告契けい約やくをしたスポンサーのことを宣せん伝でんして、広告収しゆう入にゆうを得るのです」

ユーノス：なるほど、今回予告どおりの流れに（笑）。

ＧＭ：「一流の選手なら、誰だれでもやっていることですよ。モンスターコロシアムに出場する選手は、商店の広告や宣伝にもってこいですからねえ」

ユーノス：つまり、スポンサーから広告収入が入ってくると？

フレア：なるほど～。ところでサントスさん。最近選手を探さがしてそうなスポンサーになりそうな人とか、心当たりはありませんか？

ＧＭ：「その営えい業ぎようをするのは、あなたたちの仕事ですよ」

セレネ：それを探すところからスタートですか。

ＧＭ：もちろん、スポンサーが出してくれた金額の九割わりはマティアスが持っていきます。

セレネ：……せつない。

フレア：ここは、飛とび込こみ営業でがんばるしか。

ドル：飛び込み営業はそりゃあもう大変ですぞ、お嬢さま方。

セレネ：ドルさんの苦労が偲しのばれる（笑）。

ユーノス：しかし、二、三回勝ったくらいのボクたちにスポンサーついてくれるかどうか。

ドル：こういうのもなんだが、旦だん那なさまの知名度を利用しない手はない。

セレネ：そうか、わたしたちは〝クラン＝ベルの風雲児〟の娘むすめ。

フレア：わたしたち、話わ題だい性せいだけはありますもんね。

ユーノス：コロローナ商会の伝つ手ては？　たとえば、カタリーナさんとこの実家とか。

フレア：そっか、カタリーナちゃんはまだお嬢さまだものね。ついこの間、落ちぶれたわたしたちと違ちがって。

セレネ：お姉ちゃん、その言い方はちょっと悲しい……（笑）。

ＧＭ：カタリーナの実家はカタルヘナ商会といって、コロローナ商会の商売仇ですが、クラン＝ベルでも有数の商会です。

ドル：カタリーナ・カタルヘナっていうのか。韻いんを踏んだ名前だのう。

ＧＭ：というわけで、さっそくカタルヘナ商会に行ってみますか？

セレネ：う～ん、微び妙みようだな～。

ユーノス：まあ、行くだけ行ってみるというのは？

フレア：ダメだったら、他を探してみようよ。ほら、カタリーナちゃんは友達だし。

ユーノス：そう思っているのは、フレアさんだけという。

セレネ：ん～、お姉ちゃんがそう言うなら……。

フレア：大だい丈じよう夫ぶ、カタリーナちゃんならきっと助けてくれるよー。

ＧＭ：全員見込み薄と思っているが、ただひとりフレアだけが気づいていないという。

フレア：そんな感じですね。

セレネ：そういうお姉ちゃんには逆さからえないので、渋しぶい顔をしてついていきます。

ＧＭ：というわけで、ミドルフェイズに行きます。まずは、カタリーナの家に向かうということでよろしいですか？

一同：はーい。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆爪つめに火を灯ともす




　カタリーナの自宅は、周囲を威圧するかのような威容を誇っていた。

　重厚な門構えに分厚い壁、それに見張り塔が建ち並ぶさまは、館というより要塞であった。




ＧＭ：皆さんがカタリーナの要塞みたいな自宅に来たシーンです。門がギギーッと開いて、執事が出迎えてくれます。「これはようこそ」

フレア：わたしたちのうちも変わってるけど、カタリーナちゃんの家もすごい（笑）。

ＧＭ：執事はカタリーナのところへ案内してくれます。「あ～ら。いらっしゃい、ふたりとも。最近困ってるんですって？」と、カタリーナはニヤニヤしながら迎えてくれますよ。

フレア：ええ、そうなの。とても困っているの。

ＧＭ：するとカタリーナはフレアの手を取り「あらほんと。爪つめに火が灯っているわ」

セレネ：くっ……!?（笑）




爪に火を灯す

　ロウソクの代わりに爪に火を灯すような倹けん約やくの仕方から、極きよく端たんにケチな生活や切きり詰つめて倹約することのたとえである。




フレア：あははは（笑）。

セレネ：この娘こ、憎にくたらしいけど上手いこと言うとこだけは評ひよう価かしたい（笑）。

フレア：カタリーナちゃん。わたしたちはスポンサーを募ぼ集しゆうしているの。

ＧＭ：「あらそうなの？　だったら、早く言ってくれたらよかったのに。ちょうど、ウチの商品を宣せん伝でんしてくれる方を探さがしていましたのよ～」と、くねくねしながら言います。

フレア：ありがとう！

セレネ：これは、警けい戒かいせねば。

ＧＭ：「じゃあ、ちょっと倉庫に行くから、ついてきてちょうだい」とカタリーナは商品が保ほ管かんしてある倉庫の方に案内します。倉庫には、用途不明の品がところせましと並んでいます。で、「あなたたちには、うちの商品を宣伝してほしいの」

フレア：じゃあ、スポンサーになってくれるのね、カタリーナちゃん？

セレネ：お姉ちゃん、待った！　まず内ない容ようを聞いてからにしないと。

ＧＭ：「セレネさんは疑うたぐり深ぶかいのね～。じゃあ、まずはこれを」と言って、フレアの手に何かを差し出します。

フレア：……これは？

ＧＭ：「これは、アルディオン大陸という、隣となりの大陸から渡わたってきた珍めずらしいものでしてよ」

フレア：は～、なんですか？

ＧＭ：見てみると、ちょうどツナ缶かんのような感じのものです。

フレア：ツナ缶？

セレネ：ちょっ……ツナ缶はダメーっ!!

ＧＭ：「向こうのグラスウェルズという国で使ってる、新型の爆ばく薬やくですのよ」

セレネ：やっぱり──────っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

フレア：このツナ缶、そんなに危険なんですか？

ＧＭ：これは、自じ爆ばく缶といいまして戦せん闘とう不ふ能のうになるとクリンナッププロセスで炸さく裂れつし、とどめを刺さしてくれるアイテムです。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』一巻かんで登場し、データは『アリアンロッド・サガ・トラベルガイド』に載のってます。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』、『アリアンロッド・サガ・トラベルガイドベネット見聞録』（いずれも富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）、どちらも好こう評ひよう発売中である。




フレア：恐きよう怖ふのツナ缶？

ＧＭ：ブレイク印の、とどめを刺してくる恐怖のツナ缶であります。

ドル：ま、まさかこんなところで出会うとは……（笑）。

フレア：ドルさんも知ってるんですか？

ドル：はっ？　いやその……いろいろ縁えんがありまして（←何故なぜか答えにくそう）。

フレア：………ドルさんの様子がおかしい？

セレネ：くっ、くくくっ……（笑いをこらえている）。
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ＧＭ：カタリーナは「これを皆みなさんが持って試合に参加してくれたら、安あん全ぜん性せいを世間にアピールできるでしょう？　やってくれたら五〇〇〇Ｇ出しますわ」と依い頼らい額がくを提てい示じします。

フレア：おおっ、五〇〇〇Ｇ！

セレネ：でも、戦闘不能になったら死んじゃうから!!

ユーノス：いや、それでもＨＰが０にならなければ……。

セレネ：前回、お姉ちゃんとユーノスさんは戦闘不能になったでしょ？

ユーノス：おおっ、そうでした。下手をしたら、第一巻で主役が昇しよう天てんしてしまう（笑）。

フレア：うわーっ、ひどいですよたんどーさん!?（笑）

ＧＭ：いや、このアイテム考えたの、自分じゃないですから。

フレア：じゃあ、誰だれがこんな血も涙なみだもないものを？

ＧＭ：えー、そちらに（ドルのプレイヤーを指差し）。

ドル：……す、すまぬっ!!（爆ばく笑しよう）

フレア：あっ!!　そうか、これを考えたのは社長なんですよねっ!?（大爆笑）




　そう。この自爆缶を考案したのは、何なにを隠かくそう『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』の著ちよ者しやでありドルのプレイヤーでもある鈴吹太郎その人なのだ。




ユーノス：フレアさんのいうとおり、世の中には血も涙もない方がいるのです！

ドル：まさか、このツナ缶がふたたび日の目を見るとは思わなかった！　捨すてていったわが子と再さい会かいするような気分じゃ（笑）。

フレア：ドルさんにはそんな過去がっ!?（笑）

ドル：もののたとえというヤツです。妙みような詮せん索さくをせんでくだされ（笑）。

ユーノス：ほらほらドルさん、せっかく作ったんですから、ご自分で持ってみては？（笑）

ドル：いやっ、いや！　あくまでもプレイヤーとキャラクターは別べつ個この存そん在ざい！　このツナ缶とわしは縁もゆかりもなく……。

フレア：あはははははははは～っ!!（机つくえをバンバン叩たたきながら爆笑）

セレネ：……おっ、お腹なか痛いっ!?（引きつった笑い）

ドル：我われながら、なんと恐おそろしいものを作ってしまったのだろう……（笑）。

フレア：カタリーナちゃん、ドルさんが苦く悩のうするのでツナ缶はなしで。

ＧＭ：「まあ残念、せっかくアルディオンから取とり寄よせたのに～」

セレネ：なんてものを取り寄せてるんだろう（笑）。

ＧＭ：カタルヘナ商会では、こういうものを中心にあつかってるんじゃないですかね？

ユーノス：つまり、武ぶ器き屋とか軍ぐん需じゆ産業が中心？

フレア：カタリーナちゃんの実家、きな臭くさいですね（笑）。

ＧＭ：で、ツナ缶が拒きよ否ひされると「なら、今度は服を着てもらえないかしら？」

フレア：服を？　どんな服ですか？

ＧＭ：「すてきなペアルックよ。ほら」と見せられたのは、一七世紀のベルサイユ宮きゆう殿でんで着られているような、巨きよ大だいなスカートのドレスです。

フレア：これを着て戦えってことですか？

ＧＭ：「これは、カタルヘナ商会の服ふく飾しよく部門で発売予定の新作ドレスなんですのよ。ひらひらして戦いづらいかもしれないけど、おふたりには似に合あうと思うわ～」

セレネ：ちなみにペナルティは？

ＧＭ：はっ、ここにデータが（データを書いた紙を取り出す）。

セレネ：……え～「コルセットでギチギチに締しめるのであなたもスリムに。スカートの中には魅み惑わくの香かおりを発する香こう炉ろが隠かくされている。女じよ性せい限げん定てい」そりゃ動けなくなるわ。

ＧＭ：「社交会用のドレス。その名もゴージャスドレスというのよ」
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ユーノス：高っ!?　六〇〇〇Ｇもしますね、このドレス。

ＧＭ：「もし、これを着て試合に参加してくれれば、ひとり三〇〇〇Ｇのスポンサー料を出しますわよ？」とカタリーナは提示します。

フレア：……うーん、思い切って着てみようかしら？

ドル：いやいや、このドレスは鎧よろいあつかい。すなわちフレアお嬢じようさまがこれを装そう備びすると、鎧を着けてないときのみ防御点が有効な《サヴァイブ》の効こう果かがなくなってしまいますぞ。

フレア：そ、それは駄だ目めです!?

ＧＭ：「そうそう、男だん性せい用ようもあるわよ」とカテリーナは新しい服を用意します。

ドル：今度はなんじゃ？　ゴージャス燕えん尾び服ふくか？

ＧＭ：「男性用はこちら」というと熊くまの着ぐるみが出てきます。

ドル＆ユーノス：着ぐるみ!?




　カタリーナが持ってきたのは、大きな頭と縦たてロールの髪が特とく徴ちよう的てきな熊の着ぐるみだった。

　これまた、いかにも鈍どん重じゆうそうである。




ＧＭ：「これはカタルヘナ商会のマスコットで、〝ロールヘアベア〟といいますのよ。なかなか可愛かわいいらしいでしょう？」
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ドル：わしらは、こんな着ぐるみか……（笑）。

ＧＭ：この着ぐるみは「カタルヘナ商会ただ今絶ぜつ賛さんセール中!!」という看かん板ばんを両手で持つことが前提なので、武器は持てません。

ユーノス：ボクは武器は使わないし、こっちは着てみてもいいかもしれません。

ＧＭ：ちなみに、データはこちら（データを提示する）。

ユーノス：回かい避ひ修しゆう正せい-4に行動修正-5!?

ＧＭ：そりゃ動きにくい着ぐるみですので。

ユーノス：しかし、《ジョイフル・ジョイフル》を使うボクにはあまり影えい響きようないかも。

フレア：ユーノスさんはこれ着てヨゴレになっても気にならないんですか？

ユーノス：気になります、天使的に（笑）。

ドル：待て待て、解かい説せつをよく読め。「この防ぼう具ぐを装備しているキャラクターは、武器を装備することはできない。また、スキルを使用することができない」と書いてあるぞ（笑）。

ユーノス：なんだって!?

ＧＭ：「魔ま法ほうや呪歌を使うなどもってのほかなくらい暑苦しい」という設せつ定ていです。

ユーノス：それはひどい!?　まったく何もできなくなってしまう。

ＧＭ：「そんなことはありませんわ、ちゃんと宣伝ができますわよ？」

ユーノス：敵てきの攻こう撃げきを受け続け、「ただ今セール中！」の看板を掲かかげろと（笑）。

セレネ：過か酷こくすぎる……。

ＧＭ：「でも、そちらを着ていただけるならひとり三〇〇〇Ｇ出しますわよ？」

フレア：ええと、全員が着れば、ひと試合一万二〇〇〇Ｇだから……。

ドル：こんなものを着たら、命がいくつあってもたりんわい！

セレネ：しかも、その上に自爆缶を持たせようと。なんて殺意の高い。

ＧＭ：「（わざとらしく）あらあら、ペアルックで着てくれないんですのぉ～？」

セレネ：くっ……（←怒りを抑えている）。

フレア：わたしは、カタリーナちゃんがせっかく紹しよう介かいしてくれたからと思って結けつ構こう悩なやんでます。う～ん、自爆缶かドレスどっちがいいかな～って超ちよう真しん剣けんに検けん討とうしながら。

ユーノス：さすがフレアさん、大物の香りが漂ただよう（笑）。

ドル：いや、ここは引き下がろう。「よく検討してからもう一回出直しますわい」フレアお嬢さま。はい行きましょう行きましょう、とずるずると引きずって出よう。

ＧＭ：「気が向いたらまた遊びに入らしてくださいね～。ウチの商品なら、いつでも貸し出ししますわよ～」と、カタリーナは見送ってくれます。

セレネ：いらないいらない（笑）。

フレア：とりあえずドルさんに引っ張られながら「カタリーナちゃんのとこがだめだとしたら、他に当てはあるのかしら？」と相談します。

ドル：実じつ際さい、そこのところ目め途どはついておるのか？

ユーノス：あとは、商店街と神殿とかじゃないですかね？

ＧＭ：そうですね。実際、商店街とクラン＝ベル大神殿にイベントが用意されています。

フレア：神殿かー。ちょっとやな予感が。

セレネ：しょ、商店街に行きませんか!?

ＧＭ：速そつ攻こうで避さけた（笑）。

ドル：とりあえず先に商店街に行きましょう、お嬢さま。

ＧＭ：では、皆で商店街に向かったところでシーンを切りましょう。







◆Middle 02◆グランデ大通り商工会




　クラン＝ベル最大の繁はん華か街がい、〝グランデ大通り〟は、酒場や宿屋、武ぶ具ぐ屋、雑ざつ貨か屋やなど多くの店が建たち並ならび、ゴンドラが行き交う大だい運うん河がである。コロローナ商会の一行は、ゴンドラでスポンサーとなってくれるグランデ大通り商工会の会館を目指していた。




ＧＭ：では、全員登場。商店街にスポンサーを求めてやってきました。皆は現在ゴンドラでグランデ大通りを移い動どう中です。他にもゴンドラがたくさん行き交い、商店が軒のきを連ねてます。

ユーノス：なんかゆったり優ゆう雅がに観光気分ですね。

ＧＭ：すると商工会の会館が見えます。商店街のお偉えらいさんたちがる場所です。

セレネ：じゃあ、そこの会長さんを訪ねてみよう。

ＧＭ：すると、商人風の人々の中で、タバコを吹ふかしているちっちゃいお爺じいさんを見つけます。具体的には１メートル弱くらい。

フレア：本当にちっちゃい！（笑）

ＧＭ：ええ、フィルボルのお爺じいさんですから。で、この人が商工会の会長です。

フレア：あの～、こんにちわ～。

ＧＭ：「おお、お前さん方は風雲児のところの双子じゃあないかね」

フレア：あっ、知られてる！

ドル：まあ、旦那さまとつき合いがありそうですからな。

ＧＭ：「父親のことは聞いておるよ。大変じゃの～」

セレネ：ご心配ありがとうございます。実は、わたしたちコロシアムに出場していて、スポンサーを探しているんです。

ＧＭ：「ちょうどよかった。グランデ大通り商店街では、大売り出しの予定がありましてな。そこで、宣伝について話し合っていたところですじゃ」

フレア：ナイスタイミングですね。

ＧＭ：商工会の会長は「そういうわけで、商工会の会館には各商店の店主が集まっておる。宣伝をしてくれるとなれば引き受けてくれるじゃろう」と言います。

セレネ：つまり、スポンサーの交こう渉しようは各自とやれってことですか？

ＧＭ：グランデ大通り商工会はあなたたちとスポンサー契けい約やくを結びますが、商店ごとに宣伝の内容は違ちがいますからね。で、宣伝ですがこれは店名や商品名を書いたステッカーを皆さんに貼はっていくことになります。どれだけ契約取れたかは、判定になります。

フレア：まさに自分の売り込みなんですね。

ＧＭ：というわけで、皆さんには【幸運】で判定してもらいます。達成値ち×一〇〇Ｇが、契約して得られるスポンサー料になります。

ドル：では、営えい業ぎようをはじめますぞお嬢さま方。




　というわけで、各自さっそく判定を行なう。

　達成値が高ければ高いほど、盾や鎧などにスポンサーのステッカーが貼られていく。




ＧＭ：では、各自達成値の報ほう告こくを。

フレア：ダイス目は10でした。【幸運】の達成値は14、一四〇〇Ｇです！

セレネ：わたしの達成値はちょうど10。一〇〇〇Ｇです。

ユーノス：ボクもは10、一〇〇〇Ｇです。

ドル：わしの達成値は９。九〇〇Ｇか。




　なんやかんやと、商工会でのスポンサー契約を終えた。

　しかし、五万Ｇにはまだまだ届とどかない。




ドル：（そろばんを弾はじいて）……しめて四三〇〇Ｇか。まだまだですのう。

セレネ：やっぱり、神殿行くしかないかー。

ＧＭ：では、神殿に向かったところでシーン終了です。







◆Middle 03◆坊ぼう主ず丸まる儲もうけ




　ＰＣたちは、クラン＝ベル大神殿へとやってきた。

　クラン＝ベルは過か去こ神官長を旗印に圧あつ政せいに対して蜂ほう起きした歴史があり、現在でも神官長が街の最高権けん力りよく者しやを兼かねるという形となっている。




ＧＭ：では、神殿へとやってきたわけですが。

セレネ：こんにちは～。

ＧＭ：では、神官長代理ウェルチが出で迎むかえてくれて「なんのご用でしょう？」

セレネ：よかった～、ウェルチならまともに話ができるはず。




ウェルチ

　とある事じ情じようからクラン＝ベルの神官長代理を務める健気な少女。まともな人物である。

　クラン＝ベルでは、神官長が市長も兼ねることになっている。くわしくは『アリアンロッドＲＰＧトラベルガイド』（富士見書房刊）をご覧らんいただきたい。
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フレア：わたしたち、スポンサーを募集しているんですが、神殿でそういったご用はありませんか？

ＧＭ：「スポンサーですか？　ああ、ちょうど募集していたところです」

セレネ：ああ、よかった～、仕事があるみたいだよ、お姉ちゃん。

ＧＭ：「マティアスさまー、お呼よびですよー」

セレネ：えー!?　取り次ぐだけー!?（爆笑）

ドル：とんだぬか喜びじゃよ（笑）。

ＧＭ：すぐにマティアスがやってきて「おや、これはこれは」と。

ドル：そして、ウェルチは退たい場じようしてゆくのか。

セレネ：一いつ瞬しゆんの邂かい逅こうだった（笑）。

ＧＭ：「募集に応おうじてくれた選手とは、あなたたちでしたか」にこやかに語るマティアス。

セレネ：ははは……引きつった笑いが。

フレア：あの～、わたしたちだと何か不都合が？

ＧＭ：「いやいや、問題などあろうものか。神殿のために働き、金を納おさめるというならむしろ望ましいというもの」

セレネ：えっと内容をお聞きしたいのですが？

ＧＭ：「実は、このたび神殿が開発した新しいポーションを販はん売ばいするという計画がある」

フレア：はあ、神殿も多角経けい営えいの時代なんですね～。

セレネ：なんか、マティアスが個こ人じん的てきに稼かせごうとしているだけのよーな（笑）。

ドル：中央に返り咲くため、マティアスなりに必死なんじゃろう。

ＧＭ：「それで、あなたたちにはその宣伝をお願いしたい」

ドル：たとえばポーションのビンにはラベルが新しく貼ってあって、クラン＝ベルの四英えい雄ゆうの顔がそれぞれ書いてあったりするんだな（笑）。

ユーノス：何故かベネットのラベルのヤツだけ売れ残ったりして（笑）。

フレア：その新発売のポーションの宣伝って、さっき商店街に行ったときみたいにステッカーを貼ったりすればいいんでしょうか？

ＧＭ：「いや、実際に試合中にこのポーションを使ってもらいたいのだよ。そうすれば何よりの宣伝になる。試合中に人気選手が使ったという広告効果は絶大だ」とマティアスは言います。

フレア：ああ、それならまだ……。

セレネ：何かありそうな。

ＧＭ：「引き受けてくれるなら、五〇〇〇Ｇまで出そうじゃないか」

フレア：五〇〇〇Ｇ!?　結構いい値段だよセレネちゃん！

セレネ：さっきのと合わせて一万弱……それなら引き受けるしか。

ＧＭ：「ではこれを」（ふたりに何かを書いた紙を渡わたす）

セレネ：……これは？

ＧＭ：「宣せん伝でん用ようの台本だよ。当日までに覚えておいてくれたまえ」




　台本に目を通した途と端たん、プレイヤーたちは一いつ斉せいに噴ふきだした。

　マティアスが依頼した宣伝がどんな内容なのかは、しばらくお待ちいただこう。




セレネ：ぶっ!?　こっ、これは……!?（爆笑）

フレア：これを試合中にやるんですかっ!?（笑）

ＧＭ：「ええ、是ぜ非ひお願いします」

セレネ：では、台本と商品をもらって帰ります。

フレア：次はどうしましょう？

ＧＭ：特にすることがなければ、試合に移うつりますけど？

セレネ：その試合内容だけど、どういうものになるんだろう？

ＧＭ：では、サントスに確かく認にん取ってみますか？

セレネ：できるのなら、そうしたいです。

ＧＭ：じゃあ、次のシーンはサントスと会うシーンにしましょう。このシーンは終しゆう了りようです。







◆Middle 04◆虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず




　スポンサー契約を終えたコロローナ商会一行は、サントスの許もとへと向かった。

　次の試合の形式が一体どういうものか、気になるところである。




ＧＭ：では、皆さん揃ってサントスのところにやってきました。

ユーノス：一いち応おう、双ふた子ごのマネージャーポジションであるボクが聞いておこう。というわけでスポンサーは集まりました。次の試合形式について教えてほしいのですが。

ＧＭ：「次の試合ですか？　はっはっはっ、その名も名づけて、モンスタールーレット！」

一同：モンスタールーレット？

ドル：また、うさんくさげな気配が。

フレア：でも、なんだか楽しそうですよ？（笑）

ＧＭ：「モンスタールーレットでは、どのモンスターと戦うかは決まっていません。すべてはルーレットに任まかせた運次第です。この試合、盛もり上あがること間ま違ちがいなしですよ」と、そのように語るサントスが楽しそうなのは間違いありません。

ユーノス：サントスが楽しくても、ボクたちにあまり関係がないです（笑）。

ドル：つまり、次はランダムで戦う敵が決定する試合か？

ＧＭ：「そういうことです。ルーレットによっては絶ぜつ望ぼう的てきに強いモンスターと戦うことになるかもしれませんが、そのスリリングな展てん開かいを客は楽しみにしてるんですよ」

セレネ：そのモンスターを倒たおせばわたしたちの勝ちになる？

ＧＭ：「ええ、そういうことです」では、ここで試合のルールについて説明しましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：まず、最初に戦うモンスターは、レベル５のキマイラであることが決まっています。しかし、コロシアムのどの場所に登場するかはランダムで決定します。
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フレア：たとえば、いきなりエンゲージしていたりとか？

ＧＭ：出しゆつ現げん位置はダイスで決めますから、そういうこともあるかも知れません。

ドル：それより、射しや撃げき系けいの敵が離はなれた位置に登場する方が大変ですぞ。

ＧＭ：そして、２ラウンド目と３ラウンド目のセットアップにモンスタールーレットで登場するモンスターを決定します。ゲームの処理としては、２Ｄを振って表を参照します。

フレア：どんなのが出てくるんですか？

ＧＭ：はっ、モンスタールーレットで使う表はこうなってます（表を見せる）。
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ドル：この表、２が出るとレライエ出てくるぞ！

フレア：レライエって強いんですか？

ドル：今のわしらでは瞬殺されるレベルですじゃ。




　レライエは巨大な弓を構かまえた骨ほねの姿すがたをした魔族であり、基き本ほんルールブックに掲けい載さいされている中でもレベル10と、断だんトツに強いエネミーである。
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ＧＭ：「出てきたモンスターをすべて倒せば勝利、賞金五〇〇〇Ｇをゲットです」

ドル：しかし賞金五〇〇〇Ｇか……。いい額がくだが、まだ五万Ｇには届かんのう。

ＧＭ：すると、サントスが微笑ほほえみながら言います。「お金のことならご心配なく。このモンスタールーレットでは、〝ラッキーチャンス〟がありますから」

セレネ：ラッキーチャンス？

ＧＭ：「ルーレットの目が厳きびしくなるかわりに、賞金がさらに上乗せされます」

ドル：なにー!?

フレア：どのくらい上乗せされるんですか？

ＧＭ：「なんと、最高五〇〇〇Ｇ追加されます！」

フレア：倍になるってことじゃないですか！

ドル：ＧＭ、ラッキーチャンスを選ぶとルール的にはどうなるのかを知りたい。

ＧＭ：まず最初はキマイラと戦ってもらい、２ラウンド目、３ラウンド目のセットアップでさっきの表を振ってもらいます。このとき、フェイトも使えます。

ユーノス：なるほど。フェイトでダイスを増やすと、強い敵が出現する確率減らせますね。

ＧＭ：このとき、ラッキーチャンスを一回選ぶとダイス目は-2されますが、賞金は二〇〇〇Ｇ上乗せされます。

セレネ：２Ｄ振って、４以下だとレライエが出てくる可か能のう性せいが。

ＧＭ：そして、ラッキーチャンスを二回連続で選ぶと、さらに賞金三〇〇〇Ｇが上乗せされますが、ダイス目もさらに-2、合計-4されます。

ドル：……つまり、二回ラッキーチャンスを選ぶと、合計五〇〇〇Ｇが上乗せされる、と。

ＧＭ：そのかわり、３ラウンド目は-2が二回分蓄ちく積せきされるので-4されます。

ドル：……-4。つまり、２Ｄ振って６以下が出たらレライエか（笑）。

ユーノス：２Ｄ６で６以下はかなり出ますよ？

ドル：ちなみに-4されて、期き待たい値ちの７が出ると？

ＧＭ：はっ、この表をもう二回振ふります。

ドル：死ねる！　ラッキーチャンスは死ねる！（笑）

ＧＭ：「あなたたちが金のためにあえて危険を冒おかすかどうかの選せん択たくを、安全な客席で見守るのもまたエンターテイメントのひとつなんですよ。はっはっはっ」

ドル：なんと趣味の悪い。

フレア：ある意味、敏びん腕わんプロモーターですよね、サントスさんは。

ドル：ちなみに、このチャートを振るのは誰じゃ？

ＧＭ：プレイヤーなら誰でもかまいません。セットアップの一番最初にルーレット開始を告げますから、そのときに誰が振るかをそちらで決めてください。

ドル：……うーむ。誰が振るかはかなり重要だな、この表。

セレネ：-4が危険だとわかっていても挑戦せねばと思うゲーマーの血が（笑）。

フレア：ああ、ここでも風雲児の血がっ（一同笑）。

ＧＭ：というわけで、次は試合となります。







◆Middle 05◆恐きよう怖ふのモンスタールーレット




　そして、モンスタールーレットの試合当日。

　例によってサントスが観客たちに向けて、アナウンスを行なう。

「お待たせしましたクラン＝ベルの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさま！　ただ今よりモンスタールーレットを行ないます！　一体、いかなるモンスターと戦うことになるのか？　とくとご覧らんあれ！」




ＧＭ：では、モンスタールーレット当日のシーン！　コロシアム中央には特設ステージが設けられ、それを見下ろすように観客席がぐるりと囲んでいます。で、そこから大きな歓声が上がっています。

フレア：ああ、もしかしてスポンサーの皆みなさんが！（笑）

ＧＭ：「頑張れ～っ、コロローナ商会！　ウチはお前たちに賭かけてるんだぞ～っ！」と力強く応援してくれますよ。

セレネ：嬉うれしい～。けど負けられない（笑）。

ＧＭ：そんな観客席で、一〇歳さいくらいのメガネを掛けた男の子が応援しているのに気がつきます。

フレア：ほう、男の子ですか？

ＧＭ：ええ。「フレア～、セレネ～、がんばってーっ!!」と、もう身を乗り出さんばかりにぶんぶん手を振ふっていますよ。

セレネ：もしかして、わたしたちのファン？

フレア：うわーい、なんか嬉しいですね♪

ＧＭ：というわけで、戦闘に移うつりましょう。今回から〝スクウェア戦闘ルール〟を採さい用ようしていきたいと思います。

フレア：スクウェア戦闘ルール？

ＧＭ：『上級ルールブック』に掲けい載さいされているルールで、位置や距きよ離りをもっとはっきりさせて、より戦せん術じゆつ的てきな戦闘を楽しもうというものです。妹尾さんはルールの飲のみ込こみが早いし、コロシアムの戦闘が中心となっている今回はこっちの方がやりやすいので。




　スクウェア戦闘ルールでは、四角マスに区切ったスクウェアにキャラクターのマーカーを置くことで、その位置が示されるようになるルールだ。

　これによって、移い動どう、射しや線せん、射しや程ていなどがより明めい確かくになる。

　妹尾さんに簡かん単たんに説明をした後に、戦闘を開始した。




▼第１ラウンド

　第１ラウンドで出しゆつ現げんするのは、キマイラだということまで判はん明めいしている。

　その出現位置が、これからダイスによって決まるのだ。




ＧＭ：これが試合が行なわれるステージです。皆さんはコロシアムの中央、Ｃ─３（図ず版はん参照）に配置されます。ポーンを置いてください。
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一同：はーい。

ＧＭ：では最初のセットアップです。キマイラの出現位置を決めましょう。これは、ダイスを振って決めます。（ダイスを振ふる）……おっ、出現位置はＡ─４になります。

セレネ：ここですか？　３マス離はなれていますね。

ＧＭ：つまり、ＰＣたちとの距離は15メートルになるわけです。

ドル：魔ま法ほうは届とどくが、フレアお嬢さまがマイナーアクションでエンゲージできない距離か。

ＧＭ：こちらの行動値は……お、11もある！　キマイラは速い！

セレネ：速い!?　じゃあ、行動はそっちから。

ＧＭ：こいつ、《ブレス：火》が吐はけるじゃないか。なら、これで攻こう撃げきしよう。

ドル：《ブレス：火》の射程は何メートル届く？

ＧＭ：20メートルです。……なら１マス、つまり５メートル離れよう。三つの頭が「なあおいどうする？」「火でも噴くか」「じゃ、距離取ろうぜ」と相談し、マイナーでＡ─５へ移動。

ユーノス：いやらしい！　それは実にいやらしい挙動です！




　キマイラの《ブレス：火》は20メートルの射程がある。

　なるべく距離を取って、射程を活かす戦術を取ったのだ。




ＧＭ：というわけで《ブレス：火》は範はん囲い攻撃です。達成値は19！

フレア：範囲攻撃というと……エンゲージにいる全員が対象なんですよね？

ＧＭ：はい。スクウェア戦闘ルールですと、同じスクウェアにいるキャラクターはエンゲージしていることになります。

フレア：つまり全員食らっちゃうんですね？　きゃーっ!!




　キマイラの口から、燃もえさかる炎ほのおが噴ふき出だした。

　ＰＣは全員これをかわすことができず、キマイラのダメージロールの結果は15点だった。




ドル：キマイラに逃げ回られて《ブレス：火》を吐かれると、一方的にやられるだけじゃ。

セレネ：なら、《サモン・リヴァイアサン》で攻撃して転倒させましょう。

ドル：うむ、わしも《ランドフィッシャー》でマヒを与えて動きを封じてしまおう。

ユーノス：僕はここで待機します。フレアさん、同じスクウェアにいるとまた《ブレス：火》でダメージを食らってしまう。散開しましょう。




　セレネは移動せず《サモン・リヴァイアサン》で、ドルはＢ─３に移動して《ランドフィッシャー》でキマイラを攻撃する。これをかわせず、転倒とマヒのバッドステータスを受けてしまった。これでほとんど身動きが取れなくなってしまう。




ドル：ふっふっふっ、転倒とマヒはつらかろう？

ＧＭ：く……これは苦しい。移動しながら《ブレス：火》を吐はくつもりだったのに。

ドル：ということで、次はフレアお嬢さまの番ですぞ！

フレア：よーし。……あ、そうだ。ここでＣ─４に移動して神しん殿でん印のポーションの宣伝します！　じゃあユーノスさん、ＢＧＭをお願いします。

ユーノス：Ｄ─３へ移動ののち朗ほがらかなＢＧＭを奏かなでます。「コロシアム、いいものセレクション～♪」と、深夜の通販番組っぽく。さあ、存分に宣伝するのです！

フレア：（わざとらしく）痛っ！　いたたたっ！　キマイラのブレスを受けてしまったわー。

セレネ：（わざとらしく）まあ大変ー、早くこのＨＰポーションを飲んで回復するのよー。

フレア：Ｏｈ！　セレネちゃん。わたしはあの薬臭いＨＰポーションが大の苦手なのー。

セレネ：もう、お姉ちゃんのＨＰポーション嫌いにも困まったものね。でも、新発売の神殿印のＨＰポーションなら大丈夫なはずよー。さあ、騙されたと思ってひと口飲んでみて！

フレア：あら、このポーションすごく美味しいわ！　口当たりもとってもマイルド！




　マティアスから依い頼らいされた神殿印のＨＰポーションの宣伝とは、この商品がいかに優すぐれているか寸すん劇げきを行なって観客にアピールすることだったのである！

　マティアスが出した条件は「フレアとセレネが一回ずつ、神殿印のＨＰポーションを使用すること」と、「ＨＰポーションを使用する際に寸劇を行なうこと」であった。

　フレアは宣伝のために、メジャーアクションでＨＰポーションを使用したのである。




ＧＭ：キマイラぽかーん（爆ばく笑しよう）。

ドル：マヒと転倒を食らってる時に、目の前でこんな小こ芝しば居いやられてはのう（笑）。

ＧＭ：チャンスなのに、チャンスなのに、と───もがきつつ（笑）。

セレネ：（笑いをこらえながら）し、新発売の神殿印のＨＰポーションは、レモン、ストロベリー、グレープの三種類のフレーバーが付いているから、従じゆう来らいのポーションと違ちがってすごく飲みやすいの。それに天然由来の成分だから、身体にも優やさしいわ。

フレア：今回お買い求めいただいたお客さまに、もれなくＭＰポーションを１本おつけしまーす。笑顔で商品をアピールします（一同笑）。

セレネ：数に限かぎりがありますので、お求めはお早めにー。

ドル：満場の拍はく手しゆがばーっと（笑）。フレアお嬢さまはＨＰが２Ｄ６回復しますぞ（笑）。

フレア：あっ、ちゃんとグレープ味のを飲んだから！　……11点も回復、全ぜん快かいです！

セレネ：それはＣＭ効こう果か抜群。お姉ちゃん、さすがだーっ！（爆笑）

ドル：（観客になって）「おい、マジに効きいてるよ！　全快だよ！」




　待機していたユーノスは《ジョイフル・ジョイフル》を使用してセレネを未行動にする。この行動でセレネもＨＰポーションを使用し、マティアスの出した条件を達成した。




▼第２ラウンド

　そして、第２ラウンドのセットアッププロセス。

「さあ、コロローナ商会が戦うのはどのモンスターかっ！」

　観客席に見えるように、出現するモンスターを示しめした巨きよ大だいなルーレットが現あらわれた！




ＧＭ：「それではいってみましょう、モンスタールーレット!!」とサントスが言うと、バニーガールがルーレットを回転させ、ドラムロールが鳴なり響ひびきます！　これが止まった場所のモンスターが、会場にランダムに登場するわけですねー。

ドル：いよいよ始まったか……。

ＧＭ：ここでラッキーチャンス！　さあ、チャレンジするかしないかを決めてください。もちろん、観客席からは「いーけ！　いーけ！」とコールが起こってます（笑）。

セレネ：ですよねー。

フレア：二回目はともかく、ここはいった方がいいですよね？

ドル：では、ラッキーチャンスに挑ちよう戦せんということで！

ＧＭ：会場はどよめき、チャレンジを讃たたえる拍手が！

ドル：おのれ、他人事だと思って（笑）。

ＧＭ：誰だれが振ふりますかね？　そしてフェイトを使うか使わないか。

ユーノス：……ボクがやりましょう。高ければ高いほど……（ダイスを振る）出目は９！

ＧＭ：９から-2して、７は……ゴブリンバーサーカー！　登場位置は……Ｃ─４！　フレアのいるスクウェアです。

ドル：これはもう、フレアお嬢さまにゴブリンバーサーカーをやってもらうしかない。
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ＧＭ：それでは、セットアップの宣言。行動値11のゴブリンバーサーカーは《狂戦士化》を宣言！　武ぶ器きのダメージが＋20となります！　ただし、物理防御力は０となります。

セレネ：＋20!?　そんなの食らったら、お姉ちゃんが死んじゃう!?

フレア：わたしは、ゴブリンバーサーカーに《ターゲットオン》！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移ります。まずはキマイラから。むー、キマイラは転倒とマヒを受けたまんまか……。




　キマイラは、セレネの《サモン・リヴァイアサン》によって転倒を、ドルの《ランドフィッシャー》によってマヒを受けている。このふたつのバッドステータスは、マイナーアクションを消費することで回復できるのだが、どちらか一方だけしか回復できない。

　結局、マヒを解除して転倒したままセレネに《ブレス：火》を吐くが、《プロテクション》によって完全に防がれてしまう。




ＧＭ：ゴブリンバーサーカーは、そりゃもうフレアを狙ねらいますよ。こいつ、命中は３Ｄ振れますぜ。（ダイスを振る）命中は……14です。３Ｄ振れても、目は低い……。

フレア：……回避できません。自分の硬かたさを信じて食らいます！

ＧＭ：今、《狂戦士化》で攻撃力が＋20されて、35だから……（ダイスを振る）47点です！

フレア：47点!?　ＨＰより多いです！

セレネ：《プロテクション》かけます！　危あぶないお姉ちゃん!!　これで７点減へります。

フレア：29点抜ぬけるから……残りＨＰ８点!?　耐たえたーっ！




　《狂戦士化》によって、ゴブリンバーサーカーの攻撃力が＋20されているが、物理防御力は０となっている。セレネとフレアが攻撃を集中して合計28点のダメージと転倒を与えた。

　続いて、ドルは《ランドフィッシャー》によってキマイラをマヒさせる。

　ユーノスは《ジョイフル・ジョイフル》で、ふたたびフレアを行動させる。フレアは、ゴブリンバーサーカーを攻撃し、20点のダメージを与えた。




▼第３ラウンド

　そして３ラウンド目に突とつ入にゆうすると、ふたたびモンスタールーレットが回り出す！

「賞金三〇〇〇Ｇアップを目の前に、その選せん択たくはいかに!?」

　サントスが盛もり上あげると、コロローナ商会の選択に注目が集まった。




ＧＭ：というわけで二回目のラッキーチャ～ンス！（笑）

セレネ：もう、背せ筋すじがゾクゾクしますね（笑）。

ドル：さらに-2して＋三〇〇〇Ｇを選ぶか……。

フレア：……ここはひとつ、勝負に出ましょう!!

ユーノス：では、ボクがフェイト２点突つっ込こんでいくことにしましょう!!

ＧＭ：すると観客席も盛り上がると共に「レーライエ！　レーライエ！」とコールを（笑）。

フレア：ああ～!?　会場の皆さんがレライエコールを（笑）。

ＧＭ：さっきの男の子が「やめろよー！　レライエコールするなよー！」と、観客に向かって食ってかかる様子が目に入ります。

フレア：うわ～っ、本当にありがとう！

セレネ：この子のためにもがんばろう！

ユーノス：振りますよ？　えいっ！




　ユーノスがフェイトを２点使ったので、４Ｄとなったルーレットのダイス。

　そしてその目は……10だった。




ユーノス：10から-4すると……６！

ＧＭ：６ですか。すると、登場するモンスターは……マッスルームですね。

フレア：マッスルームってどんなのですか？

ＧＭ：今から登場します。……出現位置は、Ｂ─４！




　がくんと指定された出現位置が開く──。

　すると、ルーレットで決定されたモンスター、マッスルームがせり上がってくる。

　現われたのは、フロント・バイセップスのポージングを決めた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのキノコだった。
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フレア：なんですかこのキノコ!?（笑）

ドル：で、そっちのエネミーからじゃな。

ＧＭ：まず、キマイラがマイナーでマヒを解かい除じよ。メジャーで《ブレス：火》を───。

ドル：さて、どこに撃うち込こむ？　こいつら相談するんじゃろ？

ＧＭ：「おい、あのゴブリンいけるんじゃね？」「《ブレス：火》に巻き込むの、なくね？」「だよなー」。というわけでセレネを対象にします。

セレネ：わたしですか？

ドル：キマイラの《ブレス：火》の命中判定は１Ｄ減げん少しようしておるぞ。転倒の効果じゃ。

ＧＭ：だが１Ｄ減へっても２Ｄでダイスを振ふれる。（ダイスを振る）高い！　達成値16です。

セレネ：クリティカルしないとダメ……、（ダイスを振る）やっぱり無理でした。

ＧＭ：ふふふ、ダメージは20点です。

セレネ：《プロテクション》を。ああっ、低っ！　３点しか引けない!?

ＧＭ：……あっ!?　《ブレス：火》は範囲（選択）じゃないか！　間違えた～！　アホなロールプレイなんかせずに、ルールチェックすりゃよかった!?

ドル：愉快なＧＭじゃ（笑）。

ＧＭ：しかし、巻き戻しはしないのが原則。このままいきます。ちょほー（涙）。




　このようにルールミスやエラーが起こっても、なるべく巻き戻さずに進めるのが原則だ。

　どんなに悔しくてもである。




ＧＭ：気を取り直してゴブリンバーサーカーがマイナーで転倒を解除。くそう、ゴブリンバーサーカーは、フレアに斬りかかる！　ダガーを滅茶苦茶に振り回しているが、当たればダメージはでかい！　達成値は14！

フレア：回避判定は４＋２Ｄだから……ダイス目10以上ってことですよね？　フェイトを２点使って……達成値は17！　足元からの攻撃をひらっとジャンプしてかわします！

セレネ：……ほっ、よかった～。でも、早めにゴブリンバーサーカーを倒さないと危険！

ＧＭ：そして、次は行動値10のマッスルーム。こいつは意外と強い。マイナーアクションでフレアのいるＣ─４へ移動！　フレア目掛けて殴りかかります！　命中の達成値13！　ちっ！　低い!?

フレア：ここでダメージ受けたら死んじゃう!?（ダイスを振る）あっ、回避は13！　やった、避けた避けた！

ＧＭ：くっ、おしい！　マッスルームはにやりと笑い「やるなお嬢ちゃん」と（笑）。

フレア：ふふふ、あなたもね！

ユーノス：フレアさんとキノコのあいだに熱い友情が（笑）。ボクは待機する。

セレネ：では《サモン・リヴァイアサン》をゴブリンバーサーカーとマッスルームに！

ＧＭ：（ダイスを振る）マッスルームは避よけました、（ダイスを振る）ゴブリンバーサーカーは避けられない！

セレネ：ダメージは……10点。

ＧＭ：通ったダメージは３点だけ！　……でも、また転倒を受けてしまう。

フレア：そんなゴブリンバーサーカーを攻撃します！　あっ！　クリティカルです!!

ＧＭ：なんと!?　転倒の影えい響きようでよけられません！

フレア：（ダイスを振る）やりました！　ダイスの目が高いです！　36点。

ＧＭ：「ぎゃあああ！」ゴブリンバーサーカは倒れた！

フレア：よしっ！

ドル：そして次はわしか。《ランドフィッシャー》でマッスルームを攻撃、命中の達成値は18だ。

ＧＭ：マッスルームはクリティカル以外……ん？

セレネ：（マッスルームのダイスを見て）５と６とか、危ない!?

ＧＭ：出目は11！　ダメージは食うが、このキノコがんばるかもしれん！

ドル：ではダメージ！　ダメージはいい、27点！

ＧＭ：マッスルームは魔法防御は４点……あ、こいつ〈地〉属性のエネミーだ!?　魔法防御力は倍の８点になり、その結果19点食らいます。




　エネミーの中には、属性を持つものもいる。同どう属ぞく性せいの魔法ダメージを受けた場合、魔法防御力は二倍となる。しかし、相反する属性（たとえば〈火〉属性に対して〈水〉属性のような）〝対たい抗こう属性〟の魔法ダメージだった場合、魔法防御力は０となってしまう。

　マッスルームはドルの魔法と同じ〈地〉属性のエネミーである。




ドル：だが、マヒじゃマヒ！　マヒじゃよー、マヒ！

ＧＭ：くっ……、マヒマヒマヒと……。

ユーノス：《ジョイフル・ジョイフル》発動成功。ドルさんを再行動。

ドル：さらにキマイラを。キマイラ、キミは安心して魔法を食らうがいい。（ダイスを振る）というわけで達成値15。転倒しているキマイラは避けられまい？　〈地〉属性18点！

ＧＭ：それは死ぬかも……あ、いや待った！　惜しい、残り１点！

セレネ：あー、残念！




▼第４ラウンド

　モンスタールーレットは、二体で打ち止め。

　残るはマッスルームとＨＰ残り１点のキマイラである。

　しかし、フレアのＨＰも危き険けん水すい域いきに入っている。




ＧＭ：いや～、盛もり上あがりますね、この戦闘。

フレア：せめぎ合ってますね。わたし、かなり死にそうです。

ＧＭ：そしてキマイラ、マヒっている……。く、ずっとこれしかないのか。ここはドルを攻撃しよう。マヒを回復し、憎にくしみを込こめて《ブレス：火》を。

ドル：わしもそう思う。わしがお前だったらわしを狙ねらう（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）……うーん、命中判定の達成値10です。

ドル：あ、ならよけられる。（ダイスを振る）ほら、よけた！

ユーノス：しかし、会場は絶ぜつ好こう調ちようなドルさんに拍はく手しゆ喝かつ采さいでしょう。

ドル：背せ中なかに書いてある宣せん伝でん用ようのロゴを見せ「この健康食品のおかげじゃ！」と（爆笑）。

ＧＭ：スポンサー席から「わ、わしの店の肝かん油ゆも宣伝してくれ～！」と。

セレネ：それじゃあ、次はマッスル？

ＧＭ：マッスルームはマヒってるだけか。それならマヒを回復してフレアを普ふ通つうに殴なぐれる！

フレア：……わたし、その攻撃食らったら死んじゃうかも？

ＧＭ：ちっ、３Ｄ振ってるのに目が低い、マッスルームの命中の達成値は15です。

フレア：でも、ダイス目で11以上を出さないと……10！　ああ、惜しい！

ＧＭ：よかった、命中した！　キノコの豪ごう腕わんが襲おそい、ダメージロールは25点です。

フレア：25点？　防御力は11だから、14点受けました。

ドル：フレアお嬢さま、ＨＰは今いくつでございますか？

フレア：えー、残り８点です。

ドル：なら、《プロテクション》で７以上なら立っていられますぞ。

セレネ：お姉ちゃんに《プロテクション》！　……９点減へらします。

フレア：９減らすとダメージが５点だから……おー！　残りＨＰ３点！　これなら、あのツナ缶かん持ってくればよかったかも！

ユーノス：まだあのツナ缶に未練が!?（一同笑）

フレア：だって、五〇〇〇Ｇもらえるんですよ？

ユーノス：もうさすがとしか言いようがありません。ともかく、ボクは待機を。

セレネ：マッスルームに《サモン・リヴァイアサン》を当てます。すると、また転倒＋マヒのコンボが入るから。

ＧＭ：マッスルームは「……私は優しいキノコですよ？」眼めをキラキラさせます（爆笑）。

ユーノス：い、今さら優しい振りをしても遅いっ!!（爆笑）

フレア：それを言われると、やりづらい（笑）。

ＧＭ：「はっ、こっちのお嬢じようさんは話せば分かるかもしれない！」

セレネ：問答無用で達成値16っ!!

ＧＭ：ちょっ!?　いきなりかっ!?

セレネ：それはそれ、これはこれ。借金返へん済さいのためには心を鬼おににしないと。

フレア：というわけで、ごめんねキノコさん（笑）。




　マッスルームは鬼の心を宿したセレネによってダメージと転倒を受け、さらにドルの《ランドフィッシャー》によってマヒを受けた。こうして、じりじりと追おい込こまれる。




フレア：では、キノコにトドメを。ＭＰ残り７点しかないので、《バッシュ》は使わず、《スマッシュ》を使って攻撃します！

ＧＭ：転倒していては、避けられません。マッスルームは亀かめのような姿し勢せいで耐たえます。

フレア：ダメージは19点です。

ＧＭ：「だが、鍛きたえ抜ぬかれたこの肉体には！」《ハードマッスル》を使います！　４レベルあるから物理攻撃なら４Ｄ減少させられる！　おお、弾はじく！　21点弾きます！

フレア：えーっ!?　全部止められたー！

ＧＭ：「見たかこの筋きん力りよく！」

フレア：硬かたい！　このキノコ硬い!?

ユーノス：《ジョイフル・ジョイフル》をフレアさんに。転倒しているマッスルームは離り脱だつしてしまえば追いつけません！　フレアさん、逃にげるのです。

フレア：はい、逃げます！

ＧＭ：「いかないで、いかないで……。私の傘かさは噛かみごたえがあって美味しいと」

フレア：美味しいって!?　それ、本当ですか？（爆笑）

ＧＭ：本当ですよ。解かい説せつにそう書いてあるんです！




　マッスルームの傘は鍛えられた筋肉によって独どく特とくの噛みごたえがある高級食材である。

　ちなみに、ドロップ品で獲かく得とくすると八〇〇Ｇで買い取ってもらえる。




フレア：ほんとだー！　でもさようなら。さようなら、キノコさん。離脱です。

ＧＭ：「ああ、私のパンチが届とどかない……」嘆なげくマッスルーム。ラウンド終了。




▼第５ラウンド
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　そして５ラウンド目に突入。

　ここでキマイラはようやく転倒から回復した。地じ獄ごくのコンボから解かい放ほうされたキマイラだったが、《ブレス：火》の攻撃をドルに回避される。

　マッスルームはマヒから回復したものの、転倒によって動けずメジャーアクションを放ほう棄きする。

　ユーノスとセレネは待機。ドルはキマイラを《ランドフィッシャー》で攻撃して倒す。




ドル：さらばじゃ、強きよう敵てきと書いて〝とも〟よ！

ＧＭ：キマイラは倒れます。「友なのに……」（笑）

ドル：これで、残すはマッスルームのみ。

フレア：わたしの番ですが、もうＭＰないです。普通に攻撃、命中判定が17。

ＧＭ：回避失敗……もうひたすら耐たえるしかない。

フレア：う、ダメージ15点。

ＧＭ：なら、耐える！《ハードマッスル》で16点減少！　耐える、ひたすら耐える！

セレネ：ＭＰないので行動放棄です。ファミリアのポメロのＭＰは取っておきます。

ユーノス：ボクはマイナーでマッスルームのいるＣ─４へ移動。これで足止めしましょう。ＨＰ満タンですから一発くらい耐えられる。そして《ジョイフル・ジョイフル》をドルに。

ドル：さらばマッスルーム、わしの魔法を受けるがよい！　ダメージは27点じゃ。

ＧＭ：それは……残りＨＰ２点です！

ドル：倒せなかったか……、しかし後は皆で囲んで殴っても倒たおせるじゃろう。




▼第６ラウンド

　ＨＰ残り２点のマッスルームを、後はじっくり倒していくだけ。

　キノコパーティとフレアは騒さわいでいるが、マッスルームにも意地があった。




ＧＭ：では、マッスルーム。マイナーでマヒを解除、しかし、攻撃対象はダイスを振って決めます。１～３がユーノス、４～６がフレアで。（ダイスを振る）……えー、３です。

ユーノス：はっはっはっ、構かまいませんよ。なにせＨＰは満タンですからね。

ＧＭ：くっ……ていっ。おっ？　クリティカルした!?　しかもダイスは全部６!?

ユーノス：ちょっ!?　ずるいぞボクの時だけ───っ!!（一同爆笑）




　マッスルームは、ユーノスの足首を掴つかみ、グラウンドに引ひきずり込こんだ。

　嵐あらしのように、パンチ！　パンチ！　パンチ！　パンチ！

　……ユーノスは、戦闘不ふ能のうとなった。




フレア：ああっ、天使さまがキノコに!?

ＧＭ：まさか、一撃で沈しずむとは。まあ７Ｄも振れば死ぬのは当然か。

ユーノス：狙ねらってんじゃないでしょうね!?

ＧＭ：い、いやっ、たまたまですよ、たまたまっ!?

ドル：スポンサー席から「ウチのステッカー貼はった選手がのされちまった!?」と悲鳴が（笑）。




　この後、マッスルームはフレアとセレネの攻撃を耐えきった。

　結局、このしぶといキノコに引いん導どうを渡わたしたのはドルの魔法だった。




フレア：やった！　勝利～！

ドル：ツナ缶なくてよかった。さらばユーノスになるところだったわい（笑）。

ＧＭ：というわけで、賞金がまず五〇〇〇Ｇ。さらにラッキーチャンス一回目で二〇〇〇Ｇ、二回目で三〇〇〇Ｇ。合計一万Ｇ獲得です！

セレネ：おー、パチパチパチ。

ＧＭ：そして賞品チャート！

ドル：素す直なおに３Ｄ振って下され、ギルドマスター。

フレア：はーい。とぉ～！　……あっ、６です。うわー、低い！　みんなごめーん。

ＧＭ：６ですと、八〇〇Ｇのドロップ品ですね。えー、キノコ鍋なべセットが（笑）。

一同：キノコォォォォォ───ッ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

フレア：こんな姿すがたになって……。

ＧＭ：さらに、スポンサー料が入ってきますよ。

ドル：（そろばんを弾き）まず神殿印のＨＰポーションのＣＭに成功したので五〇〇〇Ｇ、試合に勝ったので商店街分のスポンサー料が四三〇〇Ｇ……合計二万飛んで一〇〇Ｇ！

ＧＭ：で、戦闘と収入の計算が終了したところで、次のシーンに移ります。




　モンスタールーレット収しゆう入にゆう総そう計けい　　二万一〇〇Ｇ

　マティアスによる天引き　　　　　一万八〇九〇Ｇ

　目標金額まで残り　　　　　　　　三万一九一〇Ｇ

　借金返済総そう額がく　　　　　　　　　　三万三〇三〇Ｇ







◆Middle 06◆リック少年とゴージャスサンズ




ＧＭ：それでは、試合を終えて戻ってきた控え室です。

ドル：控え室に帰るとがっくりとうなだれて、「ふう～、よかった……」

ユーノス：マッスルームにボコられたボクは、その横で手当てを受けているということで。

フレア：おつかれさま～。

セレネ：ファミリアのポメロとたわむれながら、ＭＰの回かい復ふくを（笑）。

ドル：わしはひとり隅すみで計算している。パチパチパチ……残り三万二〇〇〇Ｇほどか。

ＧＭ：すると、控え室をノックする音が。

セレネ：誰だれだろう？　ひょっとしたらカタリーナかもと思って警けい戒かいするけど。

ドル：スポンサーの方々とかかもしれませんぞ？

フレア：じゃあ、開けてみます。どうぞー。

ＧＭ：やってきたのはサントスですね。「いや、大だい活かつ躍やくでしたな」と上じよう機き嫌げんです。

フレア：サントスさん、いらっしゃい。

ドル：何の用じゃ？　見ての通り、わしらはあんたの組んだ試合でへとへとに疲つかれておる。

ＧＭ：「いやなに、皆みなさんの次の対戦相手が決まったので伝えにきたのですよ」

ドル：なに、もう次の相手が？

フレア：今度はどういう相手なんだろう？

ＧＭ：「今からその相手が出場する試合が始まりますが、観戦していきますか？」

セレネ：それは頷うなずきます。

フレア：観ます観ます。

ＧＭ：「では、ついてきてください」




　サントスの案内で、観客席へやってくる。

　今から始まる試合には、次のコロローナ商会の対戦相手が出場するらしい。

　その相手がどんな戦い方をするのか見極めようと、皆は席に着いた。




ＧＭ：あなたたちが席に着くと、隣となりの席から驚おどろきの声が上がります。「あっ、あっ!?　フレアとセレネがいる!?」一〇歳さいくらいの少年です。

フレア：もしかして、試合のとき応おう援えんしてくれた少年ですか？

ＧＭ：そうです、一いつ生しよう懸けん命めい応援してくれた例の少年ですね。

フレア＆セレネ：おおおおおーっ!!

ユーノス：ボクたちにもファンができたんですねー。いや、感慨深い。

ＧＭ：「ついでにドルとユーノスも！」

ドル＆ユーノス：ついでにっ!?（笑）

ドル：わしらではなく、お嬢さま方のファンのようじゃ（笑）。

ＧＭ：「僕ぼく、リックっていいます。クラン＝ベルの風雲児のこと尊敬してて……お姉さんたちがコロシアムに出場しているって噂うわさを聞いて、ずっと応援してました！」

セレネ：……なんていうんだろう、大人の上っ面のお世辞だったらひょいって流せるんだけど、素す直なおな少年からだと流せない自分がいる。

ＧＭ：「あ、あのっ、これ！」と言って、ごそごそと花を一輪差し出します。「ふたりが勝ったときにプレゼントにって持ってたんだ。でも、渡わたしそびれちゃって……」

ユーノス：おお、それは嬉うれしいハプニング。

フレア：ありがとう！

セレネ：……うーん、お返ししたいけど、この貧びん乏ぼう生活で何かあるかな？

ユーノス：やはり、ここは次の勝利を約束するしかないでしょう！

フレア：なるほど、それです！

セレネ：じゃあ、ふたりで指切りして勝利を約束しましょう。

ＧＭ：リックはとても嬉しそうに小指を差し出しますよ。「ありがとう！」何度も服の裾すそで拭ふいたりなんかして。

ドル：「僕、もう絶ぜつ対たい手を洗あらわないよ！」……洗えよ！　って話ですな（笑）。

ＧＭ：そんな風にリック少年と話していると、サントスが横から「おっと、そろそろ次の試合がはじまりますよ」と声をかけます。

フレア：はじまるんだ。どういう相手ですか？

ＧＭ：すると、コロシアムには一話で対戦したホッケーマスクの三人組〝デッドマンズ〟が入場して、鉄の爪つめで野菜を切るパフォーマンスを披ひ露ろうしています。

ドル：お～、デッドマンズか。ちょっと前なのに妙みように懐なつかしいのう。

フレア：サントスさん、もう一度あの人たちと戦うんですか？

ＧＭ：「いえ、違ちがいますよ。あなたたちの対戦相手は、ほら向こうから出てきます」




　すると、ブシューっと煙けむりが噴ふき出だしたかと思うと、派は手でな光が放たれた。

　同時に、着き飾かざった女じよ性せいたちが花びらを巻まき、赤い絨じゆう毯たんが敷しかれていく。

　現あらわれたのは、高級そうな装そう備びに身を包んだ三人組だった。




ドル：な、なんじゃこいつら……!?（笑）

フレア：三人組ですか？

ＧＭ：ヒューリン、エルダナーン、フィルボルの三人組ですね。デッドマンズと構こう成せいは似にていますが、断だん然ぜん派手さが違います。ていうか、ド派手です。

セレネ：う、うん……。

ＧＭ：ええ、いかにも金掛かかってそうな装そう飾しよくを施した鎧よろいをまとい、皆よいところの坊ぼつちゃん風な外見をしています。

ユーノス：ボクと一いつ緒しよで、そこそこ美形な感じ？

ＧＭ：ええまあ、「フッ……」とか言って笑いそうな感じ。全員が。

セレネ：……いけない、面白いっ!!（笑）。

ＧＭ：ヒューリンがリーダーなんですが、彼かれはテーゲベックの鎧という六五〇〇Ｇもする鎧を着ています。しかも金モールドの装飾などを施ほどこして、高級感を引き立ててますね。

セレネ：六五〇〇Ｇ!?　高いの買ってるなー。

ユーノス：それがさらに豪ごう華かになってるわけですね（笑）。

ＧＭ：そしてコロシアムでテーブルを広げ、優ゆう雅がにティータイムを楽しみ始めます。

フレア：えええええっ!?　何してるんですかっ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「彼らは、〝ゴージャスサンズ〟！」

フレア：ご、ごーじゃすさんず？

ＧＭ：「クラン＝ベルの有力者の子弟たちで構成されたギルドですよ」

ドル：つまり、ギルドメンバーがみんなお金持ちのお坊ちゃまなのか（笑）。

ＧＭ：そうです。貴族とか大商人の息子が三人いるとでも思ってください。

ユーノス：ちょっ……なんてゴージャスな連中だっ!!

フレア：ある意味、人材の宝ほう庫こですよね、Ｆリーグ。

ＧＭ：「試合が始まりますよ？　彼らの戦い方を見ておくとよいです」

フレア：一体、どんな戦い方をするのかな？

ＧＭ：しかし、ここで不思議なことが起こるんですよ。

フレア：不思議なこと？

ＧＭ：アイアンクローを振ふりかざして襲おそいかかるショーに、ゴージャスサンズのリーダーがごにょごにょと耳打ちをしたかと思うと、急にその動きが止まってしまいます。

フレア：……動きが止まる？

ＧＭ：そして「少ないけれど、取っておきたまえ」みたいなことを言ったかと思うと、こそこそとショーのふところにそっと何かを渡したよーに見えます。

フレア：ちょっ!?　それって！（笑）

ユーノス：買ばい収しゆうだ!?　買収したんですよ！（笑）

セレネ：スキルでもなんでもなかった！（笑）

ドル：これがゴージャスサンズの戦い方か？　むしろ、わしらは大だい歓かん迎げいじゃ（笑）。

ＧＭ：「ぎゃああああ!?」とショーは派手に吹ふっ飛とびます。《ボルテクスアタック》をダメージに使って12Ｄ増ふやしています。

ユーノス：《ボルテクスアタック》で12Ｄ!?

ＧＭ：ええ、テーゲベックの鎧の効果で＋２Ｄされていますので。




　テーゲベックの鎧は、《ボルテクスアタック》を使用した際さいに＋２Ｄするという、大変強力な魔ま法ほうの鎧である。




ドル：つまり、攻撃したリーダーは10レベル前後ってことじゃな？

ユーノス：……それ、強くないですか？

ドル：強いから、１シナリオ一回の《ボルテクスアタック》を使ってくれるんだろう。

ＧＭ：はい、戦力の調整です。ともかく、この試合はゴージャスサンズの勝利です。




　２レベルになったばかりのコロローナ商会のＰＣが10レベルの《ボルテクスアタック》を受けてしまったら、ひとたまりもない。

　ここで使用したのは、戦力を調整して互ご角かくに戦えるようにするためである。




ＧＭ：そして試合を終えたゴージャスサンズのリーダー、ラファエロが、観客席の双子たちに気づいたようです。

フレア：リーダーはラファエロっていうんですか？　いかにもな名前ですね。

ＧＭ：ちなみにフィルボルはヴァレリオ、エルダナーンはエミリアーノという名です。ヴァレリオは可愛かわいい系けい、エミリアーノはクール系な感じのお坊ぼつちゃんです。

フレア：各種お坊ちゃんを揃そろえてみましたって感じですね（笑）。

セレネ：ちなみに、ラファエロは？

ＧＭ：貴き公こう子しとか王子様とか、そういう系けい統とうです。あえて言うならノーブル系？

フレア：ばっちりイメージできました。

ＧＭ：全員そこそこな美形です（笑）。

ユーノス：それは負けていられません！

ドル：対たい抗こうするとこはそこでいいのか、ユーノス（笑）。

ＧＭ：「さきほどは見事な勝利おめでとう」とラファエロは薔薇ばらを一輪ずつ差し出します。

セレネ：こっちの花は、全然気にすることなく受け取れる（笑）。

フレア：だいぶひねくれたねー、セレネちゃん（笑）。

セレネ：うん、色々とあったから。

ＧＭ：「キミたちの活躍は聞いている。だから、対戦相手に指名させてもらったよ」ラファエロは、いちいちゴージャスな巻まき毛げの金きん髪ぱつを掻かき上あげながら言います。

フレア：わざわざ、わたしたちを指名したんですか？

ＧＭ：「そうだ。我われ々われくらいになると、お金は湯水のように使える」

セレネ：有あり余あまっていると？

フレア：でも、お金がたくさんあるのにどうしてコロシアムなんかに？

ＧＭ：「我々には財ざい産さんも地位もあるが───ただひとつ、足りないものがある」

フレア：足りないもの、それは？

ＧＭ：「───名めい誉よだよ！」

フレア：……め、名誉って!?（爆笑）

ドル：金もある地位もあるとなれば、たしかに次は名誉だが……（笑）。

ＧＭ：「我々は、親の七光りだの所しよ詮せんはお坊ちゃんの道楽だの、貧びん乏ぼう人にんどもからさんざん僻ひがまれてきた！　だから、そんな連中を黙だまらせるために、名誉が必要なのだよ！」

[image: ]

ユーノス：なんて力いっぱい間ま違ちがった連中だろう（笑）。

ＧＭ：「人々から賞しよう賛さんされる名誉と尊そん敬けいを得る───それには、風雲児の娘である君たちに勝利することがうってつけだ」ラファエロは、ビシッと指差します。

ユーノス：かなり屈くつ折せつしていますね、こいつら。

フレア：「でも、わたしたちも約束をしたから」って、リックを見て言います。負けられない理由は、こっちにもありますね。

ＧＭ：「ほう、約束。それは？」

フレア：ファン第一号になってくれた、リック君のために。

セレネ：わたしもお姉ちゃんと同じで負けられない。

ＧＭ：リックはちょっと驚おどろいた顔をするんですが、すぐに嬉しそうにします。

フレア：わたしたち、約束守るからね。

ＧＭ：「おや？　そこにいるのはリックじゃないか」リーダーのラファエロが気づきます。

フレア：……知り合い？

ＧＭ：みたいですね。「リック、君はコロローナ商会を応援しているのかい？」とラファエロが言うと、リックは「くっ……」と顔を伏ふせて悔くやしそうな素そ振ぶりを見せます。

セレネ：ど、どうしたんだろう？

フレア：なにか、因いん縁ねんがあるのかな？

ＧＭ：「キミの父上は、まだ古くさい武ぶ器きを造つくって売っているのかい？　早く店を畳たたんでしまえばいいのに」と言うとリックは「父ちゃんを馬ば鹿かにするな!!」と反発しています。

セレネ：……大体の事じ情じようはわかりました！

フレア：なんて嫌いやなヤツ！　なんてこと言うんですかっ！

ＧＭ：「はっはっはっ、売れない武器を造ってるのは、事実だろう？」とラファエロが言うと、他のふたりも一緒になって高笑いをします。

セレネ：……この連中に、負けられない理由ができたわ。

フレア：次は絶対勝とう、セレネちゃん。

ＧＭ：「では、次の試合を楽しみにしているよ」と去っていきます。

フレア：リック君の実家とライバル関係にあるんですね、きっと。

ドル：あのラファエロという者の実家は、大量の武器を生産販はん売ばいして財ざいを成した大きな商店です……と、適てき当とうなことを言って解かい説せつする。

ＧＭ：まったくその通りの設せつ定ていです。リックは「く、くそぉ……」拳こぶしを握にぎりしめてます。

セレネ：とりあえず身を屈かがめて「どういうことか説明して欲ほしいのだけど？」

ＧＭ：「そ、それは……」言いにくそうにしてリックの顔色が、急に悪くなっていきます。

フレア：……え？

ＧＭ：「うっ……うう……っ!?」リックは胸むねを押おさえてとても苦しそうです。

フレア：だ、大だい丈じよう夫ぶ!?　リック君！

セレネ：とりあえず抱だきかかえよう！　ええと、お家に連れて行って……いや、医い務む室しつ？　医務室に連れて行けばいいのかな？

ドル：ここはコロシアムですからな、医務室くらいは用意されているでしょう。

フレア：では、急いで連れていきます！







◆Middle 07◆少年と病と




　コロシアムの医務室───。

　苦しんでいたリックも、待機していた医者に診みせたことで小康状じよう態たいとなった。

　今は、すやすやと寝ね息いきを立てている。双子たちも、ほっと胸を撫なで下おろした。




ＧＭ：シーンの場所は医務室です。リックを診た医者は「しばらく安静にしていれば大だい丈じよう夫ぶです」と言います。

フレア：ほっ、よかった……。

セレネ：一体、何が原因なんですか？

ＧＭ：「少し、難むずかしい病気にかかっていますな。発作の処しよ置ちはしましたが、これ以上はなんとも……」と言って、医者はその場を後にします。

フレア：難しい病気って……。

セレネ：元気な子なのに。

ＧＭ：医務室に血相変えた男が駆かけ込こんできます。「リック！　リックは無事か！」がっしりしたヒゲもじゃのおじさんです。職人みたいな雰囲気ですね。

フレア：この人、お父さん？

ＧＭ：そのようです。「おお、運んでくれたのはあなたたちか？　私わたしはリックの父親です」

セレネ：えっと、どんな人なのかわたしたちは知っていますか？

ＧＭ：クラン＝ベルでも腕うでのいい鍛か冶じ屋やです。自分で造つくった武器を売って暮くらしていたんですが、ラファエロの実家が大型武器店を出店したので、苦く境きように立たされています。

セレネ：ああ……。

フレア：身につまされますね。

ＧＭ：父親はふたりに礼を言って「実は息子のリックは、難しい病気にかかっておりまして、家で療りよう養ようするように言っていたんですが……コロシアムの試合が好きで、こうしてちょくちょく抜ぬけ出だすんですよ」

セレネ：そっかぁ。……なんかすごく切ないなぁ。

フレア：リック君、難しい病気みたいですが……お医者さんに診せてないんですか？

ＧＭ：「う、そ、それは……」

セレネ：お姉ちゃん、お金がないんだよ、多分……。

フレア：あっ、悪いこと言っちゃった……。

ＧＭ：「……一万Ｇもあれば、手術を受けてよくなるって話なんですが」

ユーノス：……手術？

ＧＭ：あ、いや。難しい病でも、特殊な魔法や錬金術で癒せる癒し手がいるってことです。

セレネ：ああ、なるほど。

ＧＭ：「そろそろ、店を畳たたむ潮しお時どきですかねえ……」

セレネ：いや、それは……。

ドル：商売に厳きびしいわしとしては「それも仕方がないかもしれんのう」と、しみじみと。

セレネ：待ってください。リック君は、あなたの働く背せ中なかを見て育ったはずです。その父親が、誇ほこりを持ってやっていた仕事をやめるなんて見たくないはずですよ。

フレア：セレネちゃん……。

ＧＭ：「し、しかし……」

ドル：きっと、リックは「僕の造った武器を風雲児に使ってもらうのが夢ゆめなんだよ！」なんて言ってたりする健気な少年なんだろう。

ＧＭ：すると、リックも起き上がってます。

ユーノス：ああ、リック君。さっきの話を聞いてしまったのかい？

ＧＭ：ばっちり聞いちゃったようです。「父ちゃんの馬鹿！　僕がコロシアムに来るのだって、父ちゃんの武器を使ってくれる選手がいるかどうか探さがしていたからなんだぞ！」

セレネ：ああ、そうだったんだ。

フレア：なんだか、つらい話に……。

ＧＭ：お父さんはリックの言葉かなり効いたようで、呆ぼう然ぜんとしています。リックはそんな父親から逃にげるようにはね起き、病室から走り去ります。

セレネ：あっ、リック君!?




　リック少年が飛び出すと、室内は重い沈黙に包まれた。

　力なくうなだれるリックの父親を、双子は何とかして上げたいと思っていた。




フレア：はいはーい！　セレネちゃんに提てい案あんがあります。

セレネ：お姉ちゃん、なにかいいアイデアが？

フレア：わたしたちで、このお店のこと宣伝したらいいんじゃないかな？　ポーションの時みたいな宣伝をいれたりして。

セレネ：それはいいアイデアかも！

フレア：実はわたしたちコロシアムで宣伝をしながら戦っていて、そのスポンサーを探していたんです。

ＧＭ：「なるほど、そちらも苦労されていますな……」

フレア：ですから、わたしたちが宣伝すればきっと武器も売れると思います。スポンサー料は今回は結けつ構こうですから。

ＧＭ：「……待っていただきたい。お言葉ですが、そちらにもスポンサー料をとらない余裕はないはず。大きな借金を抱かかえておられるのでしょう？」

フレア：……え？

セレネ：あ、そうか。

ＧＭ：「聞けば、借金が払はらえないと神殿に身み柄がらを差さし押おさえられるというではありませんか。私も、そのようなお話はとてもお受けできません」

ユーノス：実じつ際さい、次の試合でいくら稼かせがないといけないんでしたっけ？

ドル：ざっと、三万Ｇほど稼かせぐ必要がある。

ＧＭ：ちなみにここで発表しておきますが、次の試合の賞金は一万五〇〇〇Ｇです。

フレア：あと一万五〇〇〇Ｇを稼がないと、わたしたち差し押さえられちゃうんだ!?

セレネ：お姉ちゃんの気持ちもわかるけど、このお店を助けてあげる余裕は、今は……。

ＧＭ：「お気持ちは嬉しいですが、今日のところは……」




　リックの父親は、そう言って去っていった。

　重い、あまりに重い借金という現実──。

　どうすることもできないふたりであった。







◆Middle 08◆一緒に戦うそのために




　とぼとぼと、コロシアムから引き上げようと廊下を歩くフレアとセレネ。

　リック少年を救いたいのは山々だが、そんな余裕は自分たちにもないのが現実だった。




ＧＭ：では、皆さんはさっきの医務室から引き上げて、コロシアムの廊下を歩いているわけですが……ふたりとも落おち込こんでいるわけですよね？

フレア：はい、どうすればリック君とお父さんを助けられるかって。

セレネ：わたしも、同じように落ち込んでます。

ＧＭ：すると、クラッシュエンジェルズのライオとネルとすれ違います。

フレア：ああ、チャンピオンのお姉さま！　前回はアドバイスありがとうございました！

セレネ：いらしてたんですか。

ＧＭ：「試合が控えているからね」とライオが答えますよ。

フレア：頑張ってください！

ＧＭ：「ありがとう、応援は何よりの励はげみになるわ。あなたたちも、ファンは大切にしなさい」と、ネルがアドバイスしてくれます。

セレネ：そのファンのことなんですが……。

フレア：力になってあげられなくて。

ＧＭ：すると、ふたりはちょっと顔を見合わせますが「わたしたちがファンにできることは、限かぎられている。戦う姿すがたを見せることしかできない」と、ライオが。

フレア：直ちよく接せつ、助けてあげられないということですか？

ＧＭ：「それで、何かを感じたりしてもらえれば、助けることができるかもしれないわ」

セレネ：いいこと言うなぁ……。

ユーノス：このリプレイの清せい涼りよう剤ざいですからね（笑）。

セレネ：ちなみに、清涼剤その二はリック（笑）。

ＧＭ：ライオが語ります。「モンスターコロシアムの試合は、ただの娯ご楽らくかもしれない。しかし、そこでの戦いに何かを託たくす者たちはいる。夢だったり金だったり、とにかくそんなものさ。価か値ちはそれぞれで違ちがっているかもしれないけれど……」

フレア：わたしたちはお金だったり、ゴージャスサンズは名誉だったり（笑）。

ＧＭ：「スポンサーだって、あなたたちにいろんな想いを託しているはずよ。あなたたちは、そんな想いと一緒に戦っているのよ」と、ネルが言います。

フレア：そうですね。

ＧＭ：「じゃあ、わたしたちは行ってくるから」




　クラッシュエンジェルズは、試合へと向かっていった。

　フレアとセレネは、その背中を見送っていた。

　いろいろなものを背せ負おった、チャンピオンの背中だった。




フレア：今のは、ヒントなんですね？

ＧＭ：そのつもりです。

ユーノス：ああ、なるほど。そういうことですか。

ドル：さて、お嬢さま方が気づくかどうか。




　ドルとユーノスのプレイヤーは、ベテランだけに答えに気づいたようだ。

　フレアとセレネが、答えに辿たどり着つくのを見守っている。




セレネ：……あ、そうか。そうすればいいんだ！

フレア：わたしもわかった！　つまり一緒に戦うってことなんだよね、セレネちゃん。

ドル：……しかし、満足にスポンサー料を払ってもらえるようには見えませんぞ？

セレネ：わたしたちが実際にお店の武器を装備して宣伝すれば、きっと武器も売れるはず。

ドル：つまり、スポンサー料として武器を提供してもらうと？

セレネ：それで、武器の売り上げの中からスポンサー料もらえばいいんじゃないかと。

ドル：なるほど。それならわしらもあの親子も助かるかもしれませんな。

フレア：でしょでしょ！

ドル：だとしても、試合に勝てなかったらどちらも共倒れですぞ？

セレネ：それでも、何もしないよりはましなはず。

フレア：そうだよね、このままだとわたしたちもリック君も救われないし。どうせなら、両方とも助かる方に賭けた方がいいと思う！

セレネ：あくまでも、両方が助かるための方法だから。

ドル：そこまでの覚悟があるのでしたら、わしから言うことはありません。

フレア：やった！

ドル：なんてことで話を進めてるが……店の売り上げがいくらになるか決まっておるのか？

ＧＭ：はっ、ＰＣが店をスポンサーにつけて戦った場合の売り上げを決めるルールを用意してます。それは次のシーンで説明しましょう。

ドル：おお、ちゃんとルールがあるのか。なら心配ない。

フレア：じゃあ、リック君のところへ行こう！

ＧＭ：というわけで、シーンを変えましょう。







◆Middle 09◆少年との約束




　双子たちは、リック少年と父親が営む店に向かった。

　今度は、無む償しようで宣伝を引き受けるという話ではない。正式にスポンサーとして契約する。

　一いち蓮れん托たく生しよう、負けたら共倒れ。でも、勝てば両方とも助かるのだ。




ＧＭ：というわけで、クラン＝ベルの町に飛び出したふたりですが、どうします？

フレア：そういえば、店の名前を聞いていなかったわ。

ＧＭ：今決めちゃいましょう。えー、リックのいる店だから……〝ディアス武器防具店〟で。

フレア：じゃあ、そのディアス武器防具店を探してみます。

ＧＭ：するとすぐに、ディアス武器防具店を見つけることができます。となりに、ラファエロの実家が経営するでかい武器屋もあるので。

セレネ：うわ……やな感じだなー。

フレア：じゃあ、店を訪ねます。ごめんくださーい！

ＧＭ：「おや、わざわざ訪ねてくださったのですか？」と、リック君の父親が出てきます。

フレア：さっそくですが、わたしたちとスポンサー契約を結んでください！

ＧＭ：「しかし、それはお断りしたはずですが？」

フレア：違うんです、今度は一緒に頑張るんです！

セレネ：実は……と、さっきの話をします。

ＧＭ：では、リックのお父さんはしばらく考えてから、「……なるほど、お話はわかりました。このまま何もしないより、お互いに手を組んで勝負に出ましょう」

フレア：やったー！

セレネ：それでは、スポンサー契約をしてくれますね？　契約料は、売上げからということで。

ＧＭ：「よろしいでしょう」お父さんも頷きます。

ドル：それで、店の売り上げを決めるルールというのは？

ＧＭ：はっ、するとお父さんは店の奥にいって武器を持ってきます。「この武器は、私が造った中でも最高傑けつ作さくです。これを売って息子の治療費に充あてようと思ったのですが、結局買い手がつかないまま眠ねむらせてしまいました……」と、あなたたちの前に並ならべます。




　それは、磨みがき込こまれたブロードソードとスタッフであった。

　ひと目見ただけで、その品ひん質しつがよいことがわかる。




フレア：ブロードソードということは、わたしが装備している武器と一緒ですね？

セレネ：スタッフは、わたしも装備できるものですか？

ＧＭ：ええ、ディアス武器防具店の中でも最高の名品です。まずスタッフですが、装備すると《プロテクション》を使った際に＋１Ｄされます。

セレネ：それは強い！

ＧＭ：そしてブロードソードは《バッシュ》を使ったときのダメージに＋１Ｄ！

ドル：何っ!?　それは滅め茶ちや苦く茶ちや強いぞ!?　『アイテムガイド』に乗っているアサルトソードと同じ性能じゃ。向こうは９レベルの武器だが、２レベルで装備可能か。

ＧＭ：はい、とても強力です。ですので、このシナリオが終了すると買い手がついてしまい、あなたたちの手元には残りません（笑）。

ドル：たしかに、他のセッションでも持もち込こみたいくらい強い（笑）。

ＧＭ：このブロードソードで敵にダメージを与えると、コロローナ商会は［与えたダメージ×二〇〇］Ｇのスポンサー収入を得られます。ただ相手のＨＰを越えた分は加算されません。

フレア：おおーっ!!

ＧＭ：そして、こちらのスタッフは《プロテクション》で［減少したダメージ×三〇〇］Ｇの収益があります。相手が与えたダメージを越えた分の効果は、加算されないので注意を。

ドル：ブロードソードの方はフレアお嬢さまが装備するとして……だいたい合計一五〇点のダメージを与あたえることができれば、目標金額の残り三万Ｇを稼げる計算ですな。

フレア：わたしがいっぱい攻撃すればそれだけ儲かるんですね？

ドル：そういうことです。フレアお嬢さまの攻撃力だと、大体五、六回は攻撃してダメージを与えなければなりません。案外厳しい、ちょっと頑がん張ばらなければなりませんな。

セレネ：わたしがこのスタッフを装備して《プロテクション》して何とかいけるくらい。

ＧＭ：ちなみに、この売り上げは勝利することが前ぜん提ていです。敗北したらなしです。

ドル：まあ、勝たないと宣伝にはならんからな。

ＧＭ：あと、ディアス武器防具店と契約すると他のスポンサーとは契約できません。そういう条じよう件けんで契約するとこは、他にないですからね。

ユーノス：つまり、独どく占せん契約ということですね。これはますます負けられない。

フレア：またわたしたちがＣＭしたら売り上げが伸のびたりしないんですか？　神殿印のポーションみたいに「ここの武器は本当にすごいわ～」って。わたしはやる気満々なんですが。

セレネ：またお姉ちゃんと一緒に、わざとらしい寸すん劇げきを（笑）。

ＧＭ：な、なるほど。……では、宣伝したら五〇〇〇Ｇの収入があることにしましょう！

フレア：やったー！　よし、頑がん張ばろう。

セレネ：この五〇〇〇Ｇは、リック君の治療費賭して寄付したいな。

ＧＭ：寄付金として収入に計上しないのなら、マティアスも手は出せないことにします。

ユーノス：しかし、これだけ強い武器なら一万Ｇでもすぐ売れそうですが（笑）。

ドル：宣伝できてなかったり、ライバル店の妨ぼう害がいとかあるんだろう。

ＧＭ：「昔ながらのやり方では、大量生産品にはなかなか太刀打ちできんのです……」

ユーノス：世せ知ち辛がらい事情ですね。

セレネ：でも、これでリック君の治療費と借金返済の目め途どが立った。

ドル：ここはあれじゃ、リックは手術が受けられそうでも不安でいっぱいなんじゃよ（笑）。

ＧＭ：なるほどそれだ！　「僕、手術を受けるのが怖こわいんだ……」とリックは不安そうにうつむきます。いや、急きゆう遽きよそういうことになりました。

フレア：ああ！　これはもうやるしかないよセレネちゃん！

セレネ：リック君、わたしたちと約束して。わたしたちが勝ったら手術を受けるって。

フレア：そうだよリック君、約束しよう。もう一回指切りげんまん！

セレネ：わたしも戦いは怖いけど、みんなの想いがあるから戦える。君も一緒に戦おう？

ＧＭ：「今度は僕も約束する。お姉ちゃんたちが勝ったら……手術を受けて病気を治すよ！」




　ふたりは、ふたたびリックの小指と指切りで約束した。

　一緒に戦う───クラッシュエンジェルズが教えてくれた言葉。

　フレアとセレネは、そこに込こめられた意味がわかったような気がした。
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ＧＭ：そんなわけで、次はクライマックスです。ゴージャスサンズとの試合となります。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆ゴージャスサンズとの激げき闘とう




　そして、ゴージャスサンズとの試合当日───。

「クラン＝ベルの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさん！　お待たせしました、本日のメインイベントを行ないます！　勝つのはコロローナ商会かそれともゴージャスサンズか？　それでは選手入場！」

　サントスの口上が終わるとともに、コロローナ商会のメンバーが入場する。




ＧＭ：「わーっ!!」と歓声が迎えるコロシアムのシーンです！

一同：はーい！

ドル：わしらは、〝ディアス・ブラックスミス〟のステッカーを貼っておるのじゃ。

ＧＭ：「おっと、いつものコロローナ商会とはよそおいが違ちがいますよ？」とサントスが気づいてアナウンスするんですね。「さて、対するゴージャスサンズの入場です！」とコールすると、またスモークが焚たかれ、花びらが撒まかれるド派は手でな演えん出しゆつとともに入場してきます。

ユーノス：女の子のファンクラブとか「わーっ！　きゃーっ！」と拍はく手しゆを送り（笑）。

ＧＭ：その中に、カタリーナの姿すがたも見えます。「きゃーっ、そいつらをギッタンギッタンにして～！」と黄色い歓かん声せいを。

フレア：どっちかというと〝どす黒い歓声〟ですね（笑）。

セレネ：カタリーナが荷か担たんしているとなれば、余よ計けいに負けられない。

フレア：おおーっ、セレネちゃんが燃もえている!?

ユーノス：ではフレアさん、我われ々われも打ち合わせどおりに宣せん伝でんを行ないましょう！

フレア：「このディアス武器防具店のブロードソード、本当に切れ味いいわ～。振ふり心地がいいんです、振り心地が」宣伝宣伝。

ドル：「ディアス武器防具店では武器一本一本が手作りです！　今なら名前を刻こく印いんしてくれるサービスまでついて、大変お求めやすくなっております」と合いの手を入れよう。わしはこっちの方が本ほん職しよくじゃ。マーチャント20レベルを活かすときがきた（笑）。

ＧＭ：向こうは「……で、終わったかね？」って感じでお茶飲んでますが？

フレア：スルーされてるーっ!?

ＧＭ：そんなやりとりをしていると、観客席のリック少年から「負けないでー！」というみんなを応おう援えんする声が届とどきます。

セレネ：たとえ世間の風が冷たくても、この少年のためにならがんばれる。

ＧＭ：では、試合が行なわれるステージの説明をいたします。

ドル：おっ、そろそろ始まるか？

ＧＭ：まず、ＰＣはここ（Ａ─５）の端はしっこのところにいます（＊図参照）。

ユーノス：リングのコーナーみたいですね。

ＧＭ：ゴージャスサンズはここ（Ｅ─１）です。すると、会場の様子が変わります。




　ステージの四ヶ所の床ゆかが開く。

　そして、ボコボコと泡あわ立だつ赤い溶よう岩がんが現あらわれた。




一同：溶岩っ!?

ＧＭ：ええ、落ちれば骨ほねまで溶とけるというトラップです。まあ戦闘不能ですが。

ドル：ルール的にはダメージを受けるだけだが、溶岩はインパクトでかい（笑）。

ＧＭ：サントスが解かい説せつします。「メインイベントは、〝トラップ埋伏マッチ〟となります！」

フレア：……ト、トラップ埋伏マッチ？

ＧＭ：「このステージには、いたるところにトラップが仕し掛かけられております！　選手たちはそれをかいくぐり、戦い抜ぬくことができるでありましょうか？」

ドル：……なるほど、だからトラップ埋伏マッチか。

ＧＭ：そして、バトルロウ───コロシアムルールにおける試合へのボーナスやペナルティのこと───ですが、エリア探たん査さ禁きん止しです！

ユーノス＆ドル：なにー!?

フレア：エリア探査っていうのは？

ドル：トラップがどこにあるか、まとめて調べられないということです。




エリア探査

『ドレッドダンジョン』で追加されているルールで、自分たちがいるエリアをざっと調べることができる行動である。メジャーアクションで、射しや線せん（この場合視し界かいの範はん囲い）の通っているスクウェアにあるオブジェクトにトラップがあるかどうかを知ることができる。

　エリア探査を禁止されるということは、キャラクターがスクウェアにはいると発動するマイン型トラップがどこにあるかすらわからないのだ。




ドル：マイン型はもう食らうしかないということか。

ＧＭ：ちなみに溶岩はシークレットではないコンティニュ型ですので見えています。




トラップについて

『アリアンロッド』には、豊ほう富ふなトラップのデータが用意されている。このトラップは発動の条じよう件けんによって次の型に分けられている。

・トリガー型：キャラクターの行動（扉とびらを開ける、鍵かぎを解かい除じよするなど）を条件に発動する。

・マイン型：キャラクターがエンゲージする（スクウェアに入る）と発動する。

・コンティニュ型：キャラクターがエンゲージしている間、効こう果かを受け続ける。

・エンチャント型：トラップやオブジェクトに対して効果をおよぼしているもの。

　シークレットとは、その罠わなが隠かくされていることを表わす。




セレネ：シークレット型のトラップは、かかって踏ふみつぶすしかない。

フレア：ちょー危き険けんな試合ですね。

ＧＭ：というわけで戦せん闘とう開始を告げるゴングが鳴ります。

フレア：よーし、いくぞー！




▼第１ラウンド
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　それぞれのキャラクターの行動値は次の通りとなっている。




行動値

　ユーノス＆セレネ：　　　　　７

　フレア＆ドル：　　　　　　　６

　ヴァレリオ（シーフ）：　　　６

　ラファエロ（ウォーリア）：　５

　エミリアーノ（メイジ）：　　５




フレア：《ターゲットオン》は……まだ様子見で。

ＧＭ：こちらも特に行動はないです。

ユーノス：では、行動はボクから。マイナーで《ウイング》を使い飛行状じよう態たいになり、《エチュード》でみんなの魔法ダメージを＋４します。翼からぱあぁぁぁぁ……と光が。

ＧＭ：天使化した!?

セレネ：わたしは待機いたします。ちょっと様子見です。

ドル：なら、その次はわしから。マイナーアクションでＢ─５に移い動どう。

ＧＭ：すると、そこにはさっそくトラップ、スパイクボードが！（笑）

ドル：ぎゃーっ！（笑）




　ドルは危険感知に失敗し、トラップが発動。

　回かい避ひするための敏びん捷しよう判定にも失敗する。

　地面から鋭するどい槍やりが何本も突つき出でて、あわれドルは串くし刺ざしに。




ＧＭ：ダメージは５＋３Ｄ……14点の物理ダメージです。

セレネ：《プロテクション》飛ばします。スタッフの効果で３個こ……ダイス目は10です。

ドル：さっそくダメージを記録じゃ（書き書き）。物理防御力と《アダマント》で８点減少、《プロテクション》で打ち消したダメージは６点。これで、まず一八〇〇Ｇの収入！

ＧＭ：すると、リーダーのラファエロが「んんー、Ｂ─５か。なるほどなるほど、そこは危険なんだよ」とニヤニヤ笑って仲間たちと話しています。

セレネ：……ん？

ドル：そこで止まったので、メジャーでもう一歩移動しておこう。Ｃ─５に移動。

ＧＭ：「ほうほう、そこに移動していいのかね？」

ドル：むっ、なんじゃ？　トラップがあるかどうかわからんのだから良いも悪いもないわ。

ＧＭ：「安心したまえ、そこは安全だよ？」すると、トラップは発動しません。

ドル：何故か、ヤツらの言ったとおりに？

セレネ：……何かあやしい。

フレア：じゃ、わたしの番ですよね？

ユーノス：ここは、ドルさんが通って確かく認にんできた安全な道を通って進むのがよいです。

フレア：そっか、もうトラップは発動したから、ドルさんの後をついていくと安全なんだ。じゃあ、そのルートを伝ってさらにＣ─４に移動します。

ＧＭ：Ｃ─４に行きましたね？　では、難易度19の危険感知を！

フレア：19!?　クリティカル以外成功しません！　失敗です！

ＧＭ：では、吸きゆう引いん破は砕さい機きというトラップが発動します。

フレア：吸引破砕機？

ＧＭ：【幸運】18で判定し、失敗するとアイテムをひとつ失います。

フレア：え？　ええーっ!?

セレネ：もし、ブロードソードが壊こわれたら!?

フレア：そうですよ、宣伝できなくなっちゃいますよ！

ＧＭ：ルールでは、破は壊かいされるアイテムはかかった対象が選んでいいことになっています。

ドル：すると冒ぼう険けん者しやセットあたりですな、とりあえず。

フレア：ああ、わたしの冒険者セットが!?

ＧＭ：父からもらった冒険者セットが。

フレア：そういわれると、大切な思い出の品だったよーな気が（笑）。

ＧＭ：では、こちらですね。リーダーのラファエロが「おいヴァレリオ、その前のところにはトラップはないぞ」と言うと「わかったよ、ラファエロ」と答えて移動します。

セレネ：ちょっと待って、さっきからおかしい!?

ユーノス：これはあからさまだ（笑）。何故なぜ調べもしないのにトラップの有無がわかるのか。

フレア：そうですよ、ずるいずるい！

ＧＭ：ラファエロは、そんな抗こう議ぎもどこ吹ふく風かぜで紅こう茶ちやを楽しんでいます。そしてやおら髪かみをかき上げ───「これが、お金持ちの力だよ」と（笑）。

セレネ：それって……もしかして賄わい賂ろってことじゃ？

ドル：賄賂か、賄賂なのかっ!?

ＧＭ：心なしか、係員がにやにや笑っているような気が（笑）。

フレア：わーっ、係員のバカーっ！

ドル：不正だ！　不正だぞ！　おい、サントスっ！

ＧＭ：すると実じつ況きようのアナウンサーがいうわけですよ。「おおっと、コロローナ商会の選手が抗議をしているようですが……審しん判ぱんは首を振ふっているようですねー」

ドル：おいぃぃぃ─────っ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ドルの抗議は審判には届とどかず、試合はこのまま続行です。

ドル：なるほど。設定上、ＧＭがトラップの配置を知りながら有利な戦闘をしてもいいわけか。よく考えてある……がっ！　それとこれとは話は別じゃ！（笑）

ＧＭ：そういうわけで、ヴァレリオがＥ─２に移動。雷鳴の弓の射しや程ていなら40メートル先のセレネにも届とどく。《ダブルショット》を使う！　二回射撃攻撃できるスキルです！

ドル：雷鳴の弓は命中すると、放心のバッドステータスを受けてしまう。

セレネ：放心は受けると判定のダイスが-1、回かい復ふくはクリンナップですね。

ＧＭ：しかし、命中の達成値は10。雷鳴の弓は意外とマイナス修しゆう正せいが高い。

セレネ：やった、ダイス目が８だから11！

ＧＭ：お、かわした！　だが、《ダブルショット》なのでもう一発！　命中は12！

セレネ：う、今度はかわせない、残念。

ＧＭ：かわしたと思ったが、同時に放たれていた一本が命中！　ダメージは13点。

セレネ：防ぼう御ぎよ力りよくで７点引いて６点受けました。

ＧＭ：そして放心を受けます。セレネの身体に、雷に撃うたれたような痺しびれが走ります！

セレネ：《プロテクション》は：……余裕があるから使わないことにします。

ＧＭ：次はラファエロとエミリアーノが行動する番ですね。（トラップの配置が書かれたマップを見ながら）どうしようかなー？　マップを見ながら言えるこの楽しさ（笑）。

ドル：それはＧＭが楽なだけじゃないか！　なんて設せつ定ていの敵てきじゃ！（笑）

ＧＭ：「ん～、どうするか？　……お、もう一歩踏ふみ出だしても大だい丈じよう夫ぶのようだ。ここは、できるだけ接せつ近きんしよう」と、ふたりともＥ─３まで移動しよう。当然、トラップになんてかかりません。ラファエロは移動後にメジャーを放棄、エミリアーノは移動後に魔法がドルに届く。よし、ドルを狙ねらいましょう。

ドル：くるがいい。わしは魔ま法ほう使つかいだが、実は魔法には弱いぞ（笑）。

ＧＭ：では、エミリアーノが《ファイアボルト》でドルを攻撃！　魔法で出しゆつ現げんさせた火球を飛ばします。おお、ダイス目がよい！　魔ま術じゆつ判定の達成値17です。

ドル：回避はクリティカルのみ！　……（ダイスを振る）やはり当たった。

ＧＭ：《マジックフォージ》を使用、ダメージを増ふやします！　合計８Ｄに加えてお値段八〇〇Ｇの赤き斜陽の剣で３点増えます。（ダイスを振る）……ダメージは37点!!

ドル：37点か。《プロテクション》で６点以上減げん少しようしてもらわないと、わしは倒たおれる。

セレネ：ううっ、不安だなぁ。（ダイスを振る）……あ、出た出た、10点減へらせます。

ドル：それならまだまだ立っておられる！

セレネ：待機を解除します。ここはＢ─５に移動してドルさんに《ヒール》を。11点回復。

ドル：はっ、ありがとうございますお嬢じようさま。残りＨＰ16点でございます。

ＧＭ：というわけで、クリンナップでセレネの放心が回復して、ラウンド終しゆう了りよう。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：それでは、２ラウンド目のセットアップはないですね？　ではユーノスから。

ユーノス：ボクはいつもどおり待機。

セレネ：マイナーアクションでＣ─４に進んで《サモン・リヴァイアサン》でリーダーとエミリアーノがいるスクウェアを攻こう撃げきします！　フェイトを２点使って達成値は20。

ＧＭ：ほうほう、20……20うっ!?　……ああ、ふたりともダメだ!?

ユーノス：《エチュード》はシーンの間継けい続ぞくしますから、魔法のダメージは＋４点ですよ。

セレネ：……それでも低い、魔法ダメージ13点。

ドル：転てん倒とうさせるのが目的なのでそれでよいのです。さすがに魔法防ぼう御ぎよ13点はあるまい？

ＧＭ：ラファエロが９点、エミリアーノも10点食らってふたりとも転倒。しかし、ラファエロは「私はただのお金持ちではない！」と《インデュア》を使い、転倒を無効にします。




《インデュア》

　バッドステータスをすべて無効にするモンクのスキル。

　このように、バッドステータスを受けた直後に使うことができる。




ＧＭ：メイジのエミリアーノは転んだまま。次はフレアとドルの行動です。

ドル：ならば、わしから。セレネお嬢さまが攻撃したスクウェアにすかさず《マジックブラスト》＋《ランドフィッシャー》じゃ！　命中にフェイトを１点注そそぎ込こむ！　さあ、思い知るがいい！　金の力で魔法は避よけられぬ！

ＧＭ：まずリーダーから……（ダイスを振る）目がいいけどダメだ！　エミリアーノは転倒のせいでダイス１個こだから無理です！

ドル：さらに《マジックフォージ》！　ダメージ＋２Ｄじゃ！

ユーノス：《ディスコード》を乗せましょうか？

ドル：いや、《ディスコード》はフレアお嬢さまのダメージに使うべし。何故なぜなら、その方がお金が増ふえる！（笑）

ＧＭ：こんなときでも利り益えき優ゆう先せん。さすが、番頭の鑑かがみ。

ドル：マーチャント20レベルは伊達だてではない！

ＧＭ：ゲーム的な効果はまったくないんだから、伊達そのものじゃないっすか！（笑）。

ドル：だが、ニンジャクラスは本当に伊達ではない。〈地〉属ぞく性せいの魔法ダメージ37点!!

ＧＭ：37点!?　エミリアーノはまだなんとか生きている!?　超ちようギリギリ！　ラファエロはレベル10だけあってまだ平気。ラファエロ、《インデュア》でマヒ無効。

フレア：では、次はわたしの番ですか？

ＧＭ：いえ、ラフェエロはイニシアチブプロセスのタイミングで、エネミー特殊能力を使います。

ドル：うおっ、こいつこのタイミングで使える特殊能力を持っておるのか!?

フレア：どういうことなんですか？

ＧＭ：フレアが行動をはじめる直前に割わり込こんで使えるという能力を持っているのです。で、ラファエロはＣ─５にポイッと宝ほう石せきを投げます。「さ、拾いたまえ」

フレア：……え？

ＧＭ：「その宝石は五〇〇〇Ｇになる。ちなみに拾うにはメジャーアクションが必要だ」

フレア：ええっ、五〇〇〇Ｇにっ!?

ドル：いやそんなことより、さっき使った特殊能力の効果を教えてくれ。

ＧＭ：ですから、今のがラファエロのエネミー特殊能力の効果です。

ドル：え？　その宝石、エネミー特殊能力の効果なのか!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：そうですよ。ラファエロの持つオリジナルエネミー特殊能力、《これでどうかね？》。
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フレア：ええええええっ～！　なんですかそれぇっ!?（大爆笑）

ドル：な、なんちゅう敵だ！（笑）拾うと、本当に五〇〇〇Ｇが手に入るのか？

ＧＭ：もちろん、手に入りますよ。

フレア：五〇〇〇Ｇ……、うーん（←真しん剣けんに迷まよっている）。

ユーノス：拾いに行ったらウケると思いますが、ダメージは覚かく悟ごした方が（笑）。

フレア：そっか、わざとトラップのある場所に置くこともできますね。それ、ものすごくずるい戦法じゃないですか!?（笑）

ユーノス：なので、そんな見え透いた手に引っかかるのは、大変カッコ悪いです（笑）。

フレア：じゃあ、後で拾うっ!!（一同爆笑）

セレネ：お姉ちゃ──────んっ!!（爆笑）

ＧＭ：ちなみに、ラウンドが終了すると宝石は消えるので、後で拾うことはできません。

フレア：そんなーっ!?




　純じゆん真しん無む垢くな少女、フレア。

　純真であるがゆえにお金の誘ゆう惑わくにも素す直なおに反はん応のうするのであった。




ＧＭ：「おや、拾わないのかね？」

セレネ：リック君の前で、無様な姿を見せるわけにはいかない。

フレア：……セレネちゃん、一いつ瞬しゆん迷ったお姉ちゃんを許ゆるしてっ！（笑）

ＧＭ：では、ラファエロがスキルを使ったので、フレアの行動です。

フレア：うーん……、ここは待機します（笑）。

ＧＭ：わかりました。では弓使いのヴァレリオはＥ─１に移動。後こう退たいしても射程は届きます。まだ行動してないフレアを撃うちましょう。ここは《ダブルショット》で行きます。ダメージよりも、バッドステータスを与あたえるのが優先。




　ヴァレリオの《ダブルショット》は、一発だけフレアに命中。

　しかし、物理防御力が11点もあるフレアには１点しかダメージが与えられない。




ＧＭ：なんと硬かたいっ!?　そうか《サヴァイブ》の効果でこんなにも硬いのか。

フレア：お坊ぼつちゃん育ちとは、根こん性じようが違います！

ドル：しかし、当たった時点で放心ですぞ？

ＧＭ：それが雷鳴の弓の強いところ。さすがお値段二一〇〇Ｇ！　びりびり痺しびれてフレアは放心します。次は、この転んでいる魔法使いのエミリアーノ。

ドル：ふっふっふっ、やつはマヒでもある。よって、マイナーアクションでマヒを回復するか転倒を回復するか、どちらかを選ばねばならぬ。

ＧＭ：この地じ獄ごくの二択たくはつらい……では、マイナーでマヒを回復。

ドル：そして転びながら魔法を撃つか？

ＧＭ：いえ、メジャーで万ばん能のう薬やくです！

ドル：おおっ、そんなものまで持っとるのか!?

ＧＭ：お金持ちですから！（笑）




　万能薬は、あらゆるバッドステータスを一気に回復する。ちなみに、お値ね段だん三〇〇Ｇ。




ＧＭ：実は、エミリアーノは薬屋の次じ男なん坊ぼうだったり（笑）。

ドル：これが金の力か……（笑）。

ＧＭ：コロローナ商会の地獄のコンボも、金の力には敗れた！

ドル：すると、次はリーダーのラファエロか？

ＧＭ：さて、ラファエロはＥ─２に戻もどります。

セレネ：おや？

ＧＭ：ここにはトラップの一種、回復の泉いずみが隠されていました。そしてラファエロはメジャーアクションで泉の水を飲んでＨＰ回復！




　回復の泉は、ＨＰやＭＰが回復するオブジェクトだ。

　ダンジョンの奥おく深ふかく入ったときの助け船である。




フレア：ええーっ!?　マジですか？　ずるーいっ！

ＧＭ：マジですよ。「ふぅ……」……これで10点回復。危あぶなかった。今回の回復の泉は【ＨＰ】と【ＭＰ】をそれぞれ三回ずつ回復できる優すぐれものの泉なのです。

ドル：ふむ。その泉はわしらも使えるよね？

ＧＭ：はい。この場所にくれば使えます。これで、こちらは行動終了。

フレア：待機していたわたしの番。トラップがあっても突つっ切きって進むしかありません！　マイナーアクションでＣ─３に移動します！

ＧＭ：残念、Ｃ─３にトラップがあります。

フレア：やっぱりー!?

ＧＭ：しかし、危険感知で18以上を出すと、トラップの中に入らずにすみます。

フレア：わたしの【感知】は３ですよ（笑）。

セレネ：放心で判定は-1Ｄされてるから、フェイト使わないと自動的に失敗だよ？

フレア：こ、ここは使いません！　温存します。

ＧＭ：ははは、トラップは金かな縛しばりの間です。超ちよう強きよう力りよくです。

フレア：金縛りの間？

ＧＭ：身動きを阻そ害がいします。金縛りの間にエンゲージしているキャラクターからひとりを選び、封ふう鎖さします。難易度15の【行動値】判定に成功しないと脱だつ出しゆつできません。

フレア：失敗が続くと、ずっと脱出できないかもしれない？

ＧＭ：判定に失敗し続けると、そうなります。

ドル：フレアお嬢さま！　まだマイナーで侵しん入にゆうしただけですから、メジャーで離り脱だつを試みることができますぞ！

フレア：わかりましたドルさん。【行動値】は６だから、９以上出せばいいんですね？　こうなったらフェイト２点使います。ダイス三つ振ります。とーっ！（ダイスを振る）

ＧＭ：……お、出た！

フレア：よかったよかった……。達成値は19ですね。

ＧＭ：一発で脱出できました。残念！

フレア：じゃあ、移動します。Ｄ─３。

ＧＭ：そこもトラップ発動！（笑）。

フレア：ええっ、まだあるんですか!?

ＧＭ：は、モンスターゲートとエクスプロージョンが。




　モンスターゲートは、指定したエネミーを召しよう喚かんするトリガー型のトラップで、爆ばく発はつしてダメージを与えるエクスプロージョンを発動させると作動するようになっている。

　フレアは、危険感知に失敗し、エクスプロージョンが発動！　ダメージは受けなかったものの、エネミーが召喚されてしまった。




ＧＭ：というわけで、Ｄ─３にエネミーが追加されます！

フレア：一体、何が出てくるんですか!?




　立ち込こめる煙けむりが晴れて、召喚されたエネミーが明らかとなる。

　それはフロント・バイセップスのポージングを決めるキノコ───マッスルームであった。




一同：またか──────っ!?（爆笑）

ドル：またお前かっ！　またお前なのかっ！

フレア：またあの筋きん肉にくなキノコなんですか!?（爆笑）

ＧＭ：「よくも、兄あに貴きを……」このマッスルーム、誰を攻撃するかは決まっておりません。ランダムで決めます！

フレア：じゃあ、ゴージャスサンズを攻撃することも？

ＧＭ：ダイスの目によってはそれもありえます。




　マッスルームはフレアに攻撃を命中させ、23点のダメージを叩き出した。しかし、セレネの《プロテクション》とフレアの物理防御力により、ダメージは４点にまで減少。

　ラウンドの最後に、待機していたユーノスがＣ─５へ移動。《ジョイフル・ジョイフル》でフレアを再行動させ、Ｄ─３からエミリアーノのいるＥ─３へ移動させた。




▼第３ラウンド
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　第３ラウンドのセットアッププロセスでは、フレアがラファエロに《ターゲットオン》を使用する。

　また、モンスターゲートによって召喚されたマッスルーム（弟）も参戦することになる。

　彼かれにとってコロローナ商会もゴージャスサンズも等しく敵である。

　行動値10で最初に行動するマッスルームは、ダイスを振った結果、フレアを狙ねらうことに。




フレア：つくづくわたしはキノコに縁があるよーです（笑）。

ＧＭ：というわけで、マッスルームは鍛きたえ上あげたその腕うででフレアにパンチを叩たたき込こみます。攻撃の達成値は19です。

フレア：（ダイスを振る）うん、回避は無理です。

ＧＭ：マッスルームの鉄てつ拳けんがうなりを上げて命中！　ダメージは27点です。

セレネ：お姉ちゃんを《プロテクション》で守ります！

フレア：おかげで９点のダメージしか受けない。残り23点、まだ平気平気。

ＧＭ：くっ、硬い、この娘むすめは硬い！

セレネ：マイナーでＣ─３に移動して、弓使いのヴァレリオを魔法で攻撃します。




　セレネの《サモン・リヴァイアサン》はヴァレリオに命中！　ダメージは低いものの、転倒のバッドステータスを与える。そしてユーノスが待機、フレアの行動となる。




フレア：後ろはマッスルームに託たくして（笑）、Ｅ─２に移動。

ＧＭ：回復の泉で淹いれたお茶飲んでるラファエロは「お、おや？」とびっくりします。

フレア：あら失礼。わたしの行動は終わり。やっと狙ねらったターゲットのところまで来ましたよ。

ドル：で、わしはマイナーでＣ─３へ移動してヴァレリオに《ランドフィッシャー》！　17は避よけられまい？

ＧＭ：無理です。

ドル：ダメージは大したことがない。〈地〉属性の20点ダメージ。そしてマヒ。

ＧＭ：20点、それは痛いたい!?　そして直後にヴァレリオの番なので、マイナーでマヒを解除して、メジャーで万能薬。「ふう、痛かった」バッドステータス対策は万全！

フレア：そっちは万能薬の宣伝しまくりですね（笑）。




　エミリアーノは《ファイアボルト》でフレアを攻撃するも、出目が振るわず回避される。




ＧＭ：次はリーダーのラファエロの行動か。フレアがきたなら、マイナーで今まで装備していたお値段三二〇〇Ｇの風霊の剣を捨てよう。

フレア：え？　そんなことしていいんですか？

ＧＭ：ははは、クイックケースという便利なアイテムがあるのです。これを使うと、いつでも武器が装備可か能のうとなります。ちなみにお値段五万八〇〇〇Ｇ！

フレア：高っ!?　五万八〇〇〇Ｇも！




　ラファエロが構えると、クイックケースからひとりでに武器が飛び出してくる。

　それは、刀身が透すき通とおる水すい晶しようでできた美しい剣であった。




ＧＭ：「ふっふっふっ、このクリスタルブレイドの威い力りよくをとくと味わうがいい！」

フレア：うわ、強そうな名前の武器が！

ドル：というか、本当に強い。フレアお嬢さま、避よけるのです！

ＧＭ：この武器は、クリスタルブレイドといって攻こう撃げき力りよく＋40と、とても威力のある武器ですが、何かしら判定を行なうと砕くだけてなくなってしまう。つまり、ひと振ふり一万Ｇ！

フレア：えええええっっっっ!?　……そんな、お金を湯水のように！

ＧＭ：「ああ、湯水のように使うとも！　我々お金持ちと君たちの間には〝格かく差さ〟という越こえられない壁かべがあるのだ。そのことを、今から思い知らせてあげよう」

ユーノス：……今、とても許ゆるせない気持ちがわき上がった（一同笑）。

フレア：名誉を得るどころか、庶しよ民みんを敵に回している（笑）。

ＧＭ：そして、メジャーアクションで《ハリケーンブロウ》！　これはモンクのスキルで、このスキルによる白兵攻撃で、ダメージを食らうと［ＳＬ×５］メートル吹ふき飛とばされてしまいます。ＳＬは２レベル、つまり10メートル吹き飛ばせる！

フレア：じゃあ、食らったらせっかくエンゲージしたのに離はなれちゃうんですか？

ドル：それどころか、トラップや溶岩のあるスクウェアに飛ばされるかもしれません。

フレア：それは大変!?

ユーノス：待った！《ハリケーンブロウ》なら《インタラプト》で打ち消せますよね？

ＧＭ：うっ……、できます。

ユーノス：ではそうしましょう、《インタラプト》で打ち消します！

ＧＭ：ユーノスの歌がラファエロの剣を止めた！

ユーノス：そしてボクの行動だ。Ｃ─３に移動して、《ジョイフル・ジョイフル》でフレアさんに再行動を。

フレア：二回目の行動ですね、《ターゲットオン》しているリーダーのラファエロに、《スマッシュ》＋《バッシュ》で斬きりかかります！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避できません！　判定したのでクリスタルブレイドは砕けます！　パリーン、キラキラ。「ほう、さすがは一万Ｇ。砕けるときの輝きも違う」

ユーノス：くっ、武器が砕けることを躊躇しないとは！




　攻撃が命中すると、フレアは《ボルテクスアタック》を宣せん言げん。

　ユーノスがさらに《ディスコード》を使ってダメージのダイスに＋２Ｄする。

　フェイトも注そそぎ込こまれ９Ｄ＋14、合計49点のダメージをたたき出した。




フレア：やった！　すごいダメージが出ましたよ！

ＧＭ：フレアの剣は、高級な鎧を斬り裂く!!　こちらの防御力は15。49から引いて……、それでも34点も食らった!?

ドル：素晴らしい！　その一撃が金になる！　現げん在ざい、六八〇〇Ｇほどの収しゆう益えきが見込めます。

ＧＭ：「おお、あの剣を見ろ！　ゴージャスな鎧を切きり裂さいてるぞ！」と観客もわき返ります。




▼第４ラウンド
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　高こう価かなアイテムを使用し、戦いを進めるゴージャスサンズ。

　これにトラップの効果で召喚されたマッスルームも加わり、トラップ埋伏マッチは三つどもえの様相を呈ていしている。特に、マッスルームはどう行動するか完全に予よ測そくできない。




ＧＭ：では、４ラウンドのセットアッププロセス。

ユーノス：《ファイトソング》で《インタラプト》復活させます。しかし、マッスルームが何をしでかすかさっぱり予想ができませんね、この戦い。

ＧＭ：嗚呼ああ、マッスルームよどこへ行く（笑）。……え～、ダイスを振って決めた結果、マッスルームの攻撃目標はエミリアーノに。急に自分を狙ってきたマッスルームにエミリアーノは慌あわてて「ちょ、ちょっと待ってくれえっ!?」とか叫さけんでますが、マッスルームはずーんずーんと進んでいきます（笑）。

ユーノス：「……伝記作家は述のべる。そのとき、マッスルームは何故かフレアを狙わなかった。しかし、これこそが〝風雲児の血〟が起こした奇跡のひとつだったのである」（一同笑）




　マッスルームの無む慈じ悲ひな一いち撃げきが、エミリアーノにめり込こんだ。

　エミリアーノは、戦闘不能となった。




フレア：ああ、エミリアーノさん!?（爆笑）

ユーノス：まさか、召喚されたエネミーが敵を倒たおしてくれるとは（笑）。

ドル：ＧＭのダイスに感かん謝しやじゃな。

ＧＭ：いや！　ここで生命の呪符が使われます！




　生命の呪符は、戦闘不能から一度だけ復活できるアイテムである。

　ちなみに、お値段五〇〇〇Ｇ。




ＧＭ：エミリアーノは「お金持ちでよかった！　金さえあれば、命だって買える」と言う。

フレア：お金持ちずるーい！

セレネ：わたしは、いよいよＭＰが残り少なくなってきました。

ドル：まあ、メイジのエミリアーノはきっとマッスルームがやってくれるはず。

フレア：今、強い信しん頼らい関係で結ばれましたからね（笑）。

セレネ：わたしはＥ─２のスクウェアを《サモン・リヴァイアサン》で攻撃します。

ＧＭ：対象はラファエロのみ。

セレネ：達成値13……ううん、今日は１の目がいっぱい出る。

ＧＭ：（ダイスを振る）ラファエロは回避できません。くそ、鎧の修正さえなければ!!

ドル：金の力が裏うら目めに出たな。




　ラファエロはダメージを受けるが、転倒は《インデュア》で無効にする。

　ここでユーノスに行動順が回ってきたが、《ジョイフル・ジョイフル》のために待機を選せん択たくした。




ＧＭ：というわけで、フレアとドルの行動ですね。

フレア：ではわたしが先で。えーと、《スマッシュ》と《バッシュ》でラファエロに力のかぎり斬りかかります！　（ダイスを振る）命中は16が出ました。

ＧＭ：（ダイスを振る）……くっ、ダメだ！　避けられません。

ドル：そう、鎧の修正で避けることはできない（笑）。

フレア：よし！　やっぱ重い装そう備びはダメですね。ダメージは合計28点！

ＧＭ：だが、こいつは硬いのです。物理防御力は15点もあります。まだ平気！

ドル：Ｅ─３に《バーストブレイク》！　確実にエミリアーノを沈めてしまおう！　直接ＨＰダメージを叩き込むのじゃ。（ダイスを振る）……14点を食らうがよい！




《バーストブレイク》

　シナリオ中に一回だけ、範囲（選択）の対象に直接［２Ｄ＋ＣＬ×３］のＨＰダメージを与えるニンジャの自動取得スキルである。対象はリアクションを行なうことはできない。




ＧＭ：ぐわっ!?　ドルがダイバダッタ忍法の印を結んだ途端、大爆発がエミリアーノとマッスルームを呑み込んでいく！　14点素通しか……エミリアーノはそれで戦闘不能！

ドル：フッ、決まった！（笑）

ＧＭ：「ちっ、使えんやつめ！」吐き捨てるように言うラファエロ。次は弓使いのヴァレリオから。ユーノスを戦闘不能に追おい込こもう。マイナーの前に《ウェポンチェンジ》で武器をベンドクロスボウに替えます、カシャッ！　ヴァレリオは不気味にねじれて見えるクロスボウを構かまえます。

ユーノス：む、武器を切きり替かえた!?

ＧＭ：ちなみにこのベンドクロスボウのお値段は三一〇〇Ｇ！

ドル：いちいち高級品を使ってくるな、本当に（笑）。

ユーノス：しかし、雷鳴の弓ではないから放心がなくなるんですよね？

ＧＭ：放心はなくなります。その代わり、この弓から放たれた矢がねじれた軌き跡せきで飛ぶので回避のダイスは-1Ｄです。メジャーアクションで《ホークアイ》を使います！

ユーノス：《ホークアイ》、射しや撃げき攻撃のダメージを増ふやすスキルか！

ＧＭ：ええ。いきますよ？　……おおっ！　６、６、６でクリティカル!!

ユーノス：回避にかけるしか……駄だ目めです、妙みような軌き道どうを描えがく矢に幻げん惑わくされてしまいます。

ＧＭ：まさか、６が三つ出るとは思わなかった。ダメージは３Ｄ追加です。そして《ブルズアイ》を使用、こいつは４レベルなので射撃攻撃のダメージに＋４Ｄされます。

ユーノス：このままではやられる!?《ブルズアイ》を《インタラプト》で消します！

ＧＭ：４Ｄが消えた!?　（ダイスを振る）く、減ったおかげで28点しかいかない。




　セレネが《プロテククション》で減少させるが、ダイス目はわずかに６点。

　ユーノスの防御力を差し引いて、15点のダメージ。ユーノスを倒すにはいたらなかった。




ＧＭ：くそ、及およばなかったか！　次はリーダーのラファエロの行動です。

ドル：だが、ラファエロのクリスタルブレイドは砕くだけたから攻撃できまい？　はっはっはっ、金の尽つき目が運の尽きとはこのことじゃな。

ＧＭ：「フッ……金の力はまだまだこんなものではないっ!!」ギルドスキル、《派は遣けん販はん売ばい》！

一同：なにぃぃぃぃ──────っ!?




　突とつ如じよ、コロシアム内に現あらわれる商人。

《派遣販売》はメジャーアクションを消費することで買い物ができるギルドスキルである。

　ラファエロは、あらんかぎりの金を払はらってクリスタルブレイドを買い占めた。




フレア：そんなスキルまでーっ!!（爆笑）

ＧＭ：クリスタルブレイドを三本買って所持します。《エンラージリミット》を４レベルで取ってるので、重量31までアイテムを持っておけるのです。

ドル：なんてやつじゃ！　クリスタルブレイドを三本も持ってるのか!?

ＧＭ：「せっかくだからテーゲベックの鎧を新調しよう」まあ、これは演出ですが（笑）。

ドル：ど、どこまでも無む駄だ金がねを使うヤツめっ!!

フレア：どうしましょう!?　あんな強い武器を三本も買ってますよ!!

ドル：だが、ヤツのクリスタルブレイドが砕けるまで耐えきれば、わしらの勝利です！

フレア：そうかー！　でも、ＭＰが足りなくて《スマッシュ》と《バッシュ》のうち、どっちかしか使えないんですよ。

ユーノス：ＭＰを回復するのは手ですね。ちょうど、そこには回復の泉がある（笑）。ちょうど待機していた自分の番ですから、ボクは《ジョイフル・ジョイフル》でフレアさんを再行動させます。回復の泉ではＭＰを２Ｄ点回復できますよ。

フレア：わかりましたー。（ダイスを振る）ＭＰが７点回復しました。




▼第５ラウンド
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　リーダーのラファエロはダメージ＋40のクリスタルブレイドを三本持っている。

　これをしのげるかどうかが、勝負の分かれ目となる。




ＧＭ：５ラウンドのセットアップ終了。マッスルームの行動ですが、ダイスを振った結果、何故かラファエロを攻撃することに（笑）。

一同：よし！

フレア：わたし、キノコに守られてますよ！　キノコ、ナイスポジションです（笑）。

セレネ：これはお姉ちゃんの人じん徳とくです（笑）。

ドル：不思議と人を魅了する、風雲児の血ですな。

ＧＭ：クリティカル!?（爆笑）「おごぉっ……!?」ラファエロは苦く悶もんの表ひよう情じようを浮うかべる！

ドル：よくやった！　マッスルームッ!!（爆笑）

ＧＭ：「……お、おのれ～、何故なぜだ!?」ラファエロはうめくように言います。これはＧＭの魂たましいの叫さけびでもあります！　くそ～何故！

ユーノス：というわけで、待機します。

セレネ：ではわたしの番ですね。だれを狙うか───。

ＧＭ：そうやってセレネが悩なやんでいると、イニシアチブプロセスでラファエロが《これでどうかね？》を使い、足元に宝石を放ります。「ま、待て！　話し合おうじゃないか。マッスルームをやってくれたら、その宝石を差し上げよう！」

一同：おい─────────っ!!（大爆笑）

ドル：こ、こいつ……（笑）。

セレネ：残念ながら、リック君との約束があるので興きよう味みがまったくございません。

ドル：かっこいい！　さすがはセレネお嬢さま。

フレア：セレネちゃんは心が綺き麗れいだ。迷まよったわたしと大おお違ちがいです（笑）。

セレネ：お姉ちゃんを迷わせたことも許せない。ラファエロとマッスルームを魔法で攻撃します。……そろそろＭＰが《ファミリア》の予よ備び分に突入しそう。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

セレネ：行きます！　……達成値は10。

ＧＭ：魔法の命中は10、マッスルームなら避けられそう……クリティカル!?（笑）

ドル：またクリティカルしたのか!?

ＧＭ：マッスルームは、津波に呑まれようとビクともしない！

セレネ：ではラファエロに10点の魔法ダメージです。

ＧＭ：ダメージを６点受けて、転倒は《インデュア》で打ち消し。

フレア：わたしは背せ中なかをマッスルームに任まかせ、エンゲージを離脱してＥ─１のヴァレリオのいるスクウェアに移動します。

ドル：マッスルームがこっちに来るかもしれないが、ラファエロとマッスルームを狙って《マジックブラスト》＋《ランドフィッシャー》で範囲攻撃、達成値は17。

ＧＭ：マッスルームはいい目を出しましたが、避けられません。ラファエロも同じです。ふたりとも、大地の裂さけ目めに呑のまれ、ダメージを受けました。

ドル：ではマヒ攻撃を受けるがいい！〈地〉属性28点！

ＧＭ：そのダメージだとマッスルームがそろそろまずい。うわ、ラファエロは超ちようまずい!?　とりあえず《インデュア》を使ってマヒは無効にします。




　ヴァレリオはユーノスへ攻撃するが、ダイス目が振るわず回避される。




ドル：ラファエロよどうする？　マッスルームを攻撃するかフレアお嬢さまを追うか？

ＧＭ：……よし、ここはマッスルームを斬きる！《ハリケーンブロウ》でマッスルームをフレアのいるＥ─１に吹ふき飛とばせば……マッスルームがフレアを狙う可か能のう性せいもある！

ユーノス：たしかにフレアさんもいますが、仲間のヴァレリオもいますよ？

ＧＭ：ラファエロいわく「わ、私さえよければ、それで！」

フレア：わーっ、お金持ち汚いよ！（笑）

ＧＭ：ラファエロは《これでどうかね？》でヴァレリオの足元に宝石を出し「すまん」と。

一同：「すまん」じゃねえ──────!?（爆笑）

ユーノス：仲間に手切れ金を渡わたす敵なんて、はじめて見ましたよ！

ＧＭ：ラファエロは、マイナーアクションでクリスタルブレイドを装備すると、マッスルームを《ハリケーンブロウ》で吹き飛ばす！　（ダイスを振る）クリスタルブレイドは砕けた！　マッスルームは……あっ、死んだ!?

フレア：キノコ──────っ！

ＧＭ：「キノコの分ぶん際ざいで手こずらせてくれた」砕けたクリスタルブレイドを捨すてました。

フレア：……くっ、キノコの仇はわたしが取りますよ！

ＧＭ：弓使いのヴァレリオですが……ゴージャスサンズの関係に疑ぎ心しん暗あん鬼きが生まれています。「……ラファエロ、君は僕を見み捨すてようとしたよね？」「……いやその、結果的に大だい丈じよう夫ぶだっただろう？　気にしないでくれ、ヴァレリオ」みたいなやりとりが（笑）。

セレネ：チームワーク崩ほう壊かい（笑）。




　その後、待機していたユーノスの《ジョイフル・ジョイフル》でフレアが行動。チームワークが崩壊したせいか、ヴァレリオはフレアの攻撃を避けられず、瀕死に追い込まれてしまう。




▼第６ラウンド
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　マッスルームが倒たおれ、戦局は大きく変わった。さらに、弓使いのヴァレリオもＨＰは残り少ない。セットアップで使うスキルは双そう方ほうともなく、ユーノスは待機を選択した。




セレネ：弓使いのヴァレリオに《サモン・リヴァイアサン》で攻撃です。

ＧＭ：これを避ければ……はっ！　１ゾロ！

フレア：ファンブった!?

ＧＭ：今日はほんとに何なんだ？　クリティカルかと思えばファンブルも出る……。

セレネ：ダメージは12点！

ＧＭ：……合計60点受けて、戦闘不能！

ドル：やったか！

ＧＭ：「だが、こっちもお金持ちの端はしくれ！」ピカッと生命の呪符で復活！　……回復は３点だけ。

ユーノス：来た来た。

ＧＭ：持っててよかった生命の呪符！　生命の呪符が二枚まい、クリスタルブレイドが二本潰つぶれました（笑）。ゴージャスサンズはもう合計三万Ｇ以上も消費している（笑）。

ドル：くそう、むかつく、超むかつく！（笑）

フレア：湯水のように（笑）。

ドル：というわけで魔法じゃ！　単体だったらわしもあと二発ぐらいはかけられるぞ！　転倒している弓使いのヴァレリオに。……はっはっはっ、またクリティカルじゃ！

ＧＭ：回避のダイスは１Ｄしか振れないので、ヴァレリオは戦闘不能となりました。

ドル：よし、あとはラファエロだけじゃ！

フレア：私の番です！　マイナーでＥ─２に移動、《スマッシュ》は使えないから……、《バッシュ》で斬りかかります！　命中はクリティカル!!

ＧＭ：うわ、ラファエロの回避は失敗しました!?

フレア：ダメージは……えーと、25点！

ＧＭ：……おお、ぎりぎり！　超ちようぎりぎり！　[image: ]点中、[image: ]点食らってます。後２点！

フレア：むう～っ、惜しい！

ＧＭ：ではラファエロの番。マイナーアクションでクリスタルブレイドを装備して、《ハリケーンブロウ》を宣言！「くらえ！　溶岩に叩たたき落おとしてくれる！」

フレア：え、溶岩に？

ドル：《ハリケーンブロウ》で吹き飛ばされると、その先は溶岩ですぞ！

ＧＭ：こちらの命中は２Ｄ＋６。《ソードマスタリー》は持っていても、両手剣であるクリスタルブレイドに有ゆう効こうな《トゥーハンドソードマスタリー》はない。命中は12です。

フレア：12？　あ、駄目です、達成値は10です!?

ＧＭ：では、砕くだけるクリスタルブレイド。そしてダメージは44点！

ドル：フレアお嬢さま、現在のＨＰは？

フレア：残り23点です。防御力11点あるから……33点食らっちゃいます。

ドル：ということは……《プロテクション》で11以上を出さねば戦闘不能ですぞ!?

セレネ：《プロテクション》！　３Ｄで11以上……フェイトを使って４Ｄ振ってみます！

フレア：はい、お願いセレネちゃん！

セレネ：うわ、低め！　……でも、13点減少させます。

ドル：大だい丈じよう夫ぶですぞ。11点以上ですから、まだフレアお嬢さまは立っておられる！

フレア：残りＨＰ３点ですね。

一同：おおおおおーっ!?

ドル：いや、まだです！　溶岩に吹き飛ばされておるのです！

フレア：そうだった、溶岩に落ちたら戦闘不能!?

ＧＭ：では、溶岩のダメージは、10＋３Ｄ６（ダイスを振る）……19点です。

ドル：しかし、ダメージ適てき応おう前にギルドスキル《蘇そ生せい》を宣言するのですお嬢さま！

フレア：はい、使います！《蘇生》です！

ドル：すると【ＨＰ】が全員全ぜん快かい！　満タンになった状態から今のダメージを引いて下され！

フレア：ＨＰが37点まで回復。19点から防御力11点ひいて８点だから……残り29点です。

ＧＭ：蘇よみがえった！　そうか、《蘇生》があったか！

ドル：そう、《蘇生》があったからこそ、あのボロボロの状態から蘇った！　だから、さっきの攻撃で戦闘不能にならなかったことは大いに意味があるのです！

ＧＭ：ラファエロは溶岩に落ちていったフレアに背せを向け「……ふう、なかなかしぶとい敵であった」とか言って背中を向けるのですが───。




　灼しやく熱ねつの溶岩の中に、フレアは落ちていった。

　だが、フレアは倒たおれない！　煮にえたぎる溶岩の中から這はい上あがって見せる！




ドル：おお、溶岩のダメージをものともせずに。

セレネ：すごい、お姉ちゃん強い！

ＧＭ：応援しているリック少年も「フレアお姉ちゃん……」と、人間が持つ生命力の強さに、ただただ感動するのであります（笑）。

フレア：わたし今、溶岩の中で立ってる！（笑）

ＧＭ：気配を感じて振ふり向むき、驚きよう愕がくの表情を浮かべるラファエロ。「……馬ば鹿かなっ、何故立っていられる!?　これが風雲児の力だとでもいうのか……」

ユーノス：そして《ジョイフル・ジョイフル》。ボクの奏かなでる曲に合わせ、不死鳥のごとくあなたは前に進み出すのです！

[image: ]

フレア：すごい、なんだこれ!?（笑）そのまま炎をまといながら攻撃、15です！

ＧＭ：うおおー！　避けられません！

ドル：問題はダメージですぞ、こやつはかなり硬いですから。

フレア：ちょわーっ！　……いったっ！　25点！

ＧＭ：炎を巻き上げるフレアの剣は、うろたえたラファエロを薙ぎ倒した……かに見えた！「まだだ、まだお金持ちには手しゆ段だんが残されている！」

フレア：ああ、向こうも!?　そっか、生命の呪符があるから！

ＧＭ：そのとおり。生命の呪符で戦闘不能を回復します。残りＨＰは４点！「お金の力が負けるはずはない！」と立っている。

セレネ：残り一体になったから……ここで宣伝？

フレア：宣伝!?　ここで!?（笑）

セレネ：……わたしはリック君のためにも宣伝してあげたい。

フレア：セレネちゃん……うん、そうしようよ！　じゃあふたりで宣伝します！

ＧＭ：はっ、わかりました。次のラウンドです。




▼第７ラウンド
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　ユーノスが待機を宣言、セレネ、フレアの順序での行動となる。ここで双ふた子ごはメジャーアクションを使用して宣伝することを選んだ。

　ディアス武器防具店と、難なん病びようと闘たたかおうとしているひとりの少年を紹しよう介かいすることを……。




ＧＭ：ということで……おふたりともどうぞ！

セレネ：まず、お坊ぼつちゃんに言ってあげたい。「わたしたちも今まで裕ゆう福ふくだったけど、どん底にたたき落とされた今、大切なのは絆きずなだと気づいたわ。お姉ちゃんがずっといてくれて、番頭さんもいてくれるし。ユーノスも……」

ユーノス：無理にボクに触ふれなくてもいいんですよセレネさん。いい話にしにくいことは僕自身も自覚していますから（一同爆笑）。

セレネ：ああ、これだ！「見ず知らずのユーノスも力ちから添ぞえをしてくれた」

ＧＭ：「なんだと!?　見ず知らずの者が、無む償しようで手を貸かしてくれたというのか!?」

ドル：そうそう、商店街の人たちとか。

フレア：キノコとかですね（一同爆笑）。

ドル：……ダメだ！　全然感動的にならん！（笑）

セレネ：「お金があった時には見えなかったものが、今は見えるようになった。だから、あなたたちのやり方は間ま違ちがってる！」って言います。

フレア：じゃあ、わたしも「金に飽かして用意した武器よりも、お父さんが子こ供どものためを思って懸けん命めいに造つくったこのブロードソードが強いのは、当然のことよ！」って言います。




　───お金より、大切なものがある。

　観客席は、ふたりの話に聞き入り水を打ったように静まり返った。

　ひとつ、ふたつ……と、温かい拍手が広がっていき、やがて全体を包んでいた。




ＧＭ：前のようなＣＭコントが始まると思って待っていたら、意外にも胸むねを打つ話が（笑）。

ドル：話の流れ的には、フレアお嬢さまに最後の一撃を決めさせてあげたいところだが、こちらにそんな余裕はない。悪く思わんでもらおう！　フェイトを１点使って《ランドフィッシャー》で攻撃するぞ！　達成値は22！　さあ、避けるがいい。

ＧＭ：く、あんな感動的な話を聞いたあとでは避けられな───あ、避けちゃった（笑）。

一同：えええええええええっ──────!?




　ＧＭの振ったダイスは、ふたつとも６───クリティカルだった。




フレア：なっ、なんですかこれ[image: ][image: ][image: ]っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：そのうえ、ここでラファエロの行動となるとは……。では、マイナーで最後のクリスタルブレイドを装備、《ハリケーンブロウ》でフレアを攻撃!!




　ラファエロの渾身の一撃が振り下ろされ、フレアは溶岩に叩き落とされた。

　セレネが懸命の《プロテクション》でダメージを13点減らす！

　だが、それでもダメージを防ぎきることはできず、……フレアは、戦闘不能となった。




セレネ：お姉ちゃ─────んっ!?

ユーノス：ボクが待機を解除します！《ジョイフル・ジョイフル》でセレネさんを再行動です。さあ、ヤツのＨＰは残り４点です！

セレネ：お姉ちゃん、必ず勝つからね───《サモン・リヴァイアサン》!!




　セレネが召喚した、〝水泳ぐ魚の王〟リヴァイアサンが激しい水流を放つ。

　その怒濤に呑み込まれたラファエロはコロシアムの壁に叩きつけられ、戦闘不能となった。

　激闘７ラウンド、トラップ埋伏マッチの勝敗はここに決した！

　───コロローナ商会の勝利である！







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆ノーサイドの風が吹ふく




　ゴージャスサンズとの激げき闘とうにも、終しゆう止し符ふが打たれた。

　勝利者として表ひよう彰しよう台だいに立つのは、コロローナ商会の面々。

　対戦相手だったゴージャスサンズのメンバーも、その勝利を讃たたえている。

　殺さつ伐ばつとしたコロシアムに、さわやかな風が吹いていた。




ＧＭ：というわけで、皆みなさんの勝利であります！

一同：わーっ!!

ＧＭ：死し闘とう７ラウンド。激はげしい戦いでした。

ＧＭ：では、最後まで死闘を演えんじたラファエロが、フレアに握あく手しゆを求めます。「ありがとう、君にはいろいろ教えられたよ」笑顔もさわやかです。

フレア：「わたしも溶よう岩がんの熱さを教えてもらいました」まだ焦こげてプスプスしてます（笑）。

ＧＭ：えー、では賞金と収しゆう入にゆうに移うつりましょうか。まずは、賞金一万五〇〇〇Ｇゲット！

フレア：おおーっ!?

ＧＭ：そして賞品チャートですが、誰だれが振ふります？

セレネ：わたしはフェイトは使い切ってます。

フレア：わたしもないです。

ドル：はっ、わしが２点ほど残しております。

ＧＭ：おお、では振ってみますか。

ドル：ははは、今日のわしのダイス目は『アリアンロッド』人生最良の日。21！

ＧＭ：21ですか、すると三〇〇〇Ｇ相当のドロップ品ですよ。

フレア＆セレネ：おおー!!

ＧＭ：これも宝ほう石せきとか味気ないものだったので、ＤＸキノコ鍋なべセットとしましょう！

フレア：デラックス!?　前よりリッチなキノコ鍋が（爆笑）!?

ドル：三〇〇〇Ｇか。これで賞金と合わせて一万八〇〇〇Ｇ。

フレア：あと、ディアス武器防ぼう具ぐ店のＣＭをしたので、五〇〇〇Ｇです。

ドル：で、ブロードソードで与あたえたダメージ総そう計けいが79点。スタッフを使って《プロテクション》で止めたダメージ総計が63点でございます。




　ブロードソード　79×二〇〇Ｇ＝一万五八〇〇Ｇ

　スタッフ　　　　63×三〇〇Ｇ＝一万八九〇〇Ｇ

　賞金合計　　　　　　　　　　　一万八〇〇〇Ｇ

　ＣＭ効こう果か　　　　　　　　　　　　　五〇〇〇Ｇ

　総計　　　　　　　　　　　　　五万七七〇〇Ｇ




ドル：この試合だけで五万七七〇〇Ｇの稼かせぎ。リック少年の手しゆ術じゆつ費ひも十分集まったはず。

セレネ：でも、ＣＭ分の費用はリック君に寄付するって決めたし。

フレア：あっ、そうだったね。

ドル：……ま、まあ、お嬢じようさまのお好きなように。それでも五万二七〇〇Ｇありますからな。

ＧＭ：それでもゴージャスサンズが試合に使った総そう額がくにはおよびませんが（笑）。

ユーノス：彼かれらは名めい誉よに固こ執しつしすぎです。まあ、改心したようですが。

ドル：しかし、このうちの九割わり……四万七四三〇Ｇをマティアスが持っていく（笑）。

ＧＭ：マティアスは「大変感動的だ！　神も、あなた方の善ぜん行こうを見ておられるだろう。……まっ、それはそれとして、いただくものはいただくが」と、ごっそり持っていきます。

ドル：おぬしの悪行は見み逃のがしておるようだがな、くそっ！（笑）

フレア：盛せい大だいに持っていかれましたね～。

ドル：手元に残ったのは、五二七〇Ｇ……お、おのれ～、あれだけあったのに。

セレネ：でも、約束は果たしましたよね。

ドル：前回の試合で一万八〇九〇Ｇ返へん済さいしておりますから……合計六万五五二〇Ｇの返済、期限までに五万Ｇ、これで約束は守ったぞマティアスよ。

フレア：わたしとセレネちゃんの差さし押おさえはなしですよ！

ＧＭ：「……ふむ、たしかに受け取った。だが、まだまだほんの一部」

ドル：え～、これまでの一万四九四〇Ｇと合わせて……借金返済の合計は八万四六〇Ｇ、現げん在ざいの所持金が三六七〇Ｇ＋今回の五二七〇Ｇ……しめて八九四〇Ｇが手元にある。

ＧＭ：では、引き続き勝利者インタビューが行われます。「見事な勝利でしたね」

フレア＆セレネ：ありがとうございま～す。

ＧＭ：「高級装備を身につけていたゴージャスサンズと戦ってみての感想は？」

フレア：お金には負けません、ということですね。

セレネ：そうですね、お金よりも絆の方が強かったですね。

ＧＭ：「なるほど、その武器に絆の力が宿っていたと？」

フレア：はい、このブロードソードのおかげです！　実じつ際さい、＋１Ｄがないと大変だった。

ＧＭ：すると、クラッシュエンジェルズがインタビューの途と中ちゆうにやってきて「ちょっと見せてもらえないか？」と武器を眺ながめ、「……なかなかいい品ね」と感想を。

セレネ：わかる人にはわかるんだ。

ＧＭ：「ディアス武器防具店、わたしたちも注文してみようかしら？」ネルが言います。

フレア：愛の力、プライスレスですよ。プスプス焦げながら言う（笑）。

ＧＭ：「なるほど、そんなに焦げても……」微笑むライオ。

フレア：愛があれば大だい丈じよう夫ぶ！（笑）

ＧＭ：すると、デッドマンズも「俺おれも、新しいアイアンクローが欲ほしかったんだ」と。ゴージャスサンズも「……我々にもみせてもらえないかね？」とか言いながら。

セレネ：あはは（笑）。




　ディアス武器防具店の評ひよう判ばんはモンスターコロシアムを中心に広まった。

　店には注文が殺さつ到とうし、嬉うれしい悲鳴を上げることになったのである。




　トラップ埋伏マッチ収入総計　　五万二七〇〇Ｇ（寄付分含まず）

　マティアスによる天引き　　　　四万七四三〇Ｇ

　今回の目標金額まで残り　　　＋一万八五三〇Ｇ（計六万八五三〇Ｇを返済）

　借金返済総計　　　　　　　　　　八万四六〇Ｇ







◆Ending 02◆約束を果たすため




　それからしばらく後のこと───。

　リック少年が手しゆ術じゆつを受けることが決まった。

　双ふた子ごは、その直前に見み舞まいに向かった。

　一いつ緒しよに戦うという、約束を果たすために。




ＧＭ：リックの手術当日のシーン。病室で不安そうにしているリックがいます。傍かたわらには、お父さんもいます。あれから注文が殺到してますが、忙いそがしい合間を縫ぬって付つき添そってます。

フレア：こんにちは～、リック君！

セレネ：お見舞いに来たよ。

ＧＭ：不安そうなリックの表ひよう情じようが明るくなります。「来てくれたんだ、ふたりとも！」

セレネ：約束したから。

フレア：お姉ちゃんたちはちゃんと勝ったよ。

ＧＭ：「……うん、今度は僕ぼくが約束を守る番だね」

セレネ：それでも、やっぱり不安そうにしているんですか？

ＧＭ：そうですね。一〇歳さいくらいの少年ですから、そりゃ怖こわいでしょう。

セレネ：じゃあ、ぎゅっと手を握にぎってわたしの聖印を手て渡わたします。

ＧＭ：「……これは？」

セレネ：わたしのお守り。わたしたちを守ってくれたから、君のことも守ってくれるはず。

フレア：わたしは溶岩に落ちたけど、セレネちゃんは落ちなかったからね（爆笑）。

ユーノス：いいシーンが（笑）。

ドル：いや、まだいいシーンじゃろー。

ＧＭ：えー、ではリックは聖印を受け取り「ありがとうお姉ちゃん！　僕、ちゃんと病気を治してお姉ちゃんたちが使う武器を造つくるからね！　そして、父さんの下にしっかりついて、鍛か冶じ屋やの技ぎ術じゆつを一から学ぶんだ」

セレネ：じゃあ、手術頑がん張ばってねリック君。キミの武器、楽しみにしてるから。

ドル：ダメージ＋１Ｄのブロードソードを打てる父を持っている。将しよう来らい有望じゃ。

ＧＭ：そして父親は言います。「じゃあしっかりなリック。父さんは注文がいっぱい来ちゃって仕事をしに帰るが、お前はもう大だい丈じよう夫ぶだな？」

ドル：少年は力強く頷うなずく、と。

ＧＭ：帰かえり際ぎわに「本当にありがとうございました。おかげで店の方もなんとかなりそうです。しかし、いただいたのは金や仕事じゃなくて、もっと大切なものだったと思います」と、父親は一礼して去っていきます。

フレア：おお～、かっこいい。そこでユーノスさんの歌が。

ユーノス：注文が来ました。では、〝働く父親〟の歌～。

セレネ：父親か～。

フレア：うん、わたしたちのお父さん早く帰ってきてくれるといいね。

ＧＭ：では、リック少年は手術に向かいます。「お姉ちゃんたちがチャンピオンになった時は、僕の武器で優ゆう勝しようできたって言ってよね！」

フレア：あはは、結けつ構こう言いますね。

セレネ：うん、楽しみに待っているから。

フレア：きっと、よくなるよ。わたしたちがついてるからね。

セレネ：だから───。




「だから、一緒に戦おう」




　ふたりは、聖印に想いを託たくす。

　リックは、その想いを握にぎりしめて手しゆ術じゆつ室しつにむかった。

　一緒に戦ってくれるひとがいる。それだけで、力が湧わいてくるように思える。

　それが、絆が持ってる力──。







◆Ending 03◆貧びん乏ぼう姉妹の挑ちよう戦せん




〝クラン＝ベルの風雲児〟の行方は、まだ杳ようとして知れない。

　双子たちは、相変わらず借金に追われる生活である。

　嗚呼ああ、貧乏暇ひまなし火の車───。




ＧＭ：というわけで、皆さんのエンディングのシーンを最後に用意しましょう。

フレア：やっぱり、ウチにはまだ差し押さえの札があちこちに？

ＧＭ：まあ、借金は全然返してないですからね。

セレネ：地下のモンスターに餌えさあげようとしても？

ＧＭ：はっ、もう飼し料りようは尽つきております。

ドル：やはり、赤せき貧ひん洗あらうがごとし……。

ユーノス：そんな中に、僕は居い候そうろうしてるんですね？　特に職しよくもないので（笑）。

ドル：この穀ごく潰つぶしが～！

ＧＭ：では、そうこうしているとマティアスがやってきます。「んん～、ご機き嫌げんはいかがかな？　コロローナ商会の諸君？」とご挨あい拶さつを。

フレア：また借金の督とく促そくですか？

ＧＭ：「なかなか察しがよろしい。さすがは風雲児の娘たちだ」拍手なんかしたりして。

セレネ：ていうか……あなたがここに来る理由は、それしかないし。

ＧＭ：「というわけで、今度は月末までに一〇万Ｇを返済していただきたい」

ドル：じゅ、一〇万Ｇ!?

ＧＭ：「あなたたちなら可か能のうだ。借りたものは返す、これは神が定めたもうた摂せつ理り！　さっ、きりきり働いてもらおう」そう言ってマティアスは去っていきます。

ドル：こ、こいつ……（笑）。

フレア：やっぱり、またサントスさんのとこに行って試合を用意してもらうんですね。

ドル：四の五の言ってもはじまらんのです。行くしかないですな。

ユーノス：もちろん、ボクもお供ともしますよ。あなたたちのサーガを書くためにも。

ＧＭ：サントスのところへ訪たずねていく前に、ちょうど皆さん宛あてに手紙が届とどけられます。

フレア：手紙？

ＧＭ：ええ、差出人はリックです。

フレア＆セレネ：ああっ！

ＧＭ：術じゆつ後ごの経けい過かは順調で、もうじき退たい院いんできるとのことです。

フレア：よかったー！

セレネ：うんうん。

ＧＭ：と、そんな報ほう告こくを受けたのち、皆さんは新たな試合に向かいます。

フレア＆セレネ：じゃあ、行ってきます！




　フレアとセレネは、館を後にする。今度は、どんな敵てきが待っているのだろうか？

　父の行方は、まだ知れない。苦く難なんと逆ぎやつ境きようは、尽つきることなく双子たちに襲おそいくる。

　それでも抱かかえた借金を返すため、彼かの女じよたちは挑戦していかねばならない。

　コロローナ商会の明日はどっちだ？




　これまでの借金返済総額　　　　八万四六〇Ｇ

　借金完かん済さいまで残り　　　　　九一万九五四〇Ｇ




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

第二話「はじめてのスポンサー」

─完─

[image: ]







あとがき




　貧びん乏ぼうは人を強くするといいます───。

　ボクシングなどのスポーツでは、〝ハングリー精せい神しん〟という言葉がしばし使われます。

　これは、貧乏で餓うえたときのつらさ、苦しさに耐たえてきたことをバネに這はい上あがり、さらなる上を目指して進んでいくという強い精せい神しん力りよくのことだそうです。




＊　　　＊　　　＊




　というわけで、冒ぼう頭とうから読まれた方にはあらためまして、あとがきから読んだ方には初めましてとご挨あい拶さつさせていただきます。この本の著ちよ者しやの、丹藤武敏たんどう・たけとしです。

『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』、いかがでしたでしょうか？




「『アリアンロッド』って面白そう」とか、

「『アリアンロッド』を遊びたくなったよ」とか、




　そう思っていただけたら、幸いであります。

　リプレイ著者の例に漏もれず、自分もＴＲＰＧが大好きです。それこそ、何千何万回と遊び続け、いつの間にやらＴＲＰＧに関わる仕事に就つきましたが、山ほど働いたあとでも「あ～、早くみんな集めてセッションがしたい」と思ったりします。シナリオ執しつ筆ぴつの仕事を終えた直後にも翌よく日じつのセッションに向けてシナリオを書いていたこともあり、仲間には「シナリオばっかり書いていて、シナリオ書く暇ひまがない」とぼやくこともしばしばです。




　そんな楽しさを広めるべく、今回のリプレイでは『アリアンロッド』を一回だけ遊んだことがあるというプレイヤー、妹尾絵美せのお・えみさんをお迎むかえしています。本ほん編ぺんでは貧乏姉妹の姉、フレア・コロローナを演えんじられていますが、彼かの女じよを中心に楽しいセッションとなりました。藤井忍ふじい・しのぶさん演えんじる貧乏姉妹の妹、セレネ・コロローナとの息もぴったりです。

　熱心にプレイする妹尾さんを見守りながら、こちらも豊かな気分を味わうことができ、とても楽しい時間を過ごせました。




　さて、ここからは各シナリオについて触ふれていこうと思います。シナリオのネタバレも含ふくみますので、本編をまだお読みでない方は、是ぜ非ひ本編を読んでから先にお進みください。




●第一話「はじめてのコロシアム」

　さて、記念すべき第一話です。まずは、ＰＣに落ちぶれてもらうところから初めてもらいました。お嬢じようさまから一転、多た額がくの借金を背せ負おわされるという大変ひどい導どう入にゆうです。

　しかし、ここでいうひどい目というのは、ダンジョンをヒイヒイ言いながら突とつ破ぱしたり、強い敵てきがたくさん戦ったりするいう〝楽しいひどい目〟のことです。

　というわけで、ＰＣには一〇〇万Ｇの借金を背せ負おってもらいました。しかし、ＰＣがゲームで得た報ほう酬しゆうは、アイテムを買ったりする重要なリソースです。これを借金として巻まき上あげるのはさすがにアンフェアなので、一〇倍の報酬を与あたえて九割わり持っていくというＦリーグの設定とルールを思いつきました。取り立て人として『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』のＮＰＣ、マティアスにご登場願ったのは、九割持っていきそうな人物だったからです。

　ちなみに、デッドマンズのモデルは〝海かい賊ぞく亡ぼう霊れい〟ガスパーズですが、わかる人にはこのネタをわかっていただけるかと思います。




●第二話「はじめてのスポンサー」

　第一話は、借金を背負って一いつ生しよう懸けん命めいに戦ってお金を稼かせぐというシナリオでした。

　妹尾さんに慣なれてもらうことと、これからの話に続く最初のお話として、あえてストーリーは薄うすくなっています。

　そこで、二話目はストーリーやドラマを楽しんでもらおうとシナリオを組んでみました。

　リック少年とコロローナ商会の心温まる交流が描えがけたんではないかと自負しております。

　それと、金の力で戦ってくるゴージャスサンズは、今回一番のお気に入りです。トラップの位置を賄わい賂ろで知っているという設定は、デッドマンズ戦で宝たから箱ばこを選ぶためにランダムに行動することになった反省からです。ドルを演じる社長も言ってますが、この設定なら正々堂々とトラップを利用して戦せん闘とうできますからね。

　それはそれとして、モンスタールーレット、トラップ埋伏マッチと戦闘がかなり盛もり上あがり、どちらも激げき闘とうとなりました。シナリオ中13ラウンドも戦ってます。

　おかげで、二度登場したマッスルームが大人気です。まさか二度も登場し、こんな波乱を巻き起こすとは思いませんでした。




　さて、語りたいことはたくさんありますが、そろそろ紙数が尽つきて参りました。

　最後までお付き合いいただき、本当にありがとうございました。

　貧乏は人を強くする───双ふた子ごもまた借金を返しつつ成長することでしょう。

　いつかまた、成長したフレアとセレネともどもお会いできますように。




二〇〇九年五月二六日　丹藤武敏
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